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第１話　【約束と仕返し】





「それで？」

　アシュロンの「蒼そう穹きゆう亭てい」は高価な宿だ。個室でも広くて、寝台も大きい。机と椅い子すまで置かれている。

　ユユはその椅子に腰かけ、腕組みをして、脚を組んでいる。

「どうしてそんな大事なことを勝手に決めたの？」

「それは」

　レーレは床に膝ひざを折って座り、ユユを見上げている。そうするように、ユユに命じられたからだ。

「……おれのことだし。セルジュに、いま決めろって言われて」

「なんでセルジュなの？　ヨナハンじゃなくて」

「ヨナハンは今、それどころじゃないし」

「どうして今なの？」

「それは」

　レーレはうつむいた。ユユの視線を受け止めているのはつらい。

「セルジュはヨナハンと一緒にアラベラを捜すつもりで。だから、その手伝いをしてほしいって」

「べつに従卒になる必要はないでしょう？」

「だけど、従卒になれば、金をもらえるよ」

　この言い訳にはちょっと自信がある。ユユに余計なことは話すなとレーレに命令したセルジュの入れ知恵だからだ。レーレは上目遣いでユユの表情をうかがった。

　ユユは首を傾けて細い眉まゆをひそめ、レーレを睨にらみつけた。

「何か変ね」

　レーレは慌てて下を向いた。

「な、何が？」

「ぜんぶよ」

「そうかな」

「レーレ、こっちを見なさい」

　はい、と答えてしまいそうになったけれど、我慢した。レーレは顔を上げた。

「手を出して」

　ユユにじっと見つめられている。逆らえなかった。というよりも、逆らおうという考えが浮かばなかった。レーレは右手を差しだした。

　ユユは身を乗りだしてきて、レーレの右手を両手で包むように握り、微笑ほほえんだ。

「嘘うそをついていない？」

「ついてないよ」と言いながら顔をそむけてしまった。

　ユユの手に力がこもった。

「隠していることがあるでしょう」

「ないって」

「じゃあ、なぜわたしの目を見て話さないの？」

　レーレはユユの顔を見た。目は無理だ。鼻のあたりを凝視した。

　ユユは目を細めた。

「顔が引きつっているわよ」

「え」

　レーレは左手で頬ほおのあたりを押さえた。ユユは目を伏せて、かすかに息を吐いた。

「セルジュに何を言われたの？」

「……従卒になってくれないかって」

「それだけ？　本当に？」

「うん」

「そう」

　ユユはうつむいて唇を軽く噛かんだ。

「言えないのね」

　右手が自由になった。

　ユユが手を離したからだ。

「一人にして」

　レーレはユユに声をかけようとした。でも、何を言えばいいのか。

　ユユは腕組みをした。違う。そうじゃない。自分の両腕で、自分自身の身体からだを抱きしめている。

　レーレはユユの視線の先に何があるのか探ろうとした。わからなかった。その目には何も映っていないかのようだった。

　思いきって、わざとため息をついてみた。ユユは微動だにしなかった。

　部屋を出るしかなかった。



　　　



　テーブルの上に羊皮紙が広げられている。びっしりと字が書かれているけれど、レーレには読めない。

「これ」

　レーレは椅い子すに座っている。座らされている、と言ったほうがいいかもしれない。すぐ横にセルジュが立っている。レーレはセルジュを見上げた。

「セルジュが書いたの？」

「まさか」

　セルジュは軽く肩をすくめ、ふん、と鼻を鳴らした。

「どこの教会でも売られている一般的な主従契約書だ」

「いくらで？」

「訊きいてどうする」

「……べつに、どうもしないけど」

　教会で物が売られているなんて、初めて知った。寄付を集めているだけじゃない。商売もしているということか。なんだか変だ。でも、何が変なのか、レーレにはよくわからない。だから、黙っていた。

　セルジュは邪魔くさそうに髪をかきあげた。

「字は読めないだろうな」

「うん」

「読んでやろう」

「ぜんぶ？　長そうだね」

「じゃあ、内容をかいつまんで教えてやる」

「いいよ」

　レーレは契約書とやらの端に親指の爪つめを押しあててみた。引くと、薄く傷がついた。

「ようするに、おれがセルジュに仕えるってことだろ」

「主しゆの御み名なのもとに結ばれる神聖な契約だ。そういうわけにはいかない」

　セルジュは契約書を手に持った。

「いいか、レーレ。この契約書に署名した瞬間から、おまえはあたしの従卒になる。あたしが契約破棄を宣言して契約書を破り捨てるか、あるいは、おまえが司祭以上の聖職者に願い出て、契約の無効を認められるまで、もしくは、あたしかおまえが死ぬまで、この関係はつづく。言っておくが、正当な理由がないかぎり、司祭や司教が契約の無効を認めることはないぞ。具体的には、給料の不払い、規定から外れた仕事の強制などだな」

「おれかセルジュが死ぬか、セルジュがおれを馘くびにするまで、おれはセルジュの従卒だってこと？」

「そうだ。思ったより馬ば鹿かじゃないな」

　セルジュは鼻で笑った。

「で、実際の仕事だが、まずは主人、つまり、あたしの護衛だ。おまえは命に代えてもあたしを守らないといけない」

「主人だしね」

「あたしが死んで、おまえが生き残る。そんなことは絶対にあってはならない。おまえはあたしのために死ぬんだ、レーレ」

「おれもセルジュも死ななきゃ、それでいいんだろ」

「戦場では剣を持って勇敢に戦わねばならない。おまえの得意分野だな。ああ、それから、あたしは騎士だ。従卒たるおまえは、あたしの馬も守らねばならない」

「馬は好きだから、いいけど」

「主が禁じる行為以外であれば、あたしの命令には必ず従うんだ。休暇が終わって、あたしが原隊に復帰したら、おまえは星の鎖の従士になる。あたしと別行動をとることも多くなるだろうが、上官を主人であるあたしだと思って、その命に服さねばならない。なぜなら、それがあたしの命令だからだ」

「言うことを聞けってことだろ」

「そういう生意気な態度をとることも許さん」

　セルジュはレーレの肩を強くつかんで、身を屈かがめた。

「従卒は主人の身の回りの世話もしないといけない。装備の手入れ。野営の準備。食事の用意と補助。着替えや禊みそぎの手伝い――」

　耳許で囁ささやかれて、軽く鳥肌が立った。

「おまえがやるんだ、レーレ。あたしのために」

「……仕事、なんだろ」

「そう。場合によっては主人の糞ふん尿にようまで処理する。神聖な仕事だ」

　セルジュは本当にそんなことをレーレにさせるつもりなのか。そうは思えない。きっと脅しだろう。レーレはうなずいた。

「だいたいわかったよ」

「契約書に署名してもらおう」

　セルジュはテーブルに契約書を置いた。

　レーレはその脇わきにある羽根ペンとインク瓶に目をやった。ペンを握ってみたけれど、持ち方はこれでいいのだろうか。考えてみたら、ペンで字を書いたことなんてない。いつだったか、ユユに教えてもらって、何度か自分の名前を指で地面に書いた。だいぶ前のことだし、あれはたしか、レーレ・ビューレだった。今はレーレ・イジュールを名乗っている。綴つづりがわからない。というか、レーレは文字もろくに知らない。

　セルジュは小さく息をついた。

「自分の名前も書けないのか」

　嘲あざけりよりも哀れみを感じる声音だった。

　レーレはなぜか返事をすることができなかった。かといって、ペンを動かすこともできない。事実、レーレは自分の名前を書くこともできないのだ。

「契約書だからな。あたしが代筆するわけにはいかないんだ。しょうがない」

　セルジュはレーレの後ろに移動した。いきなり何をするのか。まさか、羽交い締めにしようというわけじゃないだろう。違った。セルジュは背後から右手をのばして、レーレの右手をつかんだ。セルジュの顔はレーレの顔のすぐ右横にある。

　レーレはセルジュを見た。

　セルジュもこっちに顔を向けた。その頬ほおがわずかに赤らんだ。

「な、何だ」

「いや、何だって……それ、こっちが言いたいんだけど」

「仕方ないだろう！　おまえの手で書いた署名じゃないと、契約は有効にならない」

「めんどくさいんだね」

「契約というのは、そういうものだ！　書くぞ！」

　セルジュはレーレの右手を操って、羽根ペンの先をインクに浸した。そのときだいぶ腕をのばしたので、セルジュの身体からだがレーレの背中に押しつけられる形になった。胸のあたりが。突然、全裸のセルジュが思い浮かんだ。レーレはきつく目をつぶった。無駄だった。だって、今この目に見えているわけじゃない。覚えているのだ。はっきりと脳裏に焼きついている。消そうとしても、消えてくれない。

「レーレ・イジュールだな」

「う、うん」

「書くぞ。いいか、ちゃんと覚えろ。署名くらいできないと、困ることだってある」

「わかった」

　レーレは目を開けて、うなずいた。やけに緊張している。というか、動揺しているのかもしれない。

　セルジュはレーレの右手を動かして、ゆっくりと契約書に字を書いた。

　一字一字、丁寧に。

「よし」

　書き終えたらしいのに、セルジュは手を離そうとしなかった。

「主しゆの御み名なにおいて、たった今、契約は結ばれた」



    

  
    
      



    

  
    
      　不意にセルジュの右手が滑るように動きだして、レーレの手首をそっと握った。力はさして入っていない。それでいて、どうしてか逃れられない。

　低い笑い声が聞こえた。右耳のすぐそばだ。レーレの身体からだがこわばった。セルジュの右手は手首から肘ひじへ、それから肩へと達したところで、ようやく離れた。そうかと思ったら、セルジュはレーレの両肩に手を置いた。首に近い位置だった。セルジュの唇はレーレの耳にほとんどふれていた。

「これでおまえはあたしのものだ、レーレ」



　　　



　闇やみ雲くもに森の中をさまよったところで、アラベラ・リデルを捜しあてることはできないだろう。森は魔女や獣たちの領域だ。たかが数人で敵の支配地域に分け入っていって、いったい何ができるというのか。何もできっこない。

　力が必要だ。

　それから、情報が。

　アラベラは魔女の手によって救いだされた。アラベラは魔女だ。

　魔女の生態は、魔女討伐隊の聖騎士でも、完全には把握していないらしい。ただ、一人で森に棲すみ、たいてい単独で行動する魔女と、群れる魔女がいる、ということは、よく知られているようだ。

　人類にとって、とくに恐ろしいのは、この群れる魔女だ。やつらは徒党を組んで人を襲い、人の街を攻撃する。

　そうした魔女たちは、森の奥おくにある砦とりでに集まって、夜な夜なあやしげな儀式を行う。ときには、供く物もつとして、街からさらってきた人間を魔王に捧ささげることもあるという。

　アラベラは魔女たちに救いだされた。

　群れる魔女は、どこかの砦を根城にしている。

　情報がほしい。

　魔女の動向に関する情報を持っているのは、聖騎士団の魔女討伐隊だ。

　セルジュがいろいろ聞いて回ったところ、しばらく前に“〝雨雲”〟という魔女討伐隊がアシュロンを通りすぎて、北西へと向かったらしい。

　行く先については誰だれも知らなかったが、そこは同じ魔女討伐隊だ。セルジュの予想では、アシュロンから二日くらい行った場所にあるハイデンという大きな街があやしい、とのことだった。

　雨雲はきっと、ハイデンにいる。少なくとも、ハイデンを経由して、目的地へと移動しているはずだ。

　血ち塗まみれで救護院に収容されたヨナハン・クロムスティードは、異様な回復力をいかんなく発揮した。たった二日で起きあがれるようになり、三日目には無理やり退院して剣を振りまわしはじめ、その一日後にはアシュロンを発たつと言って聞かなかった。放ほうっておいたら一人で飛びだしかねない様子だったので、翌日、レーレたちはハイデン目指して旅立つことにした。

　無駄に頑丈すぎるヨナハンは、もう一人で馬に乗ることもできたが、さすがに二人乗りは傷に障るだろう。馬を走らせるのも、早足くらいならなんとか大丈夫かもしれないけれど、駆け足はきつそうだ。ハイデンまでは、徒歩で約二日。たいして長い道のりでもないので、ヨナハンとセルジュは騎乗して、レーレとユユは歩くことになった。

　ユユを連れてくることができた。

　その点だけはよかった。

　主人に文句をつけられて、ユユと離れなければいけなくなってしまうのではないか。レーレは内心、そんなふうに危ぶんでいたからだ。

　ところがセルジュは、当然、ユユも同行するものと考えているようだった。ユユに対する態度も、今までと変わらなかった。気安く声をかけたり、笑いかけたりすることさえあった。むしろ、ユユのほうが戸惑っていた。

　おそらく、わざとだ。

　ユユが目を泳がせたり、口ごもったりすると、セルジュは満面に笑みをたたえた。そうして親しげにユユの背中を抱いたり、肩を叩たたいたりして、どうしたんだ、具合でも悪いのか、心配だな、平気か、少し休んだほうがいい、などと言うのだ。

　アシュロンを出てからも、セルジュはさかんに馬上からユユに話しかけた。ユユはそのたびにきちんと受け答えしたけれど、会話が弾むことはなかった。それなのに、セルジュは上機嫌だった。

　楽しそうなのはただ一人、セルジュだけだ。

　ヨナハンは手綱を握って前を向いたまま、口を開こうとしなかった。

　レーレも深い森に挟まれた道を黙々と歩いた。

　やがて日が暮れると、セルジュは葦あし毛げのシリルを止めて、野宿を提案した。ヨナハンを乗せている栗くり毛げのアルフォンスも立ちどまった。相変わらず無言だけれど、ヨナハンも異論はない、ということか。レーレは隣のユユをちらりと見た。ユユはずいぶん疲れた顔をして、下を向むいていた。

「準備するよ」

　レーレは道から少し森に入って、ちょっとした草地を見つけた。焚たき火をするのなら、枯れ枝のたぐいも近くで集められそうだ。アルフォンスとシリルを綱で繋つないでおけそうな木もある。

　レーレは道まで戻って、ユユたちを草地まで導いた。背負い袋を下ろして、中からとりだした毛皮を草地に敷こうとしたら、セルジュの尖とがった声が飛んできた。

「何をしている、レーレ」

「何って……」

　レーレはユユを一いち瞥べつした。ユユはやっぱりうつむいていた。

「寝床を」

「誰だれのだ」

「ユユの、だけど」

「レーレ」

　セルジュはシリルから降りようともしない。まだ馬上にいる。ヨナハンはさっさと下馬して、そのへんの木の枝にアルフォンスを繋つなごうとしているのに。

「おまえはあたしの従卒だ」

「そうだけど」

「だけど、じゃない」

「わかってるよ」

「いいや。おまえはわかってない」

　セルジュはうんざりしたような顔をして、首を左右に振ってみせた。

「ちっとも、だ。妹の世話を焼くなとは言わないが、先に仕事をしてからにしろ」

　ため息をついてしまいそうになったけれど、なんとかこらえた。レーレはセルジュを乗せているシリルに近づいてゆこうとした。

「返事はどうした、レーレ」

「……わかったよ」

「いい口の利き方だな」

「わかりました。これでいい？」

「これでいい、は余計だ」

　セルジュは唇をゆがめた。べつに不細工じゃないのに、やけに醜く見えた。

「従卒の態度が悪いと、主人が侮られる。あたしに恥をかかせるな、レーレ」

「わかりました」

　黙って言うことを聞けばいいということだ。ユユの家ではそうしていた。慣れているはずだ。あの家を飛びだして、旅をしている間に忘れていた。また思いだせばいい。

　レーレはユユを見た。ユユは下を向いた。レーレのほうを見ていたのに、慌てて目をそらしたのだ。

「早くしろ、レーレ」

「わかりました」

　レーレはシリルに駆けよった。

　セルジュはシリルから降りると、ユユのほうへ歩いていった。いったいユユと何を話すつもりなのだろう。気になるが、もたもたしていたら、またどやされる。

　レーレはシリルに綱をつけて木の枝にくくりつけ、鞍くらから荷物を下ろした。寝床にする毛皮と、あとは夕食だ。干し肉、乾パン、干しぶどうに、水。ユユとの二人旅では、必要に応じて森や野原で食料や水を調達しなければならないこともあった。ユユはおかしな物を食べない。問題なく食べられるものでも、まずいとか、くさいとか、文句を言われることも多かった。それに比べれば、ずっと楽だ。

　手早くセルジュの寝床を整えて、夕食の準備を終えてから、ユユの寝床を用意しようとした。またセルジュの声が飛んできた。

「レーレ。火を熾おこして、スープくらい作れ」

　さすがに、わかりました、と即座には答えられなかった。

　スープ。スープ、ね。

　そんなもの、作ったことがない。

　食べ物に手を加えるのは、たいていユユだった。レーレは、混ぜるか、焼くか、その程度のことしかしたことがない。うまいものを食べると、たしかに気分がよくなるけれど、腹に入ってしまえば、結局、何だって一緒だ。なんでスープなんか。

「わたしのことはいいわ、レーレ」

　ユユはセルジュと肩を並べて地べたに座っている。でも、喜んでそうしているわけでは決してないだろう。しょんぼりしている、というよりも、うつろな表情だ。

　なんだかユユが小さく見える。

「自分のことは自分でするから」

「……そっか」

　レーレは火を熾して、鉄てつ鍋なべに水と干し肉、それから、そのへんで見つけた食べられる野草と塩を入れて煮た。木のスプーンですくい、味見をしてみた。野草の香りがきつすぎて、おいしくはないけれど、我慢すれば飲めなくはないだろう。レーレは食前の礼拝で、柄にもなく主しゆに願った。口うるさい主人が贅ぜい沢たくを言いませんように。

「ひどい味だ」

　願いは叶かなわなかった。セルジュは一口飲んだだけで、もうスープには手をつけようとしなかった。

「レーレ、おまえが飲め。一滴残らずだ。よく味わって、次はもっとましなものを作れ」

「わかりました」

　無理だ。料理なんかできない。したくもない。

　レーレは焚たき火の前でまずいスープを啜すすりながら、ユユの様子をうかがった。

　ユユはセルジュの隣で乾パンをかじっている。やっぱり無表情だ。何を考えているのか、さっぱりわからない。

　セルジュは水を飲みながら、干しぶどうをつまんでいる。スープのことでレーレを叱しかりつけたきり、こっちを見るでもなく、ユユに声をかけるでもない。黙りこくっているのに、やたらと機嫌がよさそうだ。気持ち悪い。

　ヨナハンは一人、離れた場所で、水筒を傾けている。わりと大食らいなのに、食べないのか。傷が痛むのだろうか。

「明日は早い」

　食事がすむと、セルジュはユユをうながして立ちあがらせた。

「もう寝るとしよう。見張りを頼んだぞ、レーレ」

「うん」

「うん……？」

「はい、わかりました」

「礼儀作法の要かなめは敬意だ。主人を敬えば、礼儀も自然とついてくる。とはいえ、教育は必要だな。そのうち一から仕込んでやる。覚悟しておけ」

　セルジュは楽しそうに笑った。

　ユユはレーレのほうに身体からだを向けて、蚊が鳴くような声で、おやすみ、と言った。その声の小ささに、自分でも驚いたようだった。喉のどを押さえて、すぐに手を離し、ヨナハンに目をやった。

「それから、ヨナハンも、おやすみなさい」

　ヨナハンは何も言わずに軽く手を上げてみせた。

　ユユとセルジュは寝床で横になった。

　レーレはしばらくの間、じっと焚たき火を見つめていた。

　火はもう間もなく消えるだろう。炎星月、七の月もそろそろ終わる。森の夜はわりあい涼しいけれど、火のそばにいるとけっこう暑い。

　ヨナハンはまだちびちび飲んでいる。あの革水筒の中身は水なのだろうか。

　レーレは焚き火の前を離れて、ヨナハンのそばに腰を下ろした。

　この匂におい。そうか。水じゃない。

　ヨナハンは革水筒を差しだしてきた。

「飲むか」

「酒？」

「葡ぶ萄どう酒しゆだ」

　ヨナハンは肩をすくめてみせた。火から遠いし、暗くてよく見えないけれど、顔が赤らんでいるようだ。

「アシュロンで高い宿に泊まって、だいぶ散財したからな。安酒だが、酒は酒だ」

「いいよ。いらない」

「そうか」

　ヨナハンはまた革水筒に口をつけて、深々と息を吐いた。

「どうしてセルジュに仕えることにしたのだ」

　レーレは答えられなかった。腐ってもヨナハンは聖騎士なのだ。事情を打ち明けるわけにはゆかない。

「言いたくないのか」

　ヨナハンは肩を揺らして低く笑いだした。

　聞いていると、うそ寒くなってくる。暗い笑い声だった。

　大丈夫なのか、こいつ。



　　　



　ハイデンは北の小山を除いた全周囲に防壁が張りめぐらされている大きな街だ。なんでも、五百年もの長い歴史を誇っていて、現在はギャスリー伯爵領の中心として栄えているらしい。小山の上にそびえ立ついかにも堅固そうな黒っぽいフーカー城は、領主カール・ギャスリー伯爵の居城なのだ。

　アシュロンを発たってから三日後の昼ごろ、ハイデンに到着したレーレたちは、その足でフーカー城へと向かった。

「魔女討伐隊は領主の支援を受けて活動している」

　ヨナハンは皮肉っぽく頬ほおをゆがめて語った。

「ようするに、たかるのだ」

　そういうわけだから、城に行けば、魔女討伐隊がこの街にいるかどうか、それから、いるとしたら、その拠点くらいはわかるだろう。市民に話を聞いて、情報収集をしてはどうかというセルジュの提案は、ヨナハンに退けられた。

「まだるっこしい。やりたければ、セルジュ、君が一人でやれ。私は城へ行く」

　さすがのセルジュも少し鼻白んでいた。レーレにしてみれば、同情してやる義理はないが、セルジュは幼おさな馴な染じみのよしみでヨナハンの手伝いをしているのだ。反対するにしても、言い方というものがあるだろうに。

　あんなことがあったのだし、しょうがないのかもしれない。でも、ヨナハンは変だ。聖騎士のくせに礼拝はおざなりだし、髪も梳とかさず、うっすらと無ぶ精しよう髭ひげを生やして、水の代わりに葡ぶ萄どう酒しゆを飲み、ぶっきらぼうで、物言いはときに乱暴ですらある。すっかりすさんでしまっていて、それを隠そうともしない。

　城門の前で衛兵に声をかけたときも、ヨナハンの態度は横柄だった。

「私は聖騎士団魔女討伐隊“〝星の鎖”〟の聖騎士ヨナハン・クロムスティードだ。ハイデンに魔女討伐隊“〝雨雲”〟が駐留しているか否か、教えてもらおう」

「いきなりそのようなことを申されましても」

　衛兵は、何だこいつは、とでも言いたげな顔をしていた。後ろで見ているレーレも、何なんだこいつ、と思っているくらいだ。衛兵の気持ちはよくわかる。

「もう一度言う」

　ヨナハンは剣を鞘さやごと腰から外して、衛兵に突きつけた。

「私は聖騎士だ。答えろ。雨雲はハイデンにいるのか」

　聖騎士の剣は鍔つばが「×」の形になっている。剣身と柄は当然、まっすぐだから、全体としては「＊」、つまり、サイオンの象徴である星せい印いんに見えなくもない。もちろん、わざとそういうふうに作られているのだ。

　ヨナハンは星の鎖に所属しているので、その証あかしとして、さらに、柄つか頭がしらに短い鎖がついている。ヨナハンが紛れもなく星の鎖の聖騎士だということは、見る者が見ればすぐにわかるのだ。

　じつは、鞘の中身は魔王の斬ざん撃げきによって折られてしまっているのだが、聖騎士の剣の神通力には影響がなかったらしい。衛兵は南のほうを指さした。

「シトリ聖堂の向かいに白い館やかたという建物があります。周知の事実ではありますが、雨雲の隊長殿はその館に滞在しておられます」

「そうか」

　ヨナハンは礼も言わずに衛兵に背を向けた。衛兵はやっぱり、何だこいつは、と言いたげな様子だった。レーレもまったく同感だ。

　白い館とやらはすぐに見つけることができたけれど、その前に宿を探した。レーレはセルジュの従卒だからいいとしても、ユユを連れて魔女討伐隊の隊長に目通りを願うわけにはゆかない。それがセルジュの言い分で、今度はヨナハンも納得した。

　ユユを除のけ者にするつもりだ。

　レーレは内心、腹が立って仕方なかったけれど、セルジュに逆らって機嫌をそこねるわけにはゆかない。ユユも、当然ね、としか言わなかった。

　ひょっとしたら、ユユは事情をすべて見抜いているのかもしれない。レーレと違って、ユユは頭がいいから、ありうる。機会をうかがって、ユユに相談したほうがいいのかもしれない。レーレには無理でも、この状況からうまく抜けだすための方法を、ユユなら考えつくかもしれない。

　ハイデンの中心部に、中なか丘おか町ちようと呼ばれる一帯がある。その名のとおり、丘の斜面に小さめの家々がびっしりと建ち並んでいるのだ。

　中丘町の東端にある「石いわ清水しみず亭てい」という宿は、古くて安いけれど、値段のわりに丁重なもてなしを受けることができて、なかなか評判がいいらしい。そんな話をセルジュが聞きつけてきた。行ってみると、小さいながら厩きゆう舎しやもあった。宿はそこに決めた。

　レーレたちはユユと馬を宿に残して白い館やかたへと向かった。

　白い館は漆しつ喰くいで白く塗られているコの字形の大きな建物で、玄関の前に二人の武装した聖騎士が立っていた。

　相手が聖騎士だと、ヨナハンも居丈高にはなれないらしい。

「突然の推参にて、まずは無礼をお詫わび申しあげます。私は聖騎士団魔女討伐隊星の鎖の末席を汚させていただいおりますヨナハン・クロムスティードと申す者。こちらに魔女討伐隊雨雲の隊長殿がいらっしゃると聞き及び、まかりこした次第です。僭せん越えつながら、私は魔女に関する情報を持っております。どうか隊長殿にお目通り願えませんでしょうか」

　雨雲の聖騎士は物腰がやわらかかった。この場で待っているように言い、一人は建物の中に入っていって、もう一人はヨナハンやセルジュと世間話をした。

　やがて聖騎士が戻ってきて、レーレたちはあっさり建物の中に通された。

　正直、意外だった。ヨナハンはただ、情報を持っているとしか言わなかったのだ。その内容さえ告げていない。隊長といえば、星の鎖のヴィリー・ブランドロウが思い浮かぶ。あの男なら、こんなことで会ってくれるだろうか。なんとなく、追い返されてしまいそうな気がする。魔女討伐隊といっても、いろいろなのか。

　案内してくれた聖騎士が叩たたいた扉は、三階の奥おくにあった。

「隊長。星の鎖のヨナハン・クロムスティード卿きよう他二名をお連れいたしました」

「入りたまえ」

　扉の向こうから男の声がした。レーレはわずかに首を傾かしげた。何だろう。あの声。聞き覚えがある。そんなわけがない。気のせいか。

　聖騎士が扉を開けた。

　ヨナハンが、それからセルジュが部屋の中に入っていって、自分の左胸に見えないナイフを突き立てるような仕種をした。

「お初にお目にかかります！　星の鎖のヨナハン・クロムスティードであります！　お目通りが叶かない、光栄であります！」

「同じく星の鎖のセルジュ・フレンドールです。お会いしてくださり、感謝の言葉もございません」

　レーレはヨナハンとセルジュの後ろで立ちつくしていた。

　大きな窓のある部屋だ。開け放された窓の板戸から、日の光が射さしこんでいる。今日は少し暑いけれど、吹きこんでくる風のおかげで、この部屋は涼しい。

　大きな机と椅い子すがあった。

　男はわざわざ椅い子すから立ちあがって、ヨナハンたちを迎えてくれたのだ。

　背丈は６ソール（約１・８ｍ）に２ディル（約６cm）足りないくらいだろうか。よく引き締まっていそうな身体からだつきだ。髪は褐色で、落ちくぼんだ目は茶色い。肌は日に焼けていて、口くち髭ひげをたくわえている。年齢は四十歳かそこらだろう。ヨナハンとセルジュが着ている聖騎士の平服と色違いの服を身につけ、聖騎士の剣を腰に吊つるしている。

　男はヨナハンとセルジュを見て、何か言おうとした。たぶん、名乗ろうとしたのだろう。その前に、二人の後ろにいるレーレに気づいたようだ。

　目があった。

　男は目を見開いた。

　セルジュが振り返った。

「おい、レーレ、おまえ――」

「レーレ」

　男が口を開いた。

「まさか、レーレなのか。本当に……？」

「うん。あ――」

　レーレはすぐに言いなおした。

「はい」

「え……？」

　セルジュはレーレを見て、それから前に向きなおった。

「こ、これは……？」

　ヨナハンも不審そうにレーレを一いち瞥べつした。

　男はこっちへ歩いてこようとして、思いとどまったようだ。ため息をついて、少し顔をしかめ、首を左右に振った。

「レーレ。だが、なぜここに」

「カルヴァンさん……」

　どうやら魔女討伐隊の隊長らしい。そんなふうに呼んではいけないのか。でも、他にどう呼べばいいのか。

　レーレは軽く頭を下げた。

「お久しぶりです」

「ああ」

　カルヴァンはもう一度、ため息をついて、目を細めた。魔女狩りの聖騎士とは思えない、やさしい目つきだった。

「そうだな。ずいぶん久しぶりだ。しかし、よもやこんなところで君の顔を見ることになろうとは」

「それは、おれも」

「レーレを」

　セルジュはレーレをちらりと見て、唇を舐なめた。

「私の従卒のことを、ご存じなのですか」

「知っている」

　カルヴァンは深くうなずいた。

「そうか。セルジュ・フレンドール、星の鎖の聖騎士よ。レーレは君の従卒なのか」

「はい」

「なるほど。そうか……」

　カルヴァンは目を伏せて、口くち髭ひげをしごいた。見覚えのある仕し種ぐさだ。

「何か事情があるのだろうな。レーレ、あとで話そう。セルジュ・フレンドール、かまわんかね」

「もちろんです、カルヴァン隊長」

「私としたことが」

　カルヴァンは口くち許もとを微笑ほほえませて、ヨナハンとセルジュを順々に見た。

「まだ自己紹介をしていなかったな。私は聖騎士団魔女討伐隊雨雲隊長ギューヌ・カルヴァンだ。では、君らの話を聞かせてもらおう」



　　　



　説明はヨナハンがした。大丈夫なのか。ちょっと心配だったけれど、考えてみれば、ヨナハンはしばらく前から水代わりの葡ぶ萄どう酒しゆを飲んでいない。偉い人に会わなければいけないので、一応、酒を抜いたのだろう。そのおかげか、ヨナハンはとくにつっかえることもなく、一通り話し終えた。カルヴァンは最後まで立ったまま聞いていた。

「そうか。休暇中だというのに、魔女を」

「ハッ」

　ヨナハンは大おお袈げ裟さに腰を折って、両方の拳こぶしを握り固めた。何か迷っているようだ。自分たちが追っている魔女についてどこまで話すべきか、考えているのかもしれない。考えるまでもなく、話してしまったほうがいいのに。

「それで、ヨナハン・クロムスティード」

　カルヴァンは腕組みをして、口髭をさわった。

「その逃げた魔女に関して君が知っていることは、アラベラ・リデルという名と、ニコラス・リデル子爵の息女だということ、以上ですべてなのか」

　ほら。どうせ訊きかれるに決まっている。

「いえ……」

　ヨナハンはさらに頭こうべを垂れた。

「も、申しあげにくいことながら、か、彼女は――アラベラは……アラベラ・リデルは、わ、私の……許嫁いいなずけでした」

「なんと」

　カルヴァンは絶句して眉まゆをひそめた。本当に驚いているようだ。

「そうか。許嫁。うむ、それは……何と言えばよいのか。ヨナハン、言葉もないが……そうだな、得心はいった。正直、どれだけ敬けい虔けんな信徒で、かつ熱心にして実直な聖騎士であろうとも、休暇中まで魔女を追いまわしている者はめずらしいのでな。何か理由があるのだろうと思っていた。そういうことか」

「お恥ずかしいかぎりです」

「君が恥じる必要はなかろう。魔女は狡こう猾かつだ。君は被害者なのだ。それに、慰めにはならんだろうが、主しゆの御み名なにおいて結婚する前に正体が暴かれて、もっけの幸いだったという言い方もできる。魔女討伐隊の周辺に間かん諜ちようを送りこまんとする恐ろしい陰謀は、未然に防がれたのだ」

「私はアラベラの裏切りに気づくことができなかったのです」

「そう自分を責めるものではない」

「ですが」

「どうしても自分を許すことができんのであれば、教会で懺ざん悔げするがいい。君は君を許せずとも、主は君を許したまうだろう」

「主が、私を……」

「そうだ。主がお許しくださらねば、剣を血に染める我々の聖務は成り立たん。ヨナハン。主の愛は偉大だ。君は必ず許される」

　カルヴァンがヨナハンに向けた表情はあたたかく、そして少しだけ悲しげだった。

　ヨナハンは跪ひざまずきそうな勢いで、よりいっそう深々と頭を下げた。

「ありがとうございます。私のごとき愚かな若輩者に、そのような尊いお言葉を……」

「礼など不要だ。ただ――」

　カルヴァンはまた口くち髭ひげをしごいた。

「残念ながら、そのアラベラ・リデルという魔女に関する情報は入手していない。我々雨雲は現在、作戦行動中だ。申し訳ないが、君を手助けしてやる余裕はない」

「それは」

　ヨナハンはがばっと顔を上げた。

「どのような作戦なのですか!?」

「ヨナハン！」

　セルジュがヨナハンの腕をつかんだ。カルヴァンは目め許もとをゆるめた。

「落ちつくのだ、ヨナハン・クロムスティード。君が魔女討伐隊の聖騎士であっても、隊が違う。作戦の内容を明かすわけにはいかん。それは君も承知しているはずだ」

「むろんです！　ですが、魔女どもを討つ戦いが間近に迫っていることを知って、じっとしてはいられません！　何とぞ、私を一兵卒として貴隊にお加えいただきたい！」

「何だと……？」

「ヨナハン、貴様――」

「従士扱いでかまいません！　これでも多少は腕に自信ありとうぬぼれております！　必ずや十人力、いや、百人力の働きをしてごらんにいれます！　どうか、何とぞ！」

「君にもしものことがあれば、星の鎖のブランドロウ隊長に申し訳が立たん」

「なれば、私は聖騎士の身分を捨て、クロムスティードの家名を捨てます！　一人の剣士として、貴隊の末席にお加えください！」

「ヨナハン・クロムスティード」

　カルヴァンは眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで、ため息をついた。

「遺恨と憎悪のみに心を支配されれば、剣が曇るぞ」

「私は……！」

　ヨナハンは拳こぶしで自分の腿ももを殴りつけた。



    

  
    
      



    

  
    
      「魔女どもを滅ぼしたい！　この地上から！　一人残らず！　それだけです！　我が剣はただそのためだけにあるのです……！」

「れっきとした聖騎士を従士扱いするなど、できるはずもなかろう。あきらめたまえ、ヨナハン。君が果たすべき務めはここにはない。見れば、傷も負っているようだ。心身を休めて、君がいるべき場所に、星の鎖に復帰するのだ」

　ヨナハンの肩が、頭が、小刻みに震えている。

「……失礼します」

　しぼりだしたような声だった。ヨナハンは部屋を出ていってしまった。飛びだしていった、と言ってもいいかもしれない。セルジュが慌てて床に片かた膝ひざをついた。

「申し訳ありません！　せっかくお時間を割いていただいておきながら――」

「君が謝ることはあるまい、セルジュ・フレンドール」

「……あの者は、幼おさな馴な染じみなのです」

「行ってやらなくてよいのかね」

「ハッ！　失礼します！」

　セルジュは立ちあがって身をひるがえし、レーレを見た。

「レーレ、宿でな」

「うん」

　しまった。案の定、セルジュに睨にらまれた。レーレは目を伏せた。

「……はい」

「失礼します」

　セルジュはもう一度、カルヴァンに頭を下げて、部屋をあとにした。カルヴァンは部下の聖騎士を退出させた。二人きりになった。

「本当に久しいな、レーレ。さあ、座るといい」

　レーレはうながされるまま椅い子すに腰かけた。カルヴァンも座って、向かいあう恰かつ好こうになった。

「ビューレの家を出たのか。何があった」

「べつに、何も」

　何から話せばいいのか。話しても大丈夫なことはどれか。何を話してはいけないのか。少なくとも、ユユのことにはふれないほうがいいだろう。何しろ、ユユ・ビューレは魔女として死んだことになっている。今、レーレと一緒にいるのは、妹のユユ・イジュールだ。妹。そんなもの、いない。カルヴァンは当然、知っている。何もかも。レーレをビューレの家に連れていったのはギューヌ・カルヴァンなのだ。そのカルヴァンという男が、レーレにとって何なのか。父親じゃないことだけはたしかだ。親しん戚せきなのか。親の知りあいなのか。レーレは知らない。知ろうともしなかった。どうでもよかった。

　聖騎士だったんだ。

　しかも、魔女討伐隊の隊長だったなんて。

　レーレはカルヴァンの目を見ることができなかった。昔、カルヴァンはビューレの家に何度か立ちよったことがある。そのときも、レーレはカルヴァンと目をあわせられなかった。そうだ。あのころと同じだ。カルヴァンも不審には思わないだろう。

「ちょっと、喧けん嘩かして。それで」

「そうか」

　カルヴァンは天井を仰いだ。

「うまくやっていると、報告を受けていたのだがな。最後にジェロム・ビューレから手紙が届いたのはしばらく前だし、所しよ詮せん、人づてだ。あてにはならんか」

　ジェロム・ビューレ。ユユの父親だ。カルヴァンやカルヴァンの使いが家にきたときは、レーレに身繕いさせ、余計なことは喋しやべるなと命令した。ユユの母親、デボラ・ビューレも同じだった。

「おれは、あの人たちの子供じゃないから」

「今になって言うのは卑ひ怯きようだが、正直、不安はあったのだ。ジェロムは心底から信頼できる男ではない。ユユも哀れな娘だ」

「ユユが？」

「レーレ。君と同じだ。ユユはシレーンの血が濃く出ている」

「ああ……」

　よくわからないけれど、たしか、いんちき賢者のハイジロや、ヴィリー・ブランドロウがそんなことを言っていた。カルヴァンは机に手をのせた。

「ジェロムはユユを不義の子――つまり、自分の娘ではないのではないかと疑っていたのだ。たしかに、あの娘はビューレ夫妻に似ていない。古きシレーンの血は西方中に薄く広まっており、ときに姿を現す。その事実をジェロムは知らなかった。私が教えたのだ」

「そんな……ことが。おれ、ぜんぜん知らなかった」

「やむをえまい。ジェロムもそれ以後は娘を大事にするようになったのだろう。ただ、私には、ユユが両親に懐なついているようには見えなかったな。幼いころのことだ。あるいは、彼女は覚えていないかもしれんが、父に疎まれ、母はゆえなく夫に疑われて、荒れていた。真実が明らかになるまで、彼女は愛されていなかった。そのせいか、ひどく気難しい娘だったし、ビューレの家にはある種のゆがみのようなものがあった。私も懸念してはいたのだが、結局、金さえ渡していれば、君を無下にはすまいと思っていたのだ。君があの家で幸せに暮らすことができなかったのだとしたら、それは私のせいだろう」

　カルヴァンは目を閉じて、膝ひざに両手をつき、頭を下げた。

「すまない、レーレ」

「え、いや……」

　レーレは逃げだしたくなった。カルヴァンのことはもちろん覚えている。でも、それほど知っているわけじゃない。何か理由があって、親のいない自分の面倒を見てくれた。感謝しているけれど、足を向けて寝られない、というほど恩に着ているわけじゃない。不思議だとは思っている。この人は、なんでおれを。それだけだ。恨んでなんかいない。

「や、やめてよ、そんな。誰だれのせいとか、そういうことじゃない……ような気がするし」

「私は君の父上に君のことを託されたのだ。責任がある」

「おれの、父さん」

「そうだ」

　カルヴァンは姿勢を正した。その視線が揺れている。迷っているのか。ためらっているのか。カルヴァンはうつむいて口くち髭ひげをしごき、話をそらした。

「従卒になったということは、戦場に出たのか」

「うん」

　出たことは出た。あのときはまだセルジュの従卒じゃなかったけれど、たぶん、あまりくわしく説明しないほうがいいだろう。カルヴァンは低く唸うなった。

「罪を犯したのだな、レーレ」

「罪……？」

「魔女やその一党といえども、生ある者たちだ。その命を奪うことは、罪以外の何ものでもない」

「だけど」

　動どう悸きがしている。たしかに、おれは殺した。獣を。怪物を。魔王を。

「人間じゃないし」

「そうだ。彼らは人間ではない。だが、人間でなければ、殺してもよいのか。彼らは痛みを感じないか。仲間を失っても悲しまないのか」

　思いだしてしまいそうになる。あの感触。おれは何かを壊したんだ。思いだす？　そもそも忘れてない。忘れられない。銀髪の魔女が泣き叫んでいた。わたしのザンダ！　わたしだけのザンダ……！　やめろ。おれは、だって、やらないと。やらなきゃいけなかったんだ。そうするしか。ユユを助けようとして。ユユは認めてくれるし、許してくれるって。たとえ神さまが許してくれなくても、ユユだけは許してくれるって。レーレは目を閉じたくなった。頭を抱えて、大声を出したい。我慢した。必死にこらえた。

「カルヴァンさんは、聖騎士だったんだ」

「ああ、そうだ」

「魔女たちと戦ってるんだろ。いっぱい殺してきたんじゃないの？」

「そう。私は数えきれぬほどの罪を重ねてきた」

「それでも、神さまは許してくれる？」

　レーレはカルヴァンの顔を見すえた。カルヴァンは無表情だ。決して老けこんでいるわけじゃないのに、なぜか老人のように見えた。カルヴァンは、そうだ、とも、違う、とも答えなかった。レーレは首を左右に振った。

「変だよ。じゃあ、なんで戦うのさ」

「人々の暮らしを守るためだ」

「それって、いいことなんじゃないの」

「レーレ」

　カルヴァンもかすかに首を横に振ってみせた。

「できることなら、君の手を血で汚よごさせたくはなかった。君の父上も、そんなことは望んでいなかったはずだ」

「おれの……父さんも？」

「ビューレの家にいれば、君が剣をとることなどないと思っていたのだがな。あるいは、これも運命なのか」

「運命って……」

　レーレは奥歯を噛かんだ。何だよ、それ。わけがわからない。

「おれの父さんって、どんな人？」

「君はレーレ・ビューレとして生きていったほうがいい」

「レーレ・イジュールって名乗ってるんだ。おれはもう、あの家には戻れないし」

「そうか。レーレ・イジュール」

　カルヴァンはどこか遠くを見て微笑ほほえんだ。

「君の父上のことについては、いつか話そう。今はまだそのときではない」

「なんで今はだめなの？」

「君がその手に剣を握ったからだ」

　カルヴァンは椅い子すから立ちあがった。話は終わり、ということか。もし食い下がっても、きっと無駄だ。ギューヌ・カルヴァン。聖騎士にしてはいい人そうだ。でも、こうと決めたら、絶対に曲げない。そういう強さを感じる。レーレも立ちあがった。

　カルヴァンはレーレの肩に手を置いた。

「死ぬなよ、レーレ。君はまだ若い。若すぎるほどに。長く生きなければ、見えてこないものもあるのだ」

「カルヴァンさんも」

　レーレはなんとか笑おうとしてみた。うまくできたかどうかは、わからない。

「え、と……あなたに主の加護をエクト・レム・エルウ」

「君に主の加護をエクト・レム・エルウ」

　カルヴァンが笑うと、目め尻じりに皺しわがたくさんできた。

「あと三日はここにいる。いつでも訪ねてきなさい」



　　　



　その昔、宿の裏手の岩場につめたい水が湧わきでていた。それで「石いわ清水しみず亭てい」と名づけられたらしい。今はもう涸かれている。だいぶ増築や改築を重ねたらしい建物は、見映えはしないけれど、妙に頑丈そうだ。

　ユユたちはその石清水亭で小さな二人部屋を二つとり、一つは男部屋、もう一つは女部屋として使うことにした。

　ユユたち？

　違う。

　何か決めるのは、ヨナハンかセルジュだ。ユユとレーレは、ようするに二人の言いなりになっている。おもしろくないけれど、しょうがない。逆らうことはできない。レーレはきっと、セルジュに何か弱みを握られている。その弱みとは、たぶん、ユユに関することだ。レーレはセルジュに脅されて、従卒になった。契約を結んでしまった。その契約書を、見せてもらったのではない。セルジュはユユに見せびらかしたのだ。

　ユユは寝台に身体からだを横たえた。

　そのうちセルジュが帰ってくるだろう。夜はこの狭い部屋でセルジュと二人きりになるのだ。

　上半身を起こして、しばらくの間、天井を見上げていた。

　窓の板戸は開けてある。

　ユユは寝台から離れて窓枠に肘ひじをついた。

　この窓は東向きだ。窓から身を乗りだして北のほうを見た。小山の上に黒っぽい城が建っている。城の向こうは崖がけのはずだ。小山の麓ふもとにいくつもの塔を備えた大きな建物がある。あれがシトリ聖堂で、その近くにある白い館やかたは、ここからは見えない。

　ユユは胸元をさわった。

　少し汗ばんでいた。

「夏は、嫌い」

　すぐそこの道を、年老いた女が杖つえをついて歩いている。

　二人の小さな男の子が、老女のそばを笑いながら駆け抜けていった。

　ユユは顔を伏せて、自分の腕に押しつけた。

「冬も、嫌い」

　床に座りこみ、うつむいて膝ひざを抱えた。

「何、してるのかしら」

　ため息をついた。

　部屋は静かだ。

「どうすればいいの」

　ここにはユユしかいない。

　一人きりだ。

　下唇の端を噛かんでみた。

　すぐにやめた。

　ユユは顔を上げた。首をのばして、上半身をのけぞらせると、後頭部が壁にぶつかった。何度か、軽く打ちつけた。

　そのたびに、鈍い音がした。



    

  
    
      
第２話　【雲の行方とよどんだ闇】





　ヨナハン・クロムスティードは、白い館やかたの玄関前に膝ひざを折って座ったまま、身じろぎ一つしない。

　ずっとだ。ハイデンに着いた昨日の夕方から、今、また間もなく日が暮れようとしているので、ほとんど丸一日、ということになる。

　レーレとセルジュは、昨夜、さすがに一度、宿に戻った。そのうちヨナハンもあきらめて戻ってくるだろう。そう思っていたのだけれど、寝て、起きても、帰ってきた様子はなかった。宿を出て、白い館にきてみたら、ヨナハンは前の日と同じ場所にいた。頑固というか、しつこいというか、しぶといというか、なんというか。

「……あいつ、何のつもりなのかな」

　レーレとセルジュは、１ゲイン（約20ｍ）くらい離れた場所からヨナハンを見守っている。放ほうってはおけないが、仲間だと思われたくはない。そうはいっても、セルジュとヨナハンは星の鎖の平服を着ている。どう見ても同類だけれど、近くにいたくない気持ちはレーレにもちょっと理解できる。

「自分でもよくわかっていないんじゃないのか」

　セルジュは腕組みをし、建物の外壁にもたれかかって、右足に体重をかけたり、左足に体重をかけたり、足踏みをしたりしている。だいぶ疲れているようで、レーレがぞんざいな口をきいても注意しない。

「何をしたいのか。どうするべきなのか」

「目的は、アラベラを取り返すことなんじゃないの」

「アラベラさまは――」

　セルジュは首を振った。

「アラベラ・リデルは、自分の意志で魔女になったんだ。取り返すも何もない。そんなことは不可能だ」

「じゃあ、何をしても無駄だってこと？」

「無駄だと納得するためには、時間が必要だろうな」

「あんたはそれまでつきあうつもりなんだ」

「レーレ」

　セルジュは目を細めて、いきなりレーレの胸倉をつかんだ。

「あたしはおまえの主人だぞ。あんた呼ばわりは許さん」

　少し調子に乗りすぎたようだ。でも、レーレだって、身体からだはそうでもないけれど、心がくたびれている。当然、セルジュのせいだ。

「なんて呼べばいいんだよ」

「自分で考えろ」

「セルジュ」

「ふざけているのか？」

「セルジュ……さん」

「わかった」

　セルジュは手に力をこめて、唇を舐なめた。

「おまえはあたしを見くびっているんだな」

「そんなこと――」

「ない、か？　だったら、態度で示せ」

「態度」

「そうだ」

　セルジュはぐっと顔を近づけてきた。もう少しで鼻と鼻がふれてしまう。噛かみついてきそうだ。実際、セルジュはそうするだろう。いや、噛むくらいではすまない。これ以上、反抗的な態度をとったら、きっとユユの身に危険が及ぶ。レーレは顔をそむけた。

「セルジュ……さま」

「それでいい」

　セルジュは低く喉のどを鳴らして笑い、レーレを突き放した。

　レーレは首のあたりを掻かきむしりながらヨナハンの様子をうかがった。ヨナハンはちゃんと言わないけれど、ようするに雨雲の作戦に参加したい。そのために座りこみをしているのだろう。

　納得するためには、時間が必要、か。

　セルジュはいつまでレーレをこき使うつもりなのだろう。まさか、本当にどちらかが死ぬまで、こんなことをつづけるつもりなのか。

　早くユユを連れて逃げたほうがいいのかもしれない。

　どうしてもセルジュが邪魔なら、いっそ殺してしまえばいいのだ。

　罪を犯したのだな、とカルヴァンに言われた。

　そうだ。おれは殺した。いっぱい殺した。本当はわかってる。あれはよくないことだ。だから、あのときのことを思い返すと、気持ち悪い。でも、ユユは許してくれた。

　セルジュを殺したって、それがユユのためなら、大丈夫だ。ユユはまた許してくれる。ユユが、いい、と言ってくれるなら、かまわない。なんだかどろどろしたものが胸の中を満たして、あふれてきそうで、どうにかしてほしい。どうにもならなくたって、いい。我慢できる。こんなの、いつか気にならなくなる。思えば、ユユの家で家畜の命を絶ったときだって、似たような気分になった。だんだん慣れた。おかげで、おれはきっと敵を殺せたんだ。たぶん、それだけだ。

　人間は、でも、手にかけたことがない。

　セルジュは人間だ。

　殺やれるだろうか。

　レーレはヨナハンを見ている。考えているのはセルジュのことだ。殺せるか。そのときがきたら、絶好の機会が訪れたら、迷わずに息の根を止める。できるだろうか。どこで、どういうときに、どんなふうに殺すのか。なぜか、その場面がまったく思い浮かばない。考えようとすると、頭の中が真っ白になる。獣だって、怪物だって、魔王だって、魔女だって、人間だって、痛みを感じる。仲間を失えば悲しむ。変わらない。一緒じゃないか。セルジュはいざとなったらユユを告発する。敵だ。敵は始末すればいい。聖騎士もやっていることだ。たとえそれが罪でも、そうしなきゃならないなら、やるしかない。だから、ギューヌ・カルヴァンだって戦っているのだ。

　白い館やかたから誰だれか出てきた。

　雨雲の平服を着ている。聖騎士だ。髪は茶色で、目は青い。レーレよりはいくらか上背がありそうだけれど、大柄とはとても言えない。ひょっとしたら、レーレと同年配か。そんなに若い騎士はいないだろう。童顔で、実年齢よりも若く見えるのかもしれない。

　若い聖騎士はヨナハンに歩みよっていった。何か声をかけている。ヨナハンは急に立ちあがった。

「少々お待ちいただきたい！」

　ヨナハンの声は大きいので、はっきりと聞こえた。若い騎士がうなずくと、ヨナハンはこっちめがけて駆けてきた。

「セルジュ！　レーレ！　きてくれ！　カルヴァン隊長がお呼びとのことだ……！」

　レーレはセルジュと顔を見あわせた。



　　　



　話さないといけないことがある。

　ちゃんと説明しないといけないことが。

　レーレは息を切らして薄暗いハイデンの街を闇やみ雲くもに駆けまわっていた。

　いなかったのだ。カルヴァンに呼ばれて話をした。宿に帰ったら、いなかった。姿が見あたらなくて、宿の亭主に訊きいても、わからない、とのことだった。荷物はあった。でも、いなかった。一人でどこかへ行ってしまったのだ。ヨナハンもセルジュも、そのうち戻ってくるだろう、と言ってとりあってくれなかった。そうかもしれない。そうじゃないかもしれない。保証はない。宿の近くにはいなかった。知らない街だ。あてなんかない。だからといって、じっとしてはいられない。

　どこだろう。いったいどこへ行ったのか。どこにいるのか。

　人が集まる場所はどうだろう。東のほうに市場があった。夕暮れどきということで、人通りはまばらだった。いなかった。

　シトリ聖堂や、白い館、それから正門のほうにも行ってみた。無駄骨だった。

　ユユ。

　なんでいなくなっちゃったんだよ、ユユ。

　セルジュの従卒になってから、ゆっくり話をしていない。アシュロンを出てからは、ほとんど口をきいていない、と言ってもいいだろう。雨雲の隊長がギューヌ・カルヴァンだったということさえ教えていないのだ。レーレはセルジュに付き従わないといけない。宿ではユユとセルジュが相部屋だ。話なんてできない。ただ、ユユは元気がなかった。顔色がよくなかった。セルジュに声をかけられて、返す笑顔が少し引きつっていた。

　逃げだしたのだろうか。

　一人で？

　まさか。

　そんなことはしない、と思う。たぶん。だいたい、それなら、自分の荷物くらい持ってゆくだろう。

　汗が目に入って、痛い。

　レーレは手の甲で額をぬぐった。

　もう日が落ちてしまう。

　そうだ。高い場所。高いところから、街を見渡して、それで、ユユを捜す？　無理だ。いくらなんでも、レーレの目はそこまでよくない。鳥じゃあるまいし。かといって、他に妙案があるわけでもない。

　レーレは中なか丘おか町ちようの細く曲がりくねった坂道を登っていった。

　ハイデンの真ん中あたりにある丘は、フーカー城が建っている北の小山ほどではないけれど、けっこう高い。丘の斜面には雑多な、どちらかと言えば粗末な建物が建ち並んでいる。わりあい貧しい人たちの住まいなのだろう。きっと、昔、ここは手つかずの盛りあがった岩場だった。防壁に囲われた市内の土地が足りなくなってきて、建物が建てられはじめたのだ。

　坂道は、登れば登るほど勾こう配ばいが急になった。

　だんだん建物が少なくなってきた。

　ついにはなくなった。

　あと１ゲイン（約20ｍ）ばかりも登れば頂上だ。

　レーレは足を速めた。

　もうだいぶ暗いけれど、はっきりと見えた。

　誰だれかいる。

　座っている。

　レーレは岩を蹴けった。

「ユユ……！」

　こっちを見た。

　返事はない。

　丘のてっぺんまでたどりつくには、岩のでっぱりを手がかりにして、這はいあがる必要があった。ユユもこんなことをしたのか。それとも、別の道があるのだろうか。

「ユユ！」

　駆けよっていって、ぎょっとした。

　丘の上には、なんと大きな縦穴があった。

　底なんて見えない。かなり深い穴だ。

　ユユはその縁に腰かけていた。

　穴の中へと両足を投げだしている。

「危ないよ」

　レーレの声が震えた。

　もっと近づきたいのに、足を前に進めることができない。

　これ以上、距離を縮めたら、ユユが穴に身を投げてしまうのではないか。そんなわけがない。でも、そんな気がする。

「落ちたりしないわ」

　ユユは穴に目を落として、足をぶらぶらさせた。だめだ。レーレは叫びそうになった。頼むから、ユユ、そこから離れて。胸が痛い。膝ひざから力が抜けて、しゃがみこんでしまいそうだ。

　レーレは深呼吸をした。いいよ。じゃあ、おれがそこに行くから。もしユユが穴に身を投げようとしても、おれがつかまえるから。

　少し足あし許もとがおぼつかなかったけれど、なんとか大丈夫だった。レーレはユユの隣に腰を下ろした。高い場所は平気なはずなのに、今は怖くて仕方ない。ユユがいるからだ。

「ユユ」

「何？」

「あの……」

　レーレは口ごもった。言わないといけないことはたくさんあるのに、いざ二人きりになると、何から話せばいいかわからない。

「あ、雨雲の――あ、雨雲は、ここにいる魔女討伐隊の名前なんだけど」

「知っているわよ。もともと雨雲を追いかけて、この街まできたんでしょう」

「そうだっけ」

「そうよ」

「ええと、で、その雨雲の隊長が、カルヴァンさんだったんだ」

「カルヴァン……？」

　ユユはようやくレーレのほうに顔を向けた。

「あのカルヴァンさん？」

「うん。あのカルヴァンさん」

「聖騎士だったのね」

　ユユは小さく息をついた。びっくりしている様子はない。

「身分が高い人だとは思っていたけど。そう。聖騎士。魔女討伐隊の隊長ということは、かなり偉いんだわ」

「隊長、だしね」

「何か話した？」

「ユユが一緒だってことは、言ってない」

「そう」

「それから、おれの父さんのことを訊きいたんだけど、教えてくれなかった」

「何か事情があるんでしょう」

「あと――」

　ユユも哀れな娘だ。

　カルヴァンの言葉が蘇よみがえった。

　レーレは目を伏せた。

「雨雲の作戦に参加することになったんだ」

「作戦って？」

　ユユはやっぱり驚かない。平然としている。なんだか変だ。

「なんか、魔女の砦とりでを攻めるらしくて。ヨナハンが白い館やかたの前に座りこんで、動かなかったりしたから、カルヴァンさんが折れたみたいで。セルジュもつきあう気みたいだから、おれも行かなきゃいけなくて」

「戦場に出て、戦うのね」

「たぶん」

「仕方ないわ。レーレはセルジュの従卒なんだもの」

　逃げようか。

　セルジュだろうと、ヨナハンだろうと、邪魔するなら、おれがなんとかする。セルジュなんて簡単だ。ヨナハンだって、万全なら厄介だけど、怪け我がをしてる。あの二人の口をふさげば、どうにでもなるんだ。

　言えない。

　おれにはできないかもしれない。セルジュを殺せないかもしれない。ギューヌ・カルヴァン。あの人が余計なことを言うからだ。罪だとか、血で汚よごれるとか。会わなきゃよかった。会いたくて会ったわけじゃない。偶然だ。

　レーレはうなずいた。

「そうだね」

　ユユと見つめあった。

　空は夜に覆いつくされようとしている。

　強い風が吹いて、ユユの髪の毛をなぶった。目に埃ほこりでも入ったのか。

　ユユの顔がゆがんだ。

　崩れそうになった。

　ユユは唇を噛かんでこらえた。

　下を向いた。

「ユユ」

「何よ」

「大丈夫？」

「大丈夫に決まっているじゃない」

　ユユは顔を上げて、すぐに立ちあがった。

「帰りましょう」

「帰るって」

　レーレも立った。

「どこに？」

「宿よ。あたりまえじゃないの」

「うん……」

　レーレがぐずぐずしているうちに、ユユは歩きだした。追いかけて、手をつかんだ。ユユは手を振りほどこうとした。

「放しなさいよ」

「放さない」

「どうして」

「どうしても」

　ユユはレーレを睨にらみつけてきた。

　レーレは目をそらさず、手に力をこめた。

　不意にユユの表情がゆるんだ。

　一瞬、泣きだすのかと思った。違った。

　ユユは微笑ほほえんだ。

「バカなレーレ」



　　　



　古く、深い、深い森の奥おくに、その洞どう窟くつはぽっかりと口をあけていた。

　ヘルガは何年もの間、今は亡き師やムウラのオドロイから指導を受け、魔女になるための修行を積んできた。人前では深窓の令嬢を装っていたが、その実、無の行ぎようと呼ばれる瞑めい想そう、ある感覚を遮断して他の感覚を研ぎ澄ます闇やみの行、蝋ろう燭そくの炎を意のままに操る火の行、無呼吸状態に耐える水の行、そして長い距離を歩く道の行に明け暮れていたといっても過言ではない。洞窟までの道行きは決して苦痛ではなかった。

　ただ、目的地が近づいてくるにつれて、ヘルガは次第に緊張してきた。

　案内役の魔女ヨモジはえらく親しみやすい娘だったから、すぐに打ち解けた。魔王キジタカは極端に寡黙だが、ヨモジへの接し方は、父親のようでも、年の離れた兄のようでもあり、傍はたから見ていて微笑ほほえましかった。

　じつは、師以外の魔女と顔をあわせたのは、ヨモジが初めてだ。もちろん、魔王とも生まれて初めて会った。

　ヨモジはヘルガを気遣ってくれたし、キジタカも信頼できそうだったが、これから向かう砦とりでには他の魔女や魔王もいる。ヨモジが言うには、その中で一番偉い魔女ルチアは、それはもう恐ろしい人で、何があっても絶対に逆らってはいけない。魔女の軍団の指導者、魔女ドラコと並び称されるそうとうな有力者で、実力者でもあるのだという。

「よいですか、ヘルガさん！」

　ヨモジはキジタカの肩の上に座っている。キジタカはかなり背が高いので、ヘルガだけではなく、森の狼おおかみクオードのバルツアや、ゲゼル、その背に乗っているオドロイ、それから、ポルモのロンロも、全員、ヨモジに見下ろされている。

「何回も言っておりますけれども、ルチアさまに楯たて突いてはいけません！　かといって、へつらってもいけません！　堂々と、お胸を張って、訊きかれたことにはちゃーんと答えましょう！　嘘うそなんかついても、見破られちゃいます！　でも、ルチアさまの言うことには従わないといけません！　ルチアさまは、ドラコさまのようにおやさしい方じゃありませんのですわ！　反対意見なんて、ぴしぴしぴしーって退けちゃうのですから！」

「ヨモジ。過言だ」

　キジタカに低い声で短く注意されると、ヨモジは目を見開いて両手で口を押さえた。

「おおっと、いけませんね！　ヨモジとしたことが！　とにかく、ルチアさまはご自分にも仲間にも敵にも厳しい方ですから、よくよく注意なさってくださいましね！　調子に乗って変なこと言っちゃったりしちゃいましたら、どうなっちゃってもヨモジは責任を持ちませんので、悪あしからず！」

「はい」

　ヘルガは胸に手をあててうなずいた。

「心します」

「それでは参りましょう！　キジタカ！　行っちゃってくださいまし！」

　ヨモジを乗せたキジタカが洞どう窟くつの中へと足を踏み入れた。ヘルガもつづこうとしたのだが、バルツアとゲゼルが進もうとしない。白髪白はく髭しの小さな老人といった姿のオドロイが、こりゃっ、とゲゼルの頭を小突いた。ゲゼルはそれでも動かない。見れば、腰が引けているどころか、身体からだ中を小刻みに震わせて、尻尾しつぽを足の間に丸めこんでいる。ゲゼルだけじゃない。バルツアも同じだ。

　怯おびえているのだ。

　ヘルガはポルモのロンロと顔を見あわせた。ロンロも異変を察知しているようだ。でも、それが何かはわからない。不審がって、不安に思っている。つまり、ヘルガと一緒だ。

　ヘルガは洞どう窟くつの闇やみの向こうに目を凝らした。

　見かけは完全に自然にできた洞穴だ。物音も聞こえないし、ここが砦とりでだとは思えない。

　ヨモジが振り返ると、キジタカは足を止めた。

「あらららら？　どうかしちゃいましたか？　ついてこないのですか？」

「いえ……」

　ヘルガはかすかに首を横に振って歩きだそうとした。

　何か聞こえた。

　洞窟の、暗闇の向こうからだ。

　バルツアとゲゼルがかぼそい鳴き声をあげて、あとずさった。

　ヘルガは唾つばをのみこもうとした。だめだ。口の中が乾いている。

　闇の中で何かが光った。

　くる。これは足音か。たぶん、獣の足音だ。

　低い唸うなり声のようなものが聞こえた。ヘルガは座りこんでしまいそうになった。決して大きな声じゃなかった。それでいて、圧倒的な力を感じた。

　間もなく闇から姿を現した四つ足の獣は、全身が銀色にきらめく毛に覆われていて、首筋に立派な鬣たてがみを生やしていた。

　その体たい躯くは巨大だ。頭頂までの高さは、森の狼おおかみクオードの中でも大柄なバルツアを遥はるかにしのぐ。さすがに馬ほどではない。ただ、前肢や後肢、胴や尻しりは馬よりも逞たくましいだろう。大きな顔はどこか猫に似ている。むしろ、東の森や山地に棲すむという豹ひように近いのかもしれない。忍び猫ヤーズという豹たちは魔女の友だとオドロイが言っていた。でも、あんなに大きくて、銀色で、鬣を持ち、そして、人を背に乗せて運ぶ豹なんていないだろう。

　そう。

　銀色の獣は人を乗せていた。

　女だ。

　肌は浅黒くて、髪の毛と瞳ひとみは黄金色に輝いている。

　十七歳のヘルガよりは年上かもしれないが、二十歳はたちにはなっていないだろう。

　目つきが鋭くて、それこそ猫のような印象の女だ。

「ヨモジ。あんたは声が大きすぎる」

「これはこれは、アヤミさん」

　ヨモジはキジタカの肩の上でくすりと笑った。

「わざわざお出迎えしてくださるとは、ご苦労なこったですわ！」

「キジタカがいなきゃ、ガオララに食い殺させるのに」

　ヨモジに、アヤミさん、と呼ばれた女は、銀色の獣から降りてヘルガのほうへと顔を向けた。

「あんた、魔女ヘルガの弟子？」

「あ――」

　ヘルガは慌てて一礼した。

「はい。師から名をいただきました。ヘルガと申します」

「あんたじゃないほうのヘルガは？」

「師は……」

「死んだのか」

　アヤミは顔をしかめてため息をついた。

「そう。ヘルガには一度だけ会ったことがある。いい人だった。魔女としては腰抜けだったけど。残念だね」

　腰抜け呼ばわりするなんて、師を愚ぐ弄ろうするのか。頭に血が上りそうになった。ヘルガは顔を伏せた。

「お言葉ですけれど、アヤミさん」

　ヨモジがやけに大人びた声を出した。



    

  
    
      



    

  
    
      「誰だれにでも自分自身の生き方を選択する権利がありますのよ。ヘルガさんは立派な森の魔女として生き、最期も穏やかに、厳かに逝かれました。侮辱はおよしなさい！」

「口だけは達者だ」

　アヤミは肩をすくめた。

「まあいい。ヘルガは死んで、ヘルガを残した。師の名を汚さないように、せいぜいがんばれ」

「はい」

　ヘルガは顔を上げてアヤミを見すえた。アヤミは眉まゆをひそめて唇の端をゆがめた。どうやら、あれで笑ったつもりらしい。

「あたしはアヤミ。こいつはあたしの相棒、魔王ガオララだ。ルチアに会わせる。ついておいで」

　オドロイから多少は聞かされていた。魔王の姿形はさまざまなのだ。知ってはいたけれど、やはり驚いた。魔王ガオララ。魔王なのだ。あの銀色の獣が。

　一行はアヤミとガオララに導かれて洞どう窟くつの深部を目指した。

　洞窟の魔女砦とりでは、天然の洞穴に手を加えて造られたようだ。入り口から離れるごとに、洞窟というよりも要よう塞さいの様相を呈してきて、忙せわしげに立ち働く地を愛めでる者ブードや、鉄人ダングー、鱗うろこ肌のガガー、黒毛のグーシーらの姿が目につくようになった。バルツアやゲゼルと同じ、森の狼おおかみクオードや、斑まだら狼おおかみのジドネ、それに、奇抜な衣装を身にまとった働き狢むじなスオルピンもいる。なかでも目立つのは、赤い金属で出来た鎧よろい兜かぶとや楯たて、戦せん鎚ついを手入れしているブードたちの姿だ。彼らはだいたい普通のブードよりも体格がよくて、大胆不敵な面構えをしている。ヘルガたちをちらちら見たりすることもない。

「“〝闘鬼”〟イングルードどの率いるイングルード鋼鉄戦隊の皆さんがたですわ」

　ヨモジがそう教えてくれた。

「ドラコさまの片腕、ベンハートどのに引けをとらない、とっても勇敢なブードさんなのですわよ。ちょっと？　けっこう？　かなり、凶暴ですけれども！」

「それにしても、そうとうな数が集まっとるのう……」

　ムウラのオドロイは興味深げだが、同時に心細そうでもある。

「戦争、するんだね」

　ポルモのロンロは、ヘルガにぴったりくっついて離れない。バルツアとオドロイを背に乗せたゲゼルも、ヘルガの両脇わきを固めている。まだガオララが怖いようだが、必死に恐怖と戦いながら、ヘルガを守ろうとしてくれているのだ。

　ヘルガはもう魔女だし、オドロイにしろ、ロンロにしろ、バルツアとゲゼルにしろ、もともと魔女の仲間だ。恐れる必要なんてないはずなのに、皆、それぞれに怯おびえている。

　この砦はえらく殺気立っている。

　ロンロの言うとおりだ。

　きっと戦が近い。彼らはその準備をしているのだ。

　物騒な雰囲気に包まれた洞どう窟くつの最奥の地に、金属で補強された頑丈そうな両開きの扉があった。

　扉の前を固めていた四人のダングーは、アヤミとガオララを見て脇わきへよけた。

　アヤミは子こ鹿じかを思わせる軽快な足どりで扉に近づいてゆき、一気に引き開けた。

「ルチア。ヨモジがヘルガを連れて戻った」

　扉の向こうは、壁も床も平らに削られていて、天井の高い部屋だった。

　いくつもの背の高い燭しよく台だいが、入り口付近から部屋の奥めがけて、まっすぐ二列に並べられている。

　その果てに壇だんが設けられていた。

　ヘルガは息をのんだ。どこかで見たことがある。そうか。教会だ。ほとんど共通点はないのだが、どことなく似ている。この部屋に流れる空気は厳かなのだ。サイオンは絢けん爛らん豪ごう華かな装飾さえも巧みに利用して厳粛さを演出する。ただ、この部屋には飾りらしきものは何もない。女が一人と、まるで人間の貴族のような服を着た細身のポルモと、緑色の甲かつ冑ちゆうを身にまとった巨人がいるだけだ。

　ただ、その女はある意味、金銀をちりばめた神像よりも立派な彩りかもしれない。

　最初はわからなかったが、よく見れば、女が身にまとっている衣はサイオンの尼僧服に少し似ている。もっとも、胸元が開いていて、スカートの真ん中に切れ込みが入っている尼僧服なんてあるわけがない。しかも、黒や灰色ではなくて、緋ひ色いろだ。

　女は目をつぶっている。

　静かに瞳ひとみを閉じている女は、まるで全身を血に浸しても怯ひるまない聖女のようだ。

　魔女なのに。

「ルチアさま」

　ヨモジはキジタカの肩の上から飛び降りようとした。その前に、キジタカがしゃがんで身を屈かがめた。ヨモジは床に降りて、聖女のごとき魔女の前に進みでた。

「ヨモジ、ただいま戻りましたのですわ。しかしながら、残念無念なことに、ヘルガさんが命を落としてしまわれました」

「さようですか」

　聖女のごとき魔女ルチアはゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　瞳は闇やみのような黒だった。

　その顔立ちも、身体からだつきも、かぎりなく完かん璧ぺきに近いが、ルチアを見て劣情を催す男はめったにいまい。

　聖女のごとき魔女は、いながらにして、何もかもを拒んでいる。

「森の魔女として一生を終えるには惜しい方でしたが、ご本人がそれを望まれて貫かれたのであれば、わたくしめが申しあげることは何もございません」

　ヘルガは下を向むいて唇を噛かんだ。師はいる。ここに。わたしの中に息づいている。ヘルガの名を汚すわけにはゆかない。そっと息を吐くと、腹が据わった。ヘルガは胸を張って歩いてゆき、ヨモジの隣で礼をした。

「お初にお目にかかります、ルチアさま。わたしはヘルガと申します」

「初めまして、ヘルガさん。ご存じのようですが、わたくしめはルチアと申します」

　ルチアは軽く目礼した。魔女の間に定められた礼儀はない。それにもかかわらず、ヘルガは冷や汗をかいていた。自分の態度は礼を失していなかっただろうか。

「師の名を受け継がれたのですね」

　ルチアのえもいわれぬ威圧感がそう思わせるのだ。ルチアから目を離すことができない。ヘルガの目も、耳も、ルチアに集中している。その一挙手一投足をうかがっていないと安心できない。おかげで、まったく気づかなかった。

　ヘルガのすぐ脇わきを誰だれかが駆け抜けていった。

「ナンナ……！」

　ロンロだ。止めようとしたのだが、手遅れだった。ロンロはあっという間に檀だんのそばまで駆けていった。

「ナンナ！　久しぶりだねえ！　ナンナ！」

「相変わらずうるさいやつだな、ロンロ」

　ルチアの傍らにいる貴族のような赤い服を着たポルモが顔をしかめた。ポルモにしてはほっそりしていて、人間の子供のようだが、やけにつんとすましている。陽気で無邪気なポルモらしくない。名前も似ているので、もしやロンロの兄弟なのか。

「あのね、ナンナ、ランラを知ってる人間がいたんだよ！　ランラのこと、覚えてる？　もちろん覚えてるよね！」

「覚えてない」

「なんでさ！　だって、ナンナはぼくやランラの妹じゃないか！」

「それが何だ。ただ同じ親から生まれたというだけの話だろう。知ったことか」

「やっぱり覚えてるんだね！　ナンナ！　久しぶりだなあ！　あとで踊ろうよ！」

「踊るかっ！　ええい、本当にうるさい！　邪魔だ！　下がれ！」

　ナンナは壇上でロンロを蹴ける真ま似ねをした。あくまで真似だけだ。実際に蹴ったりはしなかったが、ロンロは楽しそうに笑いながら飛びさがった。

「お元気なことですね」

　ルチアは目を細めて口くち許もとをゆるめた。それでいて、笑顔には見えなかった。声もつめたかった。ロンロは慌てて頭を下げた。

「あっ！　ご、ごめんなさい……！　ぼ、ぼく、しばらくぶりにナンナに会えて、それで、つい……」

「よいのです。ナンナ、あとでお兄さまとゆっくり久きゆう闊かつを叙じよするとよいでしょう」

「いりませんよ、そんなの。ロンロと話すことなんて、べつにないんだ」

「ナンナ……」

「そういう哀れっぽい目でぼくを見るな！　おまえのそういうところが嫌いなんだ！」

「ごめん、ナンナ。気をつけるよ……」

　ロンロはしょんぼりと肩を落として引き返してきた。かわいそうに。ヘルガはロンロの頭を撫なでてあげた。ロンロは、大丈夫、というふうにうなずいてみせたが、再会した妹にあんな仕打ちを受けたのだ。やさしいロンロの性格からして、大丈夫なわけがない。

　しかし、妹、か。

　人間と同じように、ポルモにも性別がある。ただ、見た目で区別するのは難しい。男らしい振る舞い、女らしい振る舞い、というものも、とくにないようだ。そう聞かされてはいたのだが、ヘルガはロンロとキュムしかポルモを知らなかった。二人とも男の子だから、女性のポルモと会ったのはナンナが初めてなのだ。

「さて――」

　ルチアは左手をのばしてナンナの頭の上に置いた。

　ナンナはちょっと首をすくめたが、いやがっているわけではなさそうだ。

　あの聖女のごとき魔女も、やはりポルモはかわいいのか。

「ヘルガさん。それで、あなたはどうするおつもりなのです」

　ほんの少しだけ気が抜けていた。すぐにまた張りつめた。ルチアの視線はヘルガの身も心も簡単に凍いてつかせてしまう。正面から見返すだけで精一杯だ。

「師と同じ道を歩まれるのですか。なれば、ヘルガさん、あなたがここにいる意味はありません。今すぐ立ち去りなさい」

「わたしは――」

　ヘルガの脳裏に師の死に顔が浮かんだ。師は安らかに逝った。師らしい最期だった。ヘルガは師を誇りに思う。その一生を。だが、師の命は奪われたのだ。

　ヨナハン・クロムスティード。

　あなたが師を殺した。

「わたしは戦いを求めます、ルチアさま」

「その手を血で染める覚悟はおありですか」

「この身を血の湖に沈める覚悟です」

「心に剣を持つだけでは敵を討つことはできませんよ、ヘルガさん」

　ルチアは満面に笑みをたたえた。

　きっとこの魔女は、あんなふうに美しく笑いながら、躊ちゆう躇ちよなく敵を殺すのだ。

「その手を刃やいばとするのです。力を磨きなさい」

　わたしもそうなる。

　恐れも、ためらいも捨てて、戦って、戦って、敵を滅ぼす。

　ヨナハン。

　あなたの心臓に、わたしは憎しみの剣を突き立てる。

「はい、ルチアさま」

「わたくしめのことは、どうかルチアとお呼びください」

「それでは、僭せん越えつながらルチアさんと呼ばせていただきます」

「さようですか。よろしいでしょう。――バルバロ」

　ルチアは緑色の甲かつ冑ちゆうを身にまとった巨人を振り返った。

　巨人は屈かがんで壁に立てかけてあった剣を鞘さやごと手にとり、じつにゆったりとした動作で壇だんから降りた。

　ヘルガはあとずさってしまいそうになった。何だろう。すごい臭気だ。巨人が近づいてくるに従って、鼻が曲がるような、嘔おう吐とを催すような臭においがどんどん強まってゆく。眩暈めまいがする。涙が出そうだ。これに似た臭いを一度だけ嗅かいだことがある。深夜、森で道の行をしていた。最初、木の根もとで獣が寝ているのかと思った。違った。それは牡お鹿じかの亡なき骸がらだった。たいていの魔女は野生の獣を葬らない。大いなる命の流れに思いを致して、そのままにしておく。ヘルガもそうした。そのときにあの臭いを嗅いだ。

　これは腐臭だ。

　巨人はもうヘルガの眼前にいる。

　目に滲しみるほどの異臭だ。

　ヘルガは、だが、その場から動かなかった。息を止めることもせず、眉まゆ一つ動かすまいとした。

　巨人が剣を差しだしてきた。

　緑色の甲冑は巨人の全身を余すところなく覆っている。ただ、兜かぶとの目の部分には穴があいていて、濁った眼球が見えた。

　ヘルガは臆おくさずに剣を受けとった。

　巨人はかすかにうなずくと、やはり悠然と踵きびすを返して、壇上へと戻っていった。

「ありがとうございます、バルバロ」

　ルチアはうやうやしくバルバロの手をとり、その指に口づけをした。バルバロは低く唸うなって、何か答えたのかもしれない。ルチアは名残惜しそうにバルバロの手を離した。

「ヘルガさん」

「はい」

　ヘルガは剣を抱いた。

　ルチアはヘルガに向きなおり、胸の前で両手を組みあわせた。

「間もなく戦いが始まります。あなたがそれを望むのならば、戦いなさい。一片の骨となっても戦いなさい。血の一滴となるまで戦いなさい。案ずることはありません。たとえ戦場の露と消えようとも、大いなる流れの中に還かえるだけのことです。あなたの師もまた、そこにいるでしょう。あなたも、わたくしめも、必ずそこへたどりつくのです。ですから今は、生ある者たちのために戦いなさい。そのときがくるまで、ひたすら戦うのです。考える必要はありません。戦うのです。思う必要もありません。戦うのです。感じている場合ではありません。戦うのです。休む間もなく戦うのです。すべてを捧ささげて戦うのです。勝利のために戦うのです。敗やぶれ去っても戦うのです。戦うのです！　戦うのです……！」

　血の聖女は目をつぶってうっとりと笑った。

「我々はサイオンを殲せん滅めつします」



　　　



　レーレたちは――正確には、ヨナハンとセルジュで、レーレはおまけのようなものだけれど、聖騎士団魔女討伐隊雨雲の馬うま廻まわり組ぐみに加えられることになった。



    

  
    
      



    

  
    
      　馬うま廻まわり組ぐみの役目は、その名のとおり、隊長の騎馬から離れずに護衛することらしい。レーレだけが徒歩でついてゆくわけにもいかないので、カルヴァンが軍馬を貸してくれるようだ。鎧よろいなども、雨雲の制式装備でよければ使っていい、と言ってくれた。ヨナハンとセルジュは借りることにしたみたいだが、レーレは剣だけ受けとって、あとは断った。主人もいるし、騎士でもないのに、騎士の恰かつ好こうはできない。カルヴァンにはそう説明した。本当は嘘うそだ。正直、レーレにはどうしても理解できない。騎士でも従士でも、なんであんなに重いものを着て戦うのか。裸で戦っても、苛いら々いらするほどこの身体からだはとろくさいのだ。レーレだけじゃない。魔王は別としても、みんなとてつもなくのろい。これ以上重くしたら、もっと動けなくなる。戦場でぼんやり突っ立っていないといけないのなら、金属の装甲で急所を守っておいたほうが安心だろう。でも、そうじゃない。動いて、よければいいのだ。そのためには、できるだけ身軽なほうがいい。

　レーレは寝台の上に並べた革かわ鞄かばんや保存食、水筒、肌着や布きれ、砥と石いし、火打石と火打金、縄、蝋ろう燭そくを一つ一つ手にとって、もとの場所に戻した。

　馬の鞍くらに装着できる革鞄と保存食は、白い館やかたからの帰り際に雨雲のファビアン・マルトーという騎士がくれた。ヨナハンを呼びにきたあの若い騎士だ。どうやら、カルヴァンの遠縁にあたるようで、よく使い走りを頼まれるらしい。

　レーレは保存食の包みを開けてみた。包みの中には、だいたい２ディル（約６cm）四方で、厚みは１リルン（約１cm）もないだろう、茶色くて四角い物体が二十枚以上入っていた。なんでも、ビュスケ、というらしい。

　試しに一つかじってみると、かなり硬くて、もそもそする。噛かんで、噛んで、噛んでいるうちに、甘さが感じられるようになってきた。うまいというほどのものじゃないけれど、まずくはない。腹持ちもよさそうだ。このビュスケと水さえあれば、しばらく生きのびられるだろう。

　レーレは保存食を包みなおし、革鞄に次々と荷物をつめていった。

　終わって、革鞄を寝台の下に押しこむと、あとは何もやることがなかった。

　寝台に腰かけて壁を眺めていた。

　窓の板戸は開け放ったままだけれど、外はもう薄暗い。燭しよく台だいに火をともしたほうがいいだろうか。

　ふとそう思っただけだ。レーレは何もしなかった。

　隣の部屋の扉が開いた。

　足音がする。すぐに止まった。この部屋の前だ。

　誰だれかが扉を開けた。

　その誰かは無言で部屋に入ってきて、レーレの隣に腰を下ろした。

　いやな距離だ。

　遠くはない。手をのばせば届く。

　手をのばさないと、互いの身体からだがふれあうことはない。

　ユユはこっちを見ない。

「ヨナハンは？」

「さあ」

　レーレはそっと息を吐いた。

「酒でも買いに行ったんじゃないかな。わからないけど。たぶん」

「そう」

　ユユは目を伏せている。床でも見ているのだろう。

　どうでもいいじゃないか。ヨナハンのことなんて、どうだっていい。他ほかに何か話すことはないのだろうか。あるはずだ。なければ、部屋にきたりしないだろう。あるなら言ってほしい。何でもいい。どんなことでもいい。レーレは奥歯を噛かみあわせて、首を回した。黙っているのがつらい。一人なら、何日でも喋しやべらないでいられるのに。ユユが隣にいるのに、なんで二人して、こんなふうに黙りこくっていないといけないのか。

「セルジュは？」

　訊きいてから、なんとなく後悔した。

　ユユはこっちに顔を向けた。

「レーレのご主人様でしょう」

　細い眉まゆがひそめられている。睨にらんでいるのか。それにしては、目に力がない。

「部屋にいるわ。自分で確かめてきたら？」

「ごめん」

「どうして謝るのよ」

「だって、ユユ、怒ってるから」

「怒ってなんかいないわ」

「でも」

「でも、何？」

「……なんでもないよ」

「ごめんなさい」

　ユユはうつむいて唇を噛んだ。

「今のはわたしが悪かったわ。レーレがセルジュのことなんか訊くから」

「じゃあ、やっぱりおれのせいだよ」

「違うの」

「何が違うの？」

「そうじゃなくて……」

　ユユはため息をついて首を左右に振った。

「教えてもらおうとしたの。どんな作戦なのか。どこで、誰だれと戦うのか。セルジュに頼んだのよ。そうしたら、部外者には話せないって。申し訳ないって、頭まで下げられたわ。あの人、笑いながらわたしの肩を抱いて、背中をさすったのよ」

　レーレを従卒にしてからも、セルジュのユユへの接し方は変わらない。それどころか、以前にも増して、あれこれ気遣ったり、べたべたしたりするようになった。もちろん、わざとだろう。レーレでもわかるくらいだ。ユユだって察しているに違いない。

　どういうつもりなのか。そんなことをして楽しいのか。何か得でもあるのか。とにかく、セルジュはユユにいやがらせをしているのだ。ユユを苦しめようとしている。

「おれもよく知らないんだ」

　レーレは自分の膝ひざをぎゅっとつかんだ。

「カルヴァンさんがいろいろ話してたんだけど、おれは、なんていうか……」

　すぐに嘘うそをつこうとした自分自身を恨んだ。レーレは口がうまくない。無理に決まっている。

　本当は口止めされているのだ。なんでも、人間は後手後手に回っているのだという。魔女に攻撃されて、逆襲する。そういう形の戦いしかできていない。今回は違う。監視していた古い魔女の砦とりでに、魔女の手下たちが集まっている。先手をとって、攻められる前に攻める、ということらしい。成功すれば、戦略の転換点になりうる。カルヴァンがそんなことを言っていた。ようするに、重大な作戦なので、口外無用ということだ。

　それがどうした。知ったことじゃない。

　だいたい、相手はユユだ。他ほかにもらすわけがない。話したって大丈夫だ。セルジュにばれたら？　平気だ。ユユのことだから、うまく隠してくれるだろう。でも、大きな作戦らしい。本格的な戦争だ。くわしく話したら、ユユを心配させてしまうかもしれない。話さなくたって同じか。

　ユユはレーレをじっと見つめている。だめだ。いつまでも黙っていたら、あやしまれる。何を？　何が……？　もうよくわからない。

「どうでもいいっていうか。おれはどうせ、言われたとおりにやるだけだし」

「何も知らずに戦うつもりなの？」

「セルジュに雇われてるから」

「言いなりなのね」

　ユユは痛みでも感じたように顔をしかめた。

「レーレを責めているわけじゃないわ。勘違いしないで」

「うん」

　レーレは何か言いたかった。焦れば焦るほど何も思い浮かばない。

　ユユは疲れたような表情で少しだけ笑った。

「明日は暗いうちに発たつんでしょう」

「もうすぐ白い館やかたに行かないといけないんだ」

「そう」

　ユユは一瞬、口くち許もとを引きつらせた。

「そうだったのね。知らなかったわ」

「一人にしちゃうけど」

「平気よ」

「そっか」

　すぐに会話が途切れてしまう。

　レーレはこれから戦争をしに行くのだ。その前に話したいこと、話しておくべきことがきっとある。ないわけがない。

「ちゃんと戻ってくるよ」

「あたりまえでしょう」

　ユユはレーレに向かって手をのばした。

　その手は、でも、レーレの腕に触れることなく引っこめられた。

「……無事に帰ってこなかったら、一生許さないんだから」

　ユユの視線が揺れた。

　顎あごが震えた。

　ユユは息を吸いこんで、下を向いた。

　最初からこうすればよかったんだ。

　レーレはユユを抱きすくめた。

　ユユはあらがわなかった。今だってレーレの腕から逃れようとしない。

　胸が早鐘を打っている。ユユの心臓も暴れはじめた。レーレはユユの鼓動を感じた。

　ユユはレーレの肩に顔を押しつけた。

「絶対に帰ってきて」

　脇わき腹ばらのあたりをユユの手がつかんだ。

　声なんてとても出せなかった。レーレはうなずくことしかできなかった。



　　　



　この身は葉の一枚である。

　木である。土である。

　地中の虫である。そよぐ風である。



    

  
    
      



    

  
    
      　この身はそのどれでもあり、我は我としてそこにあらずとも、ただここにある。

　無の果ての全に至る瞑めい想そうが不意に乱れた。

　ドラコは目を開けた。途端に森の片隅で大地に腰を下ろして結けつ跏か趺ふ坐ざしている自分自身の肉体が意識された。

　すぐそばの土中から、ほとんど音も立てずに魔王がせりあがってきた。

　グルブブはゆっくりと首を回し、不愉快そうに唇をゆがめた。

「招かれざる客がきたようだぞ、ドラコ」

「そのようですわね」

　ドラコはあたりを見まわした。あそこか。

　闇やみがよどんでいる。

　グルブブもとうに気づいているようだ。よどんだ闇に向かって歩いてゆこうとした。

「およしなさい、グルブブ」

「ああ……？」

　グルブブは振り返って首を傾けた。

　よどんで凝り固まっていた闇がほどけた。

「やあ」

　相変わらず奇矯な装束を身にまとい、風変わりな帽子を被かぶっている。

　それよりも、今の今まで男を覆い隠していたあの闇やみの正体は何なのか。

　やはり。

　まさか。

　両方の思いがドラコの思念を揺らがせる。未熟なり、とムウラの長老クダラキならばドラコを叱しかりつけるだろう。かつて魔女エンデの参謀を務め、その血を引く女ラミを二代目のエンデに仕立てあげ、そしてドラコとグルブブを契約させたクダラキは、だが、長命のムウラの中でも例を見ない高齢で、一日の、否、一年の大半を、本人曰いわく死者よりも深く眠って過ごしている。たまに目を覚ませば、いまだ曇りのない慧けい眼がんを発揮してみせるが、その生命は間もなく尽きるだろう。

「どうやら、お邪魔してしまったようですね、ドラコ。申し訳ありません」

　クダラキであれば、あるいは、この男の目もく論ろ見みを見破ることができるかもしれない。あの闇の正体を、直接知っているかもしれない。

　次にクダラキが眠りから覚めることがあれば、自身の考えを話して意見を求めよう。

　その機会は、しかし、おそらく巡ってこない。

　クダラキはこの戦いの結末を見届けることなく、命を使い果たすだろう。

「何の用です、ハイジロ。いずれにせよ、このような場所までいらっしゃるとは、よほどお暇なようですわね」

「お陰様で、こう見えてなかなか多忙なのですよ」

　ハイジロは大仰に肩をすくめ、片目をつぶってみせた。

「ですが、ドラコ、あなたにお会いしたくて」

「そうですか。それでは、あなたの願いは叶かないましたのね。けっこうなことですわ」

「ドラコ」

　グルブブは６ソールと４ディル（約１・92ｍ）ほどもある長身を風に吹かれた樹木のようにざわざわと揺らした。

「忠告しといてやる。そいつはさっさと殺しちまえ。早々に始末しとかないと、必ず後悔することになるぞ」

「これはこれは」

　ハイジロは帽子を押さえて低く笑った。

「魔王グルブブにそう言われると、かなりおっかないですね」

「オレに命じろ、ドラコ。そうすりゃあ、今すぐそいつの息の根を止めてやる。このオレが言うんだ。間違いない。それが最善だ。そう――思いだしたぞ。そいつによく似た匂においのする男を、オレは知ってる」

　グルブブは歯を剥むいて、呪のろわしい名を吐き捨てた。

「ルルケだ」

「僕が？」

　ハイジロは眼鏡の向こうの目を見開いて、自分の胸に手をあてた。

「あのルルケに、ですか？　ずいぶん大物だ。それはむしろ、光栄ですね」

「ドラコ、命じろ。オレがそいつを黙らせてやる」

「下がりなさい、グルブブ」

「オレを信じないのか」

「わたくしは下がりなさいと言っているのですよ。聞こえないのですか」

「莫ば迦かめ」

　グルブブは舌打ちをして地面に引っこんだ。

「助かりましたよ」

　ハイジロはわざとらしくため息をついてみせた。

「命拾いをしました」

「気の早いことですわね」

　ドラコは微笑ほほえんだ。

「グルブブがわたくしのそばを離れることはありませんわ。それはそう、片時とも。わかっていらっしゃるでしょう。あなたの命は今もわたくしの手の中にあります。それはもう、完全に」

「もちろん、承知していますよ、ドラコ」

「何の用ですの」

「この作戦は――」

　ハイジロは悠然と歩いてきて、ドラコの１バーレ（約５ｍ）手前で足を止め、片かた膝ひざを立てて地面に座った。

「ルチアが立案したものですね」

「それがどうかしたのですか」

「あれ。驚かないのですか。なぜ僕がそんなことを知っているのか、不思議ではありませんか。そもそも、どうして僕はあなたの居場所を知っているのでしょうね」

「あなたの耳が早いのはいつものことでしょう」

「こうは思いませんか、ドラコ。僕の耳は早いだけではありません。じつは、たくさんあるのです。ルチアは――」

　ハイジロは眼鏡を外して、上着のポケットに入れた。

「彼女はあなたほど用心深くも、思慮深くもない。たしかにドラコ、あなたは彼女より若いかもしれません。あなたの友の中には、あの血の聖女を、血を流すことしか考えていない狂乱の乙女を、人間にとって最大の裏切り者といってもいい緋ひの尼に僧そうを、称たたえ、崇あがめる者さえいます。名実ともに魔女の頭領であるドラコ、あなたを差し置いて」

「回りくどいことですわね」

　ドラコはハイジロの紫色がかった瞳ひとみを見すえた。

「何をおっしゃりたいのです、ハイジロ」

「あなたの親しき友たちはすばらしいですね。腕が立つだけではありません。あなたへの友情。忠誠心。団結心。まさしく一枚岩です。口だって堅い。たとえ敵に捕らえられ、拷問されたとしても、あなたを危険にさらすような情報をもらすことは決してないでしょう。ですが、そうではない者もいます」

　ハイジロとは互いに利用しあっている間柄ではあるが、志や目的を同じくしているわけではない。

　仲間の中に、この男とひそかに通じている者がいる。

　あくまでハイジロの言葉だ。事実とはかぎらない。ハイジロは嘘うそをついてドラコを動揺させようとしているのではないか。そうとも考えられるが、違う。

　ハイジロは実際に、魔女の軍団の中に間かん諜ちようを放っている。

　ルチアの手勢だけでは、たぶんない。ドラコの部隊にも、ハイジロの息のかかった者が紛れこんでいる。

　ドラコの予想では、それだけにとどまらない。

　この男はきっと、人間社会にも情報網を張り巡らせている。



    

  
    
      



    

  
    
      　もしかしたら、サイオンの内部にまで入りこんでいるか、入りこもうとしているかもしれない。

　危険な存在だ。味方だと思いこんだら、必ず足をすくわれる。さりとて、敵に回すわけにはゆかない。この男は知りすぎている。監視をつけようとしたこともあるが、失敗した。グルブブは正しい。早々に始末するべきだ。可能ならば。たやすくできるのなら、とうにやっている。

　ドラコは依然としてハイジロの瞳ひとみを凝視している。

　何一つ打ち明けることのない、静かな、あまりにも静かな、作り物めいた目だ。

　眉まゆが動いた。

「おっと……」

　ハイジロは立ちあがろうとして、やめた。

　ひそやかな足音が聞こえる。

　二人、いや、二頭だ。

　二頭は左右からハイジロを挟みこむように近づいてきて立ち止まり、一斉に低い唸うなり声をあげた。

　しなやかで美しい黒い忍び猫ヤーズのジュディーと、猛々しく誇り高い狼おおかみたち、隻眼フォデアの群れを率いるルカオンだ。

　彼らだけではない。他ほかにも足音がする。

「よせ。ジュディー、ルカオン」

　野太い声だった。

「俺おれがやる……！」

　ブードの勇士ベンハートは、たいてい人間よりも小柄なブードにしては稀け有うなほど大柄で、身の丈は６ソール（約１・８ｍ）を超える。若かりしころより魔女たちとともに人間と戦ってきたその身体からだは傷跡だらけだ。顔さえ例外ではないが、背中にだけは一つの傷すら負っていない。それが歴戦の強者としての誇りなのだ。

　ベンハートは大おお斧おのを肩に担いで駆けてきた。鈍重そうにも見えるブードだが、そんなことは決してない。とりわけベンハートは強力無双で、なおかつ俊敏だ。

　あっという間だった。

「ヌンッ……！」

　ベンハートはハイジロに詰めよって大斧を振りおろした。

　ドラコはしっかりと見ていた。

　大斧はハイジロにあたらなかった。かすりもしなかった。ハイジロがよけたのではない。ふわりと飛んで逃れたようにも見えたが、違う。闇やみだ。例のよどんだ闇がハイジロを抱きとめて、引っぱった。

「面めん妖ような……！」

　ベンハートはハイジロを追おうとした。

「およしなさい！」

　ドラコは立ちあがってベンハートを制した。

「あの者は敵ではありません」

「しかし……！」

「ベンハート」

　ドラコはベンハートのわりあいつぶらな目を見つめた。ベンハートはわかってくれたようだ。振りかぶっていた大おお斧おのを地面に叩たたきつけて、深々と息を吐いた。

「すまん。勝手をした」

「いいえ」

　ドラコは首を左右に振った。ベンハートも、ジュディーにしても、ルカオンにしても、グルブブと同じだ。彼らは間違っていない。

「本当に」

　よどんだ闇やみをまとって夜にとけこもうとしているあの男は、将来に禍根を残しかねない。除くべきなのだ。

「あなたの友だちは皆、聡そう明めいで優秀ですね」

　ハイジロ。

　あの男はいったい何を企んでいるのか。

　グルブブはルルケに似ていると言っていた。

　六むつ柱はしらの神を屈服させ、従神たちの名から文字を奪ってアルド・サイオンを名乗ったルルケは、至上もっとも偉大な魔術師であるといっても過言ではないだろう。

　アルド・サイオンは、彼を恐れ敬う臣民たちを率いて西方各地に侵攻した。彼が聖戦と称したその戦いの目的は、完全なる征服であり、支配だった。かつて人と亜人と聡さとき獣とは、ときに反目し、争いながらも、神々の膝ひざ元もとで手を携えて大地に根を下ろしていた。アルド・サイオンは逆らう人や亜人、獣たちを容赦なく殺し、神々を魔王に貶おとしめて魔王像に封印した。それは大いなる破壊だった。

　神だったグルブブは、ルルケに敗やぶれて魔王に堕おとされたのだ。

　ドラコが過去について尋ねても、グルブブはほとんど答えない。古い記憶はだいぶ薄れているようだ。そうはいっても、グルブブはルルケを直接知っている。思いだした。グルブブがそう言ったのだ。

「どうも僕はあまりよく思われていないようだ。残念ですが、そろそろお暇いとまするとしましょう」

　あの男に大魔術師の匂いがあるというのか。

「さようなら、ドラコ」

　よどんだ闇やみがハイジロを完全に覆いつくした。

　今から百年以上前だ。

　西の果て、名も無き荒野で挙兵して、メンヒル王国のタブールを占拠した魔女エンデは、五箇条の要求を記した羊皮紙を西方の各地に張りだした。



　エンデと其その友等らは汝なんじ等に要求する。

　一、人のみならず普あまねく人に人として同等の権利を与うる可べし。

　一、人のみならず聡さとき獣にも人と同等の権利を与うる可し。

　一、天地の恵みは働きと才覚と精神の輝きに応じて普く生物が此これを分け合う可し。

　一、正しき神を神として敬い愛し倶ともに生くる可し。

　一、偽りの秩序と偽りの王国を凡すべて解体し真の愛と自由の許もとに生くる可し。

　汝等が以上の五箇条を受け容いれる迄まで、我々は汝等との戦いを継続する。



　知らぬ者とていない魔女エンデは、むろん、一人で人間たちと戦ったわけではない。彼女には、ムウラの参謀クダラキらの亜人、聡き獣たち、それから、魔女ネサメ、魔術師アレクといった仲間がいた。

　魔女エンデには魔王ルキファルがいた。エンデの親友、魔女ネサメには魔王オロヌーがいた。そして、エンデとともに散った魔術師アレクには魔王リリヤがいた。

　アレクは人間たちに夜の手先と呼ばれて恐れられていた。

　夜を主戦場とする闇渡りの魔術師だった。

「またお会いしましょう」

　ハイジロの笑い声が闇の森に響き渡った。

　声は聞こえても、その気配を感じることはもうできなかった。



    

  
    
      
第３話　【因果とからくり】





　ギューヌ・カルヴァンがレーレに貸してくれた黒くろ鹿か毛げのエリオは、まだ若いらしいのに、とても落ちついていて、物静かな馬だ。馬体はそれほど大きくないけれど、肩や股もも、尻しりが逞たくましく張っている。頸くびも頑丈そうだ。だいたい言うことを聞いてくれるものの、頑固な面もあって、なんだか、乗せてもらっている、というかんじがする。おそらく、エリオのほうも、乗せてやっている、と思っているのだろう。

　聖騎士団魔女討伐隊雨雲は、深い、見通しのきかない森の中を直進している。

　馬うま廻まわり組ぐみに加えられたレーレとヨナハン、セルジュは、雨雲隊長ギューヌ・カルヴァンの右後方を守る部隊に配置された。この部隊は、右翼衆と呼ばれ、ファビアン・マルトーら十人の騎士と、それからレーレたち三人の合計十三騎によって構成されている。カルヴァンは前と左右を合計十二人の騎士によって守られているのだが、いざとなれば右翼衆が前進してその身を盾にするのだ。また、右翼衆の左側には雨雲副隊長レナス・ローナン率いる左翼衆十二騎がいて、こちらは隊の統率や情報伝達、右翼衆が動いたときの穴埋めを主な役割としているらしい。

　騎士百五十余名、従士約八百五十名、それから輜し重ちよう卒四百名ほどの合計およそ千四百名でなる雨雲は、音もなく空に垂れこめる雲のように静かな部隊だ。

　私語がまったくないわけではない。ただ、笑い声を立てる者はいないし、上官に注意されるまでもなく、皆、すぐに口をつぐむ。

　木々をよけて進む必要があるし、悪路は迂う回かいしなければならないが、足どりは一定で、隊列が乱れることはない。

　レーレにとって、軍隊の中で行動するのは、これが二度目だ。

　一度目が義勇兵だったので、余計にそう感じられるのかもしれないけれど、雨雲は騎士も、従士も、変に昂たかぶっているわけでも、気がゆるんでいるわけでもない。みんな冷静に、それぞれがやるべきことをきっちりやっている。全員、とても真面目まじめだ。そんな印象を受ける。

　同じ魔女討伐隊でも、雨雲は星の鎖よりまともなのではないか。

　それとも、カルヴァンが隊長だから、そう思ってしまうのだろうか。

　レーレのすぐ前でセルジュとヨナハンが馬を並べている。

　セルジュの愛馬、葦あし毛げのシリルは、まだ現役の軍馬らしいが、ヨナハンを乗せている栗くり毛げのアルフォンスは、すでに一線を退いているようだ。戦場に出て、大丈夫なのだろうか。体格の大きい立派な馬だし、長旅に耐える体力もあるけれど、戦いとなると勝手が違うはずだ。レーレもアルフォンスにはけっこう乗せてもらった。誇り高いが、気立てのいい馬だということも知っている。ちょっと心配だ。

　何しろ、肝心のヨナハンがあのざまだ。

　行軍中は兜かぶとを被かぶっているので確かめるすべがないけれど、ハイデンを出発する前はひどかった。顔色は土気色で、唇はほとんど紫色、充血した目の下には濃い隈くまができていて、まるで瀕ひん死しの怪け我が人みたいだった。実際、アシュロンで負った傷が完全に治りきってはいないようだから、怪我人といえば怪我人なのだ。

　さすがに酒は飲んでいないらしい。

　もし飲んだら、倒れてしまうかもしれない。

　ヨナハンはずっと無言を貫いている。

　セルジュも喋しやべらない。

　レーレはため息をついた。

　ユユ、元気かな。

　昨夜、宿の外まで見送ってくれたユユは、妙に明るかった。きっと、セルジュに弱みを見せたくなかったのだろう。

　太陽の位置からすると、あれからまだ半日しかたっていないのか。

　なんだか信じられない。

　もっと、もっと長い、長い時間が流れたような気がする。

「進軍停止！」

　カルヴァンが手を上げて叫んだ。

　雨雲はほぼ一斉に止まって、隊長の指示を待った。

　カルヴァンは馬上から周囲を見まわした。

「これより中休止とする！　各員、昼食をとれ！　ただし、一軍は警戒を行い、合図があれば二軍に、さらには三軍に交代せよ！」

　雨雲の隊員は、騎士、従士にかかわらず、一軍、二軍、三軍に振り分けられている。これは序列じゃない。見張りなどのときに用いられる組み分けで、レーレたちは三軍ということになっている。中休止は小休止と大休止の間だ。たしか、軍隊では一昼夜を十二に分けて、その一つ一つを一限と呼ぶ。中休止は一限の四分の一だったか。長いのか短いのか、いまいちぴんとこないけれど、そのうち三軍にも警戒の順番が回ってくるだろう。さっさと何か腹に入れておいたほうがいい。

　レーレは素早くエリオから降りて、その頸くびを撫なでながら、じっとしているように頼んだ。エリオは、言われなくてもわかっているよ、とばかり軽く頭を振ってみせた。賢い馬だ。

　セルジュも下馬して兜かぶとを脱いだ。レーレは急いでシリルの鞍くらに装着してある革かわ鞄かばんから水筒とビュスケをとりだし、兜と引き換えに、セルジュに手渡した。

「少しだけ板についてきたな」

　セルジュは頬ほおをゆがめて笑ってみせた。

「腹が減っては何とやら、だ。おまえも食べておけよ」

　レーレは曖あい昧まいにうなずいておいた。空腹は感じないでもないけれど、あまり食欲がわいてこない。そうはいっても、主人の命令だ。無視するわけにもゆかない。レーレはセルジュの兜を抱えたまま、自分の鞄から水筒とビュスケを出した。エリオのそばに腰を下ろしてビュスケをかじっていると、隣にセルジュが座った。何か話しかけてくるのかと思いきや、黙ってビュスケを咀そ嚼しやくしている。どうも居心地が悪いから、離れてくれ、とも言えない。しょうがなく、アルフォンスから下りもせずに、鞍あん上じようで手綱を握ったまま動かないヨナハンを眺めていたら、いきなりセルジュに肩を叩たたかれた。

「こい、レーレ」

「あ。うん」

「うん……？」

　セルジュに睨にらまれてしまった。レーレは言いなおした。

「はい、セルジュさま」

　あえて、さま、を強調してみた。気に入ってもらえなかったようだ。セルジュは眉まゆをひそめて目を細めた。

「いやみたらしい言い方だな」

「そうかな」

「口調」

「そう……ですか」

「上辺だけ取り繕おうとしてるのが見え見えなんだ」

　そんなことはない、とは言えなかった。まったくそのとおりだからだ。

「まあ、いい」

　セルジュはレーレの前髪をつまんで引っぱった。

「じっくり叩きこんでやる。時間はたっぷりあるからな。ついてこい」

「う――」

　一瞬、また睨まれた。

「はい」

「しょうがないやつだ」

　セルジュはそっと微笑ほほえんだ。少し意外だった。やさしい顔もできるんじゃないか。ずっとそうしていればいいのに。無理か。そんな表情をしたら、べつに裸にならなくても女にしか見えない。知っているだけに、レーレにとっては女以外の何物でもないけれど、一応、セルジュは男のふりをしているのだ。女は騎士になれないらしいし、セルジュには継がないといけない家が、領地がある。女なのに、男でいるしかないのだ。

　見たところ、この雨雲にも女の隊員は一人もいない。

　これだけ人間がいて、女はセルジュ一人だ。

　考えてみたら、それはけっこう大変なことなのかもしれない。

「行くぞ」

　セルジュはどうやら左翼衆に用があるみたいだ。副隊長のレナス・ローナンか。違うようだ。

　じつは、レーレもちょっとだけ気になっていた。黒髪、黒い目、黄色っぽい肌をした聖騎士がいて、外がい套とうは雨雲の隊員たちと同じものだが、鎧よろいの形が少し異なっている。騎士の中では隊長のカルヴァン以外で唯一、行軍中に兜かぶとを被かぶっていなかったこともあって、目立っていた。

　男は馬のそばに立って水を飲んでいた。

　セルジュとレーレが近づいてゆくと、つりあがった細い目をさらに細めた。

「ああ。貴公は例の」

「セルジュ・フレンドールと申します」

　名乗ってから、セルジュはちらりと振り返って顎あごをしゃくってみせた。挨あい拶さつをしろ、ということか。めんどうだけれど、主人の命令だ。従うしかない。レーレは頭を下げた。

「あの……従卒の、レーレ・イジュール……です」

「それで」

　男はレーレには目もくれなかった。どのみち騎士だろうから、身分が下の者には興味がないのかもしれない。

「私に何かご用ですかな」

「ご無礼でしたらお許しください」

　セルジュはやけに丁重だ。

「お見受けしたところ、貴公は雨雲の方ではないようですね」

「貴公もそうでしょう」

　男は顎を上げて鼻で笑ってみせた。人を小こ馬ば鹿かにしているような態度だ。誰だれかに似ている。そうか。あいつだ。アシュロンの巡検司祭カゼン・オビト。あの男も黒髪、黒い目、黄色っぽい肌をしていた。たぶん、同じ東部出身だろう。こうして見ると、顔立ちも似ている。東のほうの人間はみんなこうなのか。

「私は聖騎士団作戦部の者です」

「魔女討伐部ではなく……？」

「ええ」

　男は片方の眉まゆを動かして肩をすくめた。

「そうだ。まだ名乗っておりませんでしたな。作戦部の派遣聖騎士タキ・シギノと申します。ここでの肩書きは作戦参謀ということになっておりますが」

「作戦参謀……」

　セルジュは怪け訝げんそうに呟つぶやいた。レーレにはよくわからないけれど、そういう言葉自体、聞いたことがない、知らない、といった様子だ。

「セルジュ・フレンドール卿きよう。たしか、貴公の所属は星の鎖でしたな」

　タキ・シギノは素早くあたりに視線を巡らせて、少し声をひそめた。

「貴公ら魔女討伐隊の聖騎士が他の聖騎士を軽んじていることは承知しております」

「そんなことは」

「いいえ。とりわけ教都防衛隊など、上流階級の子息が箔はくを付けるために一定期間在籍するものだというのが、貴公ら魔女狩りの認識でしょう。いや、勘違いしないでいただきたい。私はべつに貴公をなじっているわけではないのだ。ただ、言うまでもなく、聖騎士団は魔女討伐部だけで成り立っているのではない。我々作戦部も、教務部も、内務部も、むろん教都防衛部も、参謀本部のもと、それぞれが重要な役割を担っている。そうはいっても、聖騎士団の花形はやはり魔女討伐隊です。魔女を討つ聖騎士たちの活躍は衆目を集めやすいし、それを鼻にかけて驕おごり高ぶっているところもなきにしもあらずとはいえ、過去の実績を考えればやむをえない部分もあるでしょう。しかしながら、愚考するに、魔女討伐部の増長によって弊害が生じている。我ら聖騎士は人類の敵を討ち滅ぼすために一致団結せねばならないのに、現状、必ずしもそうはなっていない」

　よく喋しやべる男だ。そういえば、カゼン・オビトも饒じよう舌ぜつだった。セルジュはすっかりタキ・シギノの勢いに押されて、相あい槌づちを打つことすらできないでいる。

「功を為して誇るのもいい。だが、決して目的を違たがえてはならない。目的を果たすためには、過剰に突出するべきではないのだ。協調するべきです。聖騎士団全体が知恵と力を結集させることで、もっと効率よく魔女どもの戦力を削そぐことができるはずだ。我ら作戦部はそのための提案を再三再四行ってきた。ところが、魔女討伐部はどこ吹く風だ。そもそも、魔女討伐隊は独立性が強すぎ、魔女討伐部も統制できない。我々としては各魔女討伐隊の隊長に直じか談だん判ぱんするしかありませんでした。馬ば鹿かげた話だが、やむをえない。本当にふざけている。我ら作戦部が参謀本部の許しをえて協議を申し出ているというのに、大半の隊長はろくに話を聞きもせず、門前払いされることすらあったのだ。星の鎖のヴィリー・ブランドロウ卿もそうでしたな。ところで、貴公の御お国くにはスタンリー公国ですか」

「え」

　セルジュは顎あごを引くようにうなずいた。

「は、はあ。そうですが。それが何か」

「やはり！」

　タキ・シギノは薄ら笑いを浮かべた。

「さようでしょうな。星の鎖は、前隊長で現在は教主庁密儀省探査部の部長を務めておられるアルジャーノン・ラングレン司教も、ご出身はスタンリー公国です。ブランドロウどのも然しかり。副隊長のダーヴィッド・リンチどのもそうですな」

「何がおっしゃりたいのです」

　セルジュはいつもよりさらに低い声を出した。

「何も」

　タキ・シギノはゆっくりと首を左右に振ってみせた。

「私はただ事実を言っているだけですよ」

「我が隊のブランドロウ隊長は、出身地で人を差別するような御お方かたではありません」

「差別しているなどとは言っていない。聖騎士団の内部には派閥があり、魔女討伐隊においてその傾向はいっそう顕著だと言っているのです。先ほども言ったとおり、我らは一致団結せねばならない。我らには敵がいるのだ。共通の敵が。人類の敵だ。仲間内でさらに小集団を作り、便宜を図ったり、他者を排斥したり、そんなくだらぬことにうつつを抜かしている場合ではない。派閥主義などといった悪弊はあらためられるべきです。その点、ご覧になるがいい。この雨雲を」

　タキ・シギノは大仰に両腕を広げて、周囲を見まわした。

「隊長のギューヌ・カルヴァン卿きようは大ブルノーのご出身です。副隊長のレナス・ローナンどのはカラリヤ王国人だ。この馬うま廻まわり組ぐみにも、クジェ帝国の騎士もいれば、モドリッチ王国の十四等臣もいる。ハーメン護国隊の隊士も、ルパローの軍人もいる。ちなみに、私はトーマの出身です。すばらしいと思いませんか。カルヴァン隊長は他ほかの隊長がたとは違います。我々の考えを深く理解してくださっている」

「それでは、このたびの作戦は作戦部主導のものなのですか」

「どの作戦も聖騎士団全体のものです。いいですか」

　タキ・シギノはよほど喋しやべりたがりのようだ。きっと、話したくて話したくてたまらないのに、行軍中は黙っていないといけないので、たまりにたまっていたのだろう。セルジュに声をかけられたものだから、これさいわいとばかりに、調子に乗ってまくしたてているのだ。

「聖騎士団は紀元一二七〇年、今から百二十九年前に第三十九代教主ノエクト猊げい下かが魔女エンデに占拠されたタブールを奪還するべく、主しゆの加護のもと創設されたのです。最初の魔女討伐隊“〝白の炎”〟が編制されたのは紀元一三四九年ですから、まだ五十年しかたっていない。五十年です。聖騎士団の歴史の半分にも満たないのです。魔女討伐隊は聖騎士団の一部なのだ。その逆ではない。魔女討伐隊は聖騎士団の手となり、足となり、鋭き剣となって、人類の敵を根絶するという聖務に全身全霊を捧ささげるべきなのです。てんでんばらばらに雑草刈りをしているだけでは、戦いは終わらない。カルヴァン隊長はそのことをよくご存じです。見ていなさい」

　タキ・シギノはだいぶ汗をかいている。興奮しているのだ。声も大きい。騎士たちがちらちらとこっちを見ている。タキ・シギノは気にならないのか。自分の話に熱中するあまり、周りの目なんてどうでもよくなっているのかもしれない。

「この作戦が成功すれば、流れが変わります。いや。作戦は必ず成功する。聖騎士団は変わりますよ。変わらざるをえなくなるのです」

「それで」

　唐突だった。

　レーレは振り返った。

　いつからそこにいたのか。セルジュとレーレのすぐ後ろだった。

　ヨナハンだ。

　相変わらず顔は土気色で、青い目だけを爛らん々らんと、不気味に輝かせている。

「魔女どもを根絶やしにすることができるのであれば、けっこうなことです」

「そ、それは」

　タキ・シギノも驚いたようだ。それだけじゃない。怯ひるんでいる。今のヨナハンには妙な迫力があるのだ。

「遠からず、人類の敵は残らず討ち果たされることでしょう。そのために、我々は聖騎士団の改革を押し進めようとしているのですからな」

「そうなることを切に願います。一刻も早く」

　ヨナハンは中空を睨にらみつけ、自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「魔女さえいなければ、誰だれも傷つかない。世界は平和になるのだ」

「ヨナハン……」

　セルジュはヨナハンを見て、苦しそうに顔をしかめた。女みたいな表情だった。当然か。セルジュ・フレンドールは女なのだ。

　レーレはため息をついた。

　聖騎士団。魔女討伐隊。作戦部。何がなんだかさっぱりだ。わからないし、わかりたくもない。どうでもいい。だけど、ヨナハン。魔女がいなければ、誰も傷つかない。そんなことはないんじゃないの。人だって人を傷つけるじゃないか。人は人に傷つけられてばかりいるじゃないか。



　　　



　少し前まで活気があった砦とりではだいぶ静かになった。

　この砦は魔女エンデが敗やぶれたあと、彼女の仲間たちが身を隠すために築いたものらしい。もともとは天然の洞どう窟くつで、おそらく鉄人ダングーの鉱夫や石工が手を加えたのだろう。かなり古いもので、長らく使われていなかった。ふたたび利用するにあたって、さらに改造されたとのことだが、増設された三つの小さな出入り口はすでにふさがれている。もう必要ないからだ。

「試練じゃのう、ヘルガ」

　ムウラのオドロイは前線に復帰できたので、生き生きしている。

「ルチアどのも酷な御お方かたじゃ。しかし、なんとしても乗り越えねばならんぞ。ルチアどのも、おぬしにそれを期待しておるに違いない」

「ぼくたちがついているから、大丈夫だよ！　ね！　バルツア！　ゲゼル！」

　妹のナンナとは、結局、ろくに話せなかったようだが、ポルモのロンロはいつもどおり元気だ。森の狼おおかみクオードのバルツアも、ゲゼルも、洞窟の中という環境は慣れないだろうに、落ちついている。

　魔女ルチアと魔王バルバロが使っていた部屋もすでに封鎖された。ヘルガたちは洞窟の中ほどで平らな場所を見つけて、腰を落ちつけている。周りにいる地を愛めでる者ブードやダングー、斑まだら狼おおかみジドネたちも、寝転んだり、軽く身体からだを動かしたり、談笑したりして、それぞれくつろいでいる様子だ。もはや心の準備をする以外、やるべきことはない。みんな覚悟ができているのだ。

「ヘルガさん」

　洞窟の奥おくのほうから白髪の女性が歩いてきた。ずいぶん痩やせていて、肌にも張りがなく、老齢のようにも見えるが、背が高く、姿勢がいい。澄んだ空のような色をした目がとても美しくて、思わず見入ってしまう。

　魔女オコナはルチアに代わって砦の指揮をとっている。彼女のあとをついてくる大きな毛玉は魔王タロモレだ。魔王相手に、毛玉、などというのは失礼かもしれないが、皆がそう呼んでいるのだ。言葉は喋しやべらないが、毛を震わせて、毛むくじゃらの脚で飛び跳ねてみせたり、脚を引っこめて転がってみせたりもする。タロモレはけっこう剽ひよう軽きんで、愛あい嬌きようがあり、やさしい魔王だ。

「オコナさん」

　ヘルガが慌てて立ちあがろうとしたら、オコナに制された。

「よいのです。あなたは過酷な旅をされてきました。ゆっくりと休んでいてください」

「そんな。オコナさんに比べたら、わたしなんて」

「わたくしの病は癒いえません。ですが、ヘルガさんの疲れは、身体からだを休めればとることができるのですよ」

　恐ろしい腫しゆ瘍ように肉体を蝕むしばまれてさえいなければ、オコナは四十七歳の今でもすばらしい美び貌ぼうの持ち主だったことだろう。病は彼女を無残に衰えさせているが、それでいて微笑ほほえみをたたえたその顔つきは穏やかだ。明らかに死相が現れているのに、死病に冒された者の表情とはどうしても思えない。

　ヘルガは座りなおした。

「でも、わたしは本当に大丈夫です。いつでも戦えます」

「焦りは禁物ですよ。求めて進むだけでなく、ときには待つことも大切です」

　オコナはやはり微笑を浮かべている。たしかに、待たなければいけないこともあるのだろう。だが、恐ろしくないのだろうか。オコナに残された時間は多くない。だからこそ、今回の作戦でも砦とりでの指揮を買って出たのだと聞いた。死期が迫っているのに、どうしてそんなに落ちつきはらっていられるのか。ヘルガがオコナの立場だったら、どうだろう。もっとうろたえて、じたばたするのではないか。

「ヘルガさん」

「はい」

「命にはかぎりがあります。いつか必ず果てるものです」

　オコナの瞳ひとみには一片の曇りもない。まるですべてをありのままに映す鏡のようだ。ヘルガは目をそらしてしまいそうになった。どうにか我慢した。

「……知っています」

「わたくしたちに与えられた命の大きさや長さは、それぞれ違いますね。決して平等ではありません。ですが、わたくしたちは選ぶことができます。その命をいかに使うか。わたくしは常に選択してきました。悔いはありません」

「わたしにも、選ぶことができるでしょうか」

「もちろんです。あなたは選んできたはずですよ。それでここにいるのでしょう」

　ヘルガは握りしめた拳こぶしを胸にあてた。

　魔王タロモレが近づいてきて、のばした毛がヘルガの頬ほおにふれた。少しだけくすぐったかった。

「わたくしの毛玉ちゃんはあなたのことを気に入っているようですね」

　オコナは目を細めてタロモレを撫なでた。

「おそらく、あなたの魂が奏でる音色を好いているのでしょう。毛玉ちゃんはわたくしたちには聞くことのできない、そうした音を聞きわけることができるのです。めったに披露してくれませんが、毛玉ちゃんの歌はとてもすばらしいのですよ」

　ヘルガはタロモレの毛をそっと握った。タロモレはいやがらなかった。

「今度、あなたの歌をわたしに聞かせてください、タロモレ」

　タロモレは全身の毛をかすかに震わせた。

　オコナが声を立てて笑った。

「毛玉と呼んでくれ、と言っています。歌もいつか聞かせると。本当に、毛玉ちゃんはよほどあなたの音が好きなのでしょう。妬やいてしまいますね」

「ご、ごめんなさい」

　ヘルガは手を引っこめてうつむいた。

「よいのです。気にすることはありません」

　オコナはもう一度、笑った。

「わたくしの毛玉ちゃんは、他ほかの魔王たちとは少し違うのです。もし、ヘルガさん、あなたも毛玉ちゃんを気に入ってくださっているのなら、是非仲よくしてあげてください。そうしてくだされば、わたくしも後顧の憂えが一つなくなるというものです」

　ヘルガは顔を上げた。オコナはヘルガの視線をしっかりと受け止めた。後顧の憂えが一つなくなる。どういう意味なのか。尋ねなかった。タロモレの毛がまだすぐそばで揺れている。ヘルガは毛を握った。ぎゅっと握りしめて、毛玉ちゃん、と呼んでみた。タロモレは喜んでくれた。ヘルガにはそれがわかった。



　　　



　日中は暑かったけれど、ほんの少しだけ湿り気のある夜の空気は、ちょっとひんやりとしている。

　闇やみは熱のみならず、音さえも森から奪ってしまったのだろうか。

　耳を澄ましても、梟ふくろうの鳴き声さえ聞こえない。

　魔女狩りたちは眠っているか、息をひそめている。馬たちもおとなしい。

　いやに静かだ。

　それでいて、薄気味の悪さのようなものは感じない。この森には不穏な気配がないのだ。星の鎖の義勇兵として経験した夜の森は、もっと恐ろしかった。ユユと二人で旅をしていたときだって、森で夜明かしをするのはできるだけ避けようとしたものだ。しょうがなく森の中で野宿する場合は、ずいぶん用心した。かすかな物音で目が覚めてしまって、ろくすっぽ眠れない。そんなことも多かった。

　この森はなんだか変だ。

　妙にからっぽだ。

　地面に座って、立てた片かた膝ひざを抱えているレーレのすぐそばで、セルジュが寝ている。

　明かりはないけれど、レーレの目はとっくに闇やみに慣れているので、だいたい見える。セルジュは瞼まぶたを閉じているし、寝息を立てているから、眠っているのだと思う。

　寝苦しくないのだろうか。肩当てや腰鎧よろい、胴鎧は外して、兜かぶとや剣、盾とひとまとめにして置いてあるけれど、手甲や脚甲はつけたままだ。魔女討伐隊の聖騎士だし、それこそ慣れているのか。セルジュの寝顔は穏やかだ。

　そうはいっても、やはり窮屈なのかもしれない。セルジュは頻繁に寝返りをうって、小さな声をもらす。その声を聞くと、なぜかレーレは落ちつかない気分になって、セルジュから目をそらしてしまう。

　なんでおれの前で、そんなふうに眠れるんだよ。

　セルジュを殺してユユと二人で逃げよう。おれはそんなことを考えたりもしてるのに。

　きっと、周りに騎士が大勢いるからだ。おれだって、いくらなんでもここではやれない。だから、セルジュも安心してるんだ。

　だけど、どいつもこいつも男ばかりで、女はセルジュ一人だし、不安だったりもするはずだ。

　それなのに、セルジュは少しだけ口を開けて、ぐっすり寝ている。

　いっそ、ずっと寝ていてくれたらいいんだ。

　寝ている顔は、けっこうかわいいんだし。

　レーレは頭を振った。なに考えてるんだ、おれ。

　首を巡らせると、少し離れた場所で、両膝ひざを立てて座っているヨナハンの姿が目に入った。ヨナハンもレーレやセルジュと同じ三軍だから、身体からだを休めるために眠らなければならないはずだ。こうして起きているレーレが言えた義理ではないけれど、どうして寝ないのか。

　ヨナハンはうなだれていて、たまに顔を上げる。

　手に何か持っていて、それに口をつけているのだ。

　あれは革水筒か。

　中身は水なのだろうか。

　レーレはセルジュの様子をうかがった。熟睡しているようだ。離れてもいいのか。なんだか、すまないような、心こころ許もとないような気がする。なんでそんな気持ちにならないといけないのか。セルジュは寝ている。それに、たいした距離じゃない。すぐそこだ。

　静かに立ちあがると、セルジュが身じろぎした。起きたのか。違う。寝返りをうっただけだ。

　レーレはヨナハンに近づいていった。

　ヨナハンは、気づいているだろうに、こっちを見もしない。

　隣に腰を下ろして、匂においを嗅かいでみた。思ったとおりだ。

「飲んでるのかよ」

「ああ」

　ヨナハンは革水筒をレーレの鼻先に突きつけた。

「君も飲やるか」

「いらない」

「そうか」

　ヨナハンは、ふ、と笑って一口飲んだ。一口といっても、ほんの少しだ。

　レーレは気づいていた。ヨナハンは酒に溺おぼれているわけじゃない。そのふりをしようとしているのだ。実際、たいした量は飲んでいない。飲みたくても飲めないのか。それとも、知らず知らず自制しているのか。

「作戦中だろ」

　どっちにしても、中途半端だ。

　見ていると、苛いら々いらする。

「いいの？　そんなもの飲んで」

　ヨナハンはレーレをちらりと見て、下を向いた。

「寝つけないのだ」

「じゃあ、もっと飲めば」

「そういうわけには……」

「傷によくないんじゃないの」

　我ながら言っていることがめちゃくちゃだ。

　おれ、何が言いたいのかな。自分でもよくわからない。

　ヨナハンは深いため息をついた。

「そうだな」

　本当にそう思っているのだろうか。ヨナハンはまた革水筒に口をつけた。何なんだよ、いったい。べつに、どうでもいいけど。勝手にすればいいんだ。

　レーレは見るともなくあたりを眺めた。

　気が抜けていたのか。注意が散漫になっていたのかもしれない。いま気づいた。

　左翼衆が固まっている一帯の外れだ。

　軽装の男たちがひっきりなしに行き来している。

　その中心にいるのは、例のタキ・シギノだ。

　タキ・シギノだけは動かずに、男たちから何か耳打ちされたり、身振り手振りを交えて男たちに指示を与えたりしているらしい。

「何、あれ」

　レーレが指さすと、ヨナハンは億おつ劫くうそうにそっちへ目をやった。

「タキ・シギノか。あの者たちは、おそらく作戦部の密偵だろうな」

「みってい……？」

「ひそかに敵の動向をうかがったり、内情を調べたりすることを専門に行う特殊な兵たちのことだ。星の鎖には“〝影犬”〟という独自の密偵がいる。ブランドロウ隊長直属の部隊だし、私もくわしいことは知らないのだが、彼らがもたらす情報はときに百人の兵よりも大きな力となるのだ」

　つまり、あの男たちは魔女の砦とりでを偵察してきて、いろいろなことをタキ・シギノに報告しているのだろう。

　ヨナハンは首を曲げて、鼻から息を吐いた。

「作戦部所管の諜ちよう報ほう部隊があるという話は耳にしたことがある……ただ、主にテオドキア帝国、ロンダリア、ヘルメリアの東部三国を担当しているはずだ。聖騎士団の東征がキゼ条約で終結してから、五十年以上、大きな紛争は起きていないとはいえ、主しゆの教えが十分に及んでいない東部三国はいつ何なん時どき、不穏な動きを見せるかわかったものではない。魔女のことは我ら魔女討伐隊に任せておけば……いや、こうした考え方が聖騎士団内部に亀き裂れつを生じさせているのか。参謀本部の認可をえた作戦部の提案に、多くの魔女討伐隊が手を貸そうとしないという現状は、たしかに異常といえば異常だ。タキ・シギノの言い分にも理はある、だが……」

　何やらぶつぶつ呟つぶやいているけれど、レーレにはちんぷんかんぷんだ。

「ヨナハン、さ」

「む」

　ヨナハンは我に返ったようにこっちを向いた。

「何だ」

「どうするつもりなの」

「どうする、とは」

「戦争なんかして」

「剣を振るって敵を倒す。戦場に出て、他ほかにやることがあるのか」

「何のために？」

「魔女どもを撃滅することは、我々聖騎士に課せられた聖務だ」

「そうじゃなくて……」

　どうしてうまく喋しやべることができないのか。伝えたいことをちゃんと言葉にできない。それだけじゃなくて、話しているうちに、そもそも何を伝えたいのか、だんだんわからなくなってくる。頭が悪いからだろうか。

「なんていうか……そんなことのために、ここまできたわけじゃないんじゃないの。取り戻したいんだろ。アラベラを」

「できることならな」

　ヨナハンはうつむいて、二度、三度とうなずいた。

「できうるのならば、むろん……そう願っている」

「無理だと思ってるんだ」

「それは……」

　ヨナハンはまた酒を飲んだ。

「……わからない。僕は……私は……どうすればいい……」

「どうって……」

　アラベラ・リデルは魔女だった。言うまでもなく、ヨナハン・クロムスティードは聖騎士だ。二人は敵同士なのだ。もし二人が再会を果たしたとしても、アラベラが魔女をやめるか、ヨナハンが聖騎士の身分を捨てるかしないかぎり、どうにもならない。いや、たとえアラベラが魔女じゃなくなっても、以前と同じようには暮らせないだろう。ヨナハンが身分をなげうってアラベラと一緒に生きることを選んだら、人類の裏切り者と見なされるかもしれない。いずれにしても、平穏無事な生活なんて送れっこないということだ。

　もうあきらめたほうがいい。アラベラのことは忘れて、ヨナハンはヨナハンとして生きていけばいい。

　でも、アラベラはヨナハンの許嫁いいなずけだった。ヨナハンはアラベラが好きだったのだ。

　あきらめろ、なんて言えない。言ったところで無駄だろう。

　だって、仮にレーレがヨナハンで、ユユがアラベラだったら。そんなことはありえないけれど、そうだったとしたら、どうか。

　レーレはあきらめられないだろう。というよりも、絶対にあきらめない。どんなに困難でも、不可能としか思えなくても、生きているかぎりは、なんとかしようとするだろう。

「もし、アラベラが……」

　ヨナハンは革水筒の代わりに、地面に置いてあった剣を手にとった。

「アラベラが、敵として目の前に現れたら……僕は……」

　柄つか頭がしらから短い鎖が垂れさがっている星の鎖の剣は、魔王に折られてしまったので、アルフォンスの鞍くらにくくりつけてある。今、ヨナハンが両腕で抱いているというより、むしろしがみついている剣は、カルヴァンに貸してもらったものだ。

「……僕は……」

　レーレの手がヨナハンの肩をそっとつかんだ。

　ヨナハンは驚いたように目を瞠みはった。

　レーレも呆あつ気けにとられていた。何やってるんだ、おれ。何のつもりだよ。自分でしたことが信じられない。気まずくて、たまらなくて、顔をそむけた。このまま黙っているのも、変だ。何か言わないと。何か。何かないだろうか。何でもいい。何か言わないと。

「もう、寝なよ」

「……ああ」

　ヨナハンは気の抜けた声を出した。

「そうだな」

　レーレはヨナハンの返事を聞き終える前に立ちあがった。急ぎ足でセルジュの近くへ戻ろうとしたら、名を呼ばれた。

「レーレ」

　反射的に振り返ってしまった。

　ヨナハンは地べたに座って剣を抱いたまま、レーレの目をまっすぐ見すえた。

「ありがとう」

「うん」

　ついうなずいてしまった。レーレは慌てて、いや、と首を横に振った。ありがとう？　何が？　なんで？　何がなんだかわからない。レーレは頭を掻かきながら、ヨナハンに背を向けた。

　気持ちを落ちつけたくて、わざとゆっくり歩いた。

　ユユ、元気かな。

　一人で大丈夫かな。おれじゃないんだし、大丈夫か。

　それにしても、この森は静かだ。

　あまりに静かすぎる。



　　　



　空が高い。

　太陽の光が強すぎるから、できるだけ建物の陰に入るようにした。

　うだるような暑さだ。

　こうして昼下がりの市場をほっつき歩いていると、身体からだのそこかしこから汗が噴きだしてきて、気持ち悪い。

　それ以上に、どこへ行ってもへばりついてくる人の視線、視線、視線が忌々しい。

　行き違う人たちは、誰だれも彼もユユを見る。なかには足を止めてユユの全身をじろじろ眺める者もいる。ある男はすれ違う際に、わざとユユに身体をぶつけようとした。もちろん、ユユはよけた。足払いをかけてやりたかったけれど、やめておいた。三十代半ばくらいの、体格のいい男だった。そんなことをしたら、どうなるか。女たちはたいてい、ユユを見て顔をしかめたり、連れと何やら囁ささやきあったりした。こんなに暑いのに、袖そでの長い服を着て、引きずってしまいそうな丈の長いスカートを穿はき、女房連中ともなれば、頭ず巾きんを被かぶっていることもめずらしくない。野暮ったくて暑苦しい彼女らの姿が目に入っただけで、ユユは虫むし酸ずが走るのだ。男たちは袖そでのない服を着たり、腕まくりをしたりしている。職人たちは、上半身裸で鎚つちを振るっていたりもする。なぜ女は薄着してはいけないのか。女たちが肌をさらせば、男たちが劣情に駆られる。主しゆが禁じた姦かん淫いんのもととなり、世は乱れるだろう。よって、未婚の女、夫ある女は、身を慎まねばならない。聖職者たちは真顔でそんなことを言う。男がいて、女がいないと、子は生まれず、人の社会は成り立たないのに、どういうわけか優先されるのはいつも男の都合で、女は男の付属品みたいな扱いを受けている。男はいつも偉ぶって、命令して、女が言うことを聞かないと、力ずくで従わせようとするのだ。ユユの父もそうだった。母と何かで口論になると、最後には手を出した。腕力に訴えられたら、母に勝ち目はないので、降参するしかない。べつに、ユユの家にかぎらない。顔に痣あざを作った女が、亭主の愚痴をこぼしている。そんな光景はどこの街でもよく見受けられる。亭主の暴力が度を過ぎれば、教会に駆けこんで救いを求める気の強い女もいるけれど、司祭はだいたい話しあいによる解決をすすめるのだ。亭主はしぶしぶ懺ざん悔げをして、主はこの罪を許す。何しろ、主が許すというのだから、女はとりあえず納得するしかない。そうしてまた、同じことが繰り返される。それか、女があきらめて、亭主に逆らわなくなる。そんな男たちも、女たちも、ユユは嫌いだ。反へ吐どが出る。

　自分の意見が、考えがあるのなら、胸を張って堂々と主張して、貫けばいい。

　殴られようと、蹴けられようと、非難されようと、自分がそれを正しいと思うのなら、絶対に曲げるべきじゃない。

　たとえ、そのせいで、死ぬ目に遭っても。

　殺されたとしても。

　あのとき、無数の憎悪が、悪意が、そして、信じられないことに、興味、好奇心、期待、喜びまでもがいっぺんに押しよせてきて、檻おりに囚とらわれて逃げ場のないユユをめちゃくちゃにした。

　負けてしまいそうになった。もうどうなってもいい。どうせ死ぬんだ。素っ裸になって笑いたかった。すべての人間を口汚く罵ののしって、呪のろって、わけのわからないことを叫びたかった。そんなことでもしないと、耐えられない。受け容いれるなんて無理だった。

　ユユが本当に一人きりだったら、恐怖に負けて、醜態をさらしていたかもしれない。

　できなかった。

　レーレが見ているかもしれない。実際、レーレはいた。レーレにはみっともない姿を見せたくない。見せるわけにはゆかない。わたしは負けない。今、これから殺されるのだとしても、弱音を吐かない。そういう自分でいたかった。

　ユユ・ビューレは最後まで膝ひざを屈することなく死んでゆきました。

　バカみたい。

　そんな死に方に、価値なんて、意味なんて、ない。

　意味は自分で見つけるのよ。

　レーレにそう言ったのはユユだ。

　じゃあ、わたしは？　わたしが生きている意味は……？

　どこを歩いていても、男たちの粘っこい視線が絡みついてくる。平気だ。いつものことだ。慣れている。そのはずなのに、胸が苦しい。きっと暑いせいだ。いつの間にか早歩きになっている。まるで何かに、誰だれかに追われているかのようだ。追われている。視線に。そんなことはない。男たちは見ているだけだ。本当にそうだろうか。あの顔。見覚えがある。さっきぶつかってこようとした男だ。通りすぎていったはずなのに、行く手にいる。どうして。こっちを見ている。寒気がした。こんなに暑いのに。

　ユユは市場から離れた。

　市場は人が多すぎる。

　人がいなければ、誰かに見られることもない。

　ユユはさらに足を速めた。

　ここはどこだろう。わからない。いい。どうでも。とにかく、ひとけの少ないほうへ。人のいないほうへ。太い通りから、細い通りへ。脇わき道へ。ユユは顔をうつむけ、上目遣いで前を見すえて歩いた。

　足音が聞こえる。

　ユユの足音だけじゃない。もう一人。後ろだ。

　つけられている……？

　振り向むいて確認すればいい。確かめるべきだ。できない。足を止めたら、すぐに追いつかれてしまいそうな気がする。後ろを見たら、その瞬間、飛びかかってくるかもしれない。そんなわけがない。後ろの足音はそこまで近くない。大丈夫だ。きっと、大丈夫。

　ユユは立ち止まらずに顔だけ振り返らせた。

　いた。

　大柄な男だ。顔の下半分は髭ひげだらけで、すさんだ雰囲気を漂わせているけれど、おそらくまだ若い。二十歳はたちそこそこだろう。

　ユユは前を向いた。すぐそこの横道に入ってから駆けだして、少し行ったところの路地に飛びこんだ。人ひとり通るのがやっとの、かなり狭い通路だ。ユユは建物の外壁に背中を押しつけた。心臓の音がすごい。うるさい。呼吸が。胸を押さえて、息を止めた。

　男は追いかけてくるだろうか。

　足音は聞こえない。

　静かに、ゆっくりと息を吐いて、吸った。

　この路地は行き止まりのようだ。通り抜けることはできないから、引き返すしかない。

　なんだかいやな予感がした。

　大丈夫だ。何の物音も聞こえない。

　ユユは路地から出た。

　途端に腕をつかまれた。

　悲鳴をもらしそうになった。我慢した。あの男だ。路地を出てすぐのところで息をひそめていたのか。引っぱられて抱きすくめられた。なんて力だ。ユユは身をよじった。

「は、放して！　放しなさいよ……！」

「けちけちするんじゃねえよ」

　男は顔を近づけてきた。なまぐさい息にぞっとした。

「どうせ淫いん売ばいだろう。客寄せのためにそんな恰かつ好こうしてるんだろうが」

「誰だれが……！」

　男は袖そでをまくりあげているから、毛むくじゃらでべたべたした腕がユユの腕にふれている。くさい。ひどい臭におい。気持ち悪い。突き放したいのに、できない。腕力が違いすぎる。男はユユの顔に頬ほおをすりつけてきた。髭ひげが痛い。

「いいだろ？　金なら出すぜ。いくらだよ？」

「お金なんか――」

「何だ。タダでいいのか」

「ふざけないで！」

　ユユは激しく頭を振った。男の鼻面に頭突きを見舞う恰好になった。

「でっ……！　て、てめえ！　何しやがる！」

「放しなさいと言っているのよ！　わたしは――」

「何だってんだ、ああ!?　人が下した手てに出てりゃあ、いい気になりやがって……！」

　男はユユを持ちあげた。路地だ。路地に連れこむつもりだろう。ユユは必死に暴れながらあたりを見まわした。いる。人はいるのだ。二人。いや、三人も。遠くからこっちを見ている。見ているだけだ。近づいてこようともしない。助けて。叫びかけて、危ういところでこらえた。冗談じゃないわ。助けなんか求めるものですか。求めたとしても、きっと誰も助けてなんかくれない。誰も。

「おら……！」

　男は乱暴だった。ユユは路地に投げこまれた。おしりを、背中を地面に打ちつけて、息がつまった。とっさに首に力を入れたので、頭は打たなかった。痛い、なんて思っている暇はない。男がのしかかってくる。いや。いや。いや。こないで。さわらないで。ふれないで。近づかないで。気持ち悪い。怖い。怖い。怖い……！

　助けて。お願い。助けて、レーレ。

　泣いてしまいそうだ。泣かない。泣き叫んだって、どうにもならない。

「――うえっ……！」

　無我夢中だった。ユユは思いきり男を蹴けりつけた。たぶん、股こ間かんだ。ユユの蹴りは男の股間に命中した。男が怯ひるんだ。というよりも、悶もだえ苦しんでいる。急所なのだ。ユユは容赦しなかった。する必要がない。股間を押さえている男の両手だ。蹴って、蹴って、蹴りまくった。それから、膝ひざだ。男は悲鳴をあげて、よろめいた。今だ。

　立ちあがるなり、男の顔面を踏みつけるように蹴飛ばした。

　尻しり餅もちをついた男を蹴倒して、ユユは走った。

　ざまあみろ。ざまあみろ。ざまあみろ。

　笑いながら走った。

　いい気味。いい気味だわ。女だと思って、甘く見るからよ。いい気味。

　だんだん苦しくなってきた。それでもユユは走った。走っても、走っても、もっと逃げないといけないような気がして仕方なかった。まだ足を止めてはいけない。だって、ここは安全じゃない。だから、ここから離れないと。ここから。ここ。ここって、どこ？　どこまで行けばいいの？　安全な場所なんて、どこにあるの……？

　息が切れて、脇わき腹が痛くなって、汗だくで、足が前に進まない。

　ユユは立ちどまり、身体からだを折って、両膝を手で押さえた。

　声が聞こえる。通りすがりだ。何か言っている。

　顔を上げると、中年の男と目があった。ユユを舐なめるように見ている。背筋が冷たくなった。ユユは逃げるように歩きだした。実際、逃げたのだ。怖い。何が？　何が怖いっていうの？　怖くない。怖くなんかない。わたしは何も怖くない。

　ただ気持ち悪いだけだ。

　ユユは両腕で自分の身体をきつく抱いた。

　さわられた。あの手に。汚らわしい手に。腕を。他ほかの場所も。顔に顔をこすりつけられた。気持ち悪い。身体を洗いたい。何度も何度も洗いたい。洗うだけじゃ足りない。この皮膚を剥はぎとって、捨ててしまいたい。

　男はユユを捜しているだろうか。追いかけてくるだろうか。見つかったら、どうしよう。どうすれば。

　ユユは唇を噛かんだ。大丈夫。きっと大丈夫だから、胸を張って歩けばいい。下を見ていないで、前を向むいて歩けばいい。

　できない。どうして。レーレ。助けてよ。

　レーレはいない。

　セルジュたちと一緒に、戦争をしに行った。

　わたしは、一人。

　一人なんだ。



　　　



　森はどこまでも深く、相変わらずやけに静かだ。

　魔女討伐隊雨雲は、従士たちを前に出して、騎士たちは躍起になって馬を静めさせ、誰だれも彼も必要がなければ口を開かず、なんとか静寂を破るまいとしている。

　ハイデンを発たって四日目の夕暮れどきだ。

　レーレの位置からは見えないが、雨雲の前衛はすでに洞どう窟くつの魔女砦とりでを視界に収めているらしい。

　ここにたどりつくまで、雨雲は結局、一度も魔女の襲撃を受けなかった。敵は雨雲の接近に気づいていないのか。馬うま廻まわり組ぐみの左翼衆にいる雨雲作戦参謀のタキ・シギノは自信満々といった様子だけれど、さすがにそこまで楽観してはいないようだ。

　作戦部密偵からの報告によると、洞窟の魔女砦に集結している魔女の一党は、多く見積もっても四百、狼おおかみなどの獣をふくめても、五百には届かないはずだという。密偵たちは二つある砦の出入り口をずっと監視しているらしいので、敵の兵力についてはまず間違いないということだが、そうだとしたら、戦闘要員だけで千名を超える雨雲の半分以下だ。敵はおそらく、玉砕覚悟で打って出るか、尻尾しつぽを巻いて逃げだすか、決めかねているのではないか。タキ・シギノはそう考えているようで、この戦いはこちらが先手を打った時点で勝ったも同然だと見なしているような節もある。ただ、百戦錬磨のギューヌ・カルヴァン隊長は、それほど簡単に事が運ぶとは思っていないだろう、というのが、セルジュ・フレンドールの推測だ。

　雨雲は慎重に慎重を期して、確実に洞窟の魔女砦を攻略しようとしている。

　レーレの目から見ても、隊員たちにゆるみはない。皆、緊張感を持って、間近に迫った戦いに備えている。

「そろそろか」

　ヨナハンが、ふう、と息を吐いて、アルフォンスの頸くびを撫なでた。

　たしかに、前のほうが慌ただしくなってきている。

　ぜんぶで十三ある魔女討伐隊は、各々が独自の戦法を持ち、また、それにあわせた装備を調えているらしい。雨雲の場合、重装の騎士はモーラン弩どと呼ばれる小型の弩いしゆみを二台、馬の鞍くらにぶら下げていて、軽装の従士は短弓を携帯している。モーラン弩と短弓による一斉射撃で矢の雨を降らせるのが雨雲の得意技なのだ。

　レーレは黒くろ鹿か毛げのエリオを進ませて、セルジュやヨナハンとの距離を少し詰めた。

「突入するのかな」

「敵が出てこなければ、そうなるだろうな」

　セルジュは身体からだをひねって振り向いた。兜かぶとを被かぶっているけれど、面めん頬ぽおを上げているので、顔が見える。その表情がわずかに曇った。

「そうか。洞どう窟くつに籠こもられると、雨雲の戦術は使えないな」

「相手はこっちを知ってるってこと？」

「敵に訊きけ」

「訊いても、教えてくれないんじゃないかな」

「あたりまえだろうが」

　セルジュは肩をすくめた。

「おかしなことを言うやつだ。だいたい、おまえは一介の従卒にすぎないんだからな。余計なことは考えずに、命令されたとおりに動けばいいんだ」

「べつに、何も考えてないよ。ただ……」

「ただ、何だ」

「静かすぎるような気がして」

　レーレは黄昏たそがれ色に染まった森を見まわした。

「ずっとだけど」

　セルジュは眉まゆをひそめた。ヨナハンもレーレを見た。何か言おうとしたのかもしれない。口を開きかけて、途中でやめた。

　カルヴァンだ。

　号令はなかった。

　右手を高々と上げて、振りおろしただけだった。

　それだけで、従士隊が一斉に動きだした。

　約七百五十名からなる従士隊の主力は、正面にある洞窟の魔女砦とりでの表口へ。残りの従士百名ほどからなる分隊が、右斜め前方にある裏口めがけて進んでゆく。

　騎士隊は従士隊の後ろをゆったりと前進して、戦況をうかがうことができる位置で停止するだろう。そこでひとまず待機することになる。

　レーレたちも並足で馬を進めた。

　従士隊はどんどん足を速めてゆく。

　騎士隊はあっという間に引き離された。

「見えたぞ」

　セルジュが兜の面頬を下ろした。言われるまでもない。レーレの目も洞窟の魔女砦をとらえていた。前方２ナート（約２００ｍ）ほどの地面が隆起している。その斜面だ。洞窟が口をあけている。けっこう大きい。見かけは完全に天然の洞窟だけれど、その前に豚人間やら岩肌人間やら狼おおかみやらがいる。数は多くない。あわせても十くらいか。

「主の御為にロオ・エルウ……！」

　カルヴァンの声だ。騎士たちが次々と唱和した。主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ……！　ヨナハンも、セルジュも声を張りあげた。従士隊も叫んだ。叫びながら、従士隊の主力は表口の３ゲイン（約60ｍ）くらい手前で足を止めた。矢だ。表口めがけて矢を射かけた。豚人間が一人と、狼おおかみが何頭か、矢を浴びて倒れた。残りは表口の中へと退いていった。雨雲はわいた。

「よし……！　奇襲になったようだ！」

　セルジュも興奮しているようだ。

「いや」

　ヨナハンは冷静だ。

「敵の動きが速い」

　らしくないけれど、ヨナハンの言うとおりだ。表口の奥おくから豚人間がぞろぞろ出てきた。一人や二人じゃない。たくさんだ。しかも、どいつもこいつも大きな盾を構えている。豚人間たちはみるみるうちに表口の入り口付近に肉と鉄の壁を築いた。あれじゃあ矢なんて通じない。それなら、とばかりに、従士隊の主力は抜剣して突撃するようだ。数ならこっちのほうが遥はるかに勝っている。正面からぶつかりあったら、豚人間たちは持ちこたえられないだろう。案の定だった。一撃で勝負がついた。従士隊の主力は豚人間たちをたやすく突き崩してしまった。

「見ろ」

　セルジュは軽く笑った。

「速かろうと鈍かろうと関係ない。戦力差は歴然としている」

「待って。あっち」

　レーレは従士分隊が迫ろうとしている裏口を指さした。あたりまえのことかもしれないが、カルヴァンたち雨雲の上層部も気づいていたということだろう。セルジュやヨナハンがレーレが示したほうへ視線を転じるより早かった。

「騎士隊！　裏口へ向かい、従士分隊を掩えん護ごだ……！」

　カルヴァンがそう指示を出すなり馬ば腹ふくを蹴けった。セルジュにしても、ヨナハンにしても、まだ若いとはいえ、魔女狩りの騎士たちだ。指令には即座に反応した。レーレはちょっと手間取った。手綱捌さばきがまずかったのか、エリオが頸くびを振っていやがったのだ。すぐに言うことを聞いてくれたものの、みんなに遅れをとってしまいそうになった。

「エリオ、急いで！　頼むから……！」

　馬に軽く見られると、いざというときに従わなくなるので、お願いするのはよくない。わかってはいるけれど、そんなことは言っていられない。裏口は表口とは違う状況になっていた。敵だ。洞どう窟くつの魔女砦とりでの裏口から敵が出てきた。やはり盾を構えた豚人間やら岩肌人間やらが、三十か四十、いや、それ以上だろう。まだいる。もっとだ。あとからあとから出てくる。それでも、百名ほどの従士分隊は怯ひるまずに突っこんでいった。両者は裏口を出てすぐのところで衝突した。互角だ。さしあたっては。でも、裏口の奥おくまでは見えない。敵の総数がわからないということだ。もしかしたら、敵はこっちの出方を読んでいて、裏口に多くの戦力を配置し、従士分隊を突破して逃げようとしているのかもしれない。もしそうだとしたら、従士分隊が危険だ。従士隊の主力はすでに表口の守りを破って、洞どう窟くつの魔女砦とりでに傾なだれこもうとしている。騎士隊およそ百五十名は従士分隊を支援するべきだろう。実際、カルヴァンはそうするつもりのようだ。騎士隊はいきなり動きはじめて、急に加速したから、隊列がやや縦長になっているけれど、それにしてもセルジュとヨナハンはレーレより半ゲイン（約10ｍ）ばかりも先行している。レーレはエリオを急せかそうとした。まるで見抜かれているようだった。

「わっ……！」

　エリオが速度を上げた。突然だったから、レーレは馬上で体勢を崩しかけた。なんとか持ちなおして、頭を低くした。だめだ。おれ、馬に振りまわされてる。

「エリオ、おまえは馬なんだからな……！」

　こんなことしか言えないなんて、なんだか情けない。それに、何を言っても無駄だろう。言葉じゃない。態度でわからせないと。余裕ができたら、自分のほうが上だということをエリオにわからせてやる。今はそのときじゃない。レーレは、あっ、と叫んだ。

　ボエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエェェェェ……！

　何だ、この音。何かの鳴き声だろうか。すごい。というよりも、ひどい。騎士隊の隊列が乱れた。竿さお立だちになった馬もいる。横転した馬も。エリオは大丈夫だ。足をゆるめかけて、また走りだした。レーレはまだ顔をしかめている。心臓が痛い。眩暈めまいが。冷や汗が。前方に目を凝らした。裏口の敵が一気に押しだしてきた。まずい。あの声のせいか。従士分隊が崩れそうだ。なんとか踏みとどまっているが、きっと保もたない。

　何だよ、あれ。

　敵の中に、変なやつがいる。

　まだ距離があるけれど、レーレには見える。はっきりと。

　豚人間や岩肌人間と、大きさはさほど変わらない。同じくらいの、毛玉だ。毛むくじゃらの脚が生えている。赤い割れ目は、ひょっとして口か。

　その口が大きく開いた。

　くる。

　レーレは手綱を握ったまま、思いきり身体からだを低くして腕で耳をふさいだ。

　やっぱりだ。きた。

　あの声だ。

　ボエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエェェェェ……！

　心構えをしていたぶん、一度目よりはましだった。それでも、胸がばくばくしている。つめたい汗が止まらない。歯を食いしばっていないと、顎あごが震えそうだ。従士分隊は決壊した。敵が出てくる。どんどん出てくる。あの毛玉。魔王だ。あの声は魔王の咆ほう吼こうだ。前のほうでカルヴァンが怒鳴った。

「従士分隊、下がれ！　下がれ……！　騎士隊、モーラン弩ど構えぇぇい……！」

　カルヴァンにつづいて、馬うま廻まわり組ぐみの騎士たちが同じ命令を連呼しながら、鞍くらからモーラン弩を外した。従士分隊は敵に背を向けて逃げだした。そこに敵が殺到して、十人、いや、それ以上の従士たちがほとんど一瞬で斃たおれた。後ろの仲間が敵に斬きられ、突き殺されている間に、逃げろ、逃げろ、逃げろ。振り返る暇はない。カルヴァンが騎士隊を停止させた。レーレも手綱を引いてエリオを止まらせ、セルジュやヨナハンと馬を並べた。レーレたちは雨雲の隊員じゃないから、モーラン弩は使えない。見ているしかない。カルヴァン以下の騎士たちが、逃げてくる従士たちに向かって、散開、散開、と叫んでいる。モーラン弩の射線上から外れろ、ということか。後ろからものすごい勢いで敵が迫ってきている。従士たちにしてみれば酷な要求だ。それに、騎士隊から敵まで、もう２ゲイン（約40ｍ）くらいしかない。カルヴァンは決断したようだ。

「従士分隊！　伏せえぇぇい……！」

　即座に反応できた従士は半分もいなかった。

　驚いたことに、敵のほうが素早かった。

　誰だれだ。あいつだ。毛玉魔王の後ろに女がいる。白髪だ。老女なのか。でも、背筋はぴんとのびている。晴れ渡った空のような瞳ひとみの色が目に焼きついた。女は長い槍やりを持っている。きっと魔女だ。魔女が何か叫んだ。その途端、敵は一斉に足を止めて盾を構えた。カルヴァンが声を張りあげた。

「撃てえぇぇい……！」

　風を切る音が重なって連鎖した。百五十台くらいのモーラン弩が矢を撃ちだしたのだ。そのうちの何本かは伏せることができなかった従士にあたった。あとの半分くらいは敵に命中したけれど、大半は盾に突き刺さるか、弾はじかれた。残りは外れた。敵の被害はそれほど多くない。毛玉魔王は三本や四本の矢を浴びたようだが、平然としている。

「騎士隊、抜剣！　突撃用ぉー意……！」

　カルヴァンが雨雲の剣を振りあげた。

　敵は盾を構えたままあとずさりしはじめた。

　セルジュとヨナハンが剣を抜いた。レーレも右手で剣の柄つかを握った。

　思わず目を瞠みはった。

　あれは。

　魔王と魔女のそばだ。

　大きな狼おおかみがいる。二頭だ。そのうちの一頭の背には、白髪白はく髭しの小さな老人が乗っている。それから、短剣を構えている小さな人間。彼らに守られているかのようだった。

　あの金髪の女。見覚えがある。というか、知っている。

　両手持ちしている剣が、まるで似合っていない。

「アラベラだ」

「何だと……!?」

　セルジュはそのあとに、どこだ、とつづけようとしたのだと思う。ど、までしか言えなかった。

「ハイヤッ……！」

　ヨナハンが馬腹を蹴けってアルフォンスを走らせたからだ。まだカルヴァンは突撃の命令を下していない。ヨナハンは単騎で隊列から飛びだした。騎士隊に動揺が走った。

「ヨナハン・クロムスティード！　突出するな！　ええい……！」

　カルヴァンは剣を振りおろした。

「突撃！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド……！」

　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド……！　騎士たちは唱和しながら馬を進めたが、ちょっとばらついた。それに、カルヴァンの命令も遅かった。ヨナハンのせいだ。ヨナハンが勝手に突っ走ったりしたから、敵にほんの少し時間を与えてしまった。その間に、敵は踵きびすを返していた。退ひく。退いてゆく。でも、こっちは馬だ。木をよけて走らないといけないし、足場もそれほどよくない。レーレの素人馬術では、セルジュについてゆくだけで精一杯だ。それでも、敵の全力疾走よりいくらか速い。

「ヨナハン……！　あの馬ば鹿か……！」

　セルジュが吐き捨てるように言った。

　ヨナハンはもう敵勢の中にいる。

　騎士隊の先せん鋒ぽうが敵の最後尾をとらえつつあった。

　不意に背筋が寒くなった。

　何だ。

　声。

　遠い。

　前じゃない。後ろだ。

　毛玉魔王のそれとは違う。前に聞いた牛頭人身の魔王の声とも違う。もっと人間の声に近い。でも、どこか似ている。たぶん、魔王の咆ほう吼こうだ。なんで後ろから。

　レーレだけじゃない。騎士たちは全員、今の声を聞いたようだ。騎士隊の足が鈍った。レーレは振り返った。何もいない。深い森だ。見えないだけかもしれない。

「止まるな！　進め！　進め！　主の御為にロオ・エルウ……！」

　カルヴァンの声じゃないと思う。誰だれか他ほかの騎士だ。セルジュに、行くぞ、と声をかけられた。逆らうわけにはゆかない。レーレはエリオを励ました。駆けろ。駆けろ。駆けろ。でも、いいのか。首筋がびりびりする。なんだか、敵に追いすがろうとしているはずなのに、まるで逃げているみたいだ。あの声。魔王の咆ほう吼こうだった。後ろから聞こえてきた。本当にこれでいいのか。

　敵は騎士隊に食いつかれながらも、裏口へと逃げこんでゆく。裏口は表口よりも狭い。馬に乗ったままでは思うように身動きがとれないだろう。騎士たちは裏口の手前で馬を下りた。散り散りになっていた従士分隊が戻ってきて、下馬する騎士たちを守った。ボエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエェェェェ……！　毛玉魔王が吼ほえた。これで三度目だ。百戦錬磨の魔女狩りたちはもうほとんど怯ひるまなかった。騎士と従士は敵を追って裏口に飛びこんでゆく。セルジュも葦あし毛げのシリルから飛び降りた。

「エリオ、やばくなったら逃げろ！」

　レーレはエリオにそう言いふくめて下馬した。見れば、近くに栗くり毛げのアルフォンスもいる。アルフォンスとシリルは仲がいい。どちらも賢い馬だ。三頭一緒にいれば、たぶん、何があっても大丈夫だろう。

　きっと何か起こるんだ。

　よくないことが。

　レーレは右手で雨雲の剣を抜いて、裏口へと足を踏み入れる前に、もう一度、深い森を振り返った。セルジュに呼ばれた。

「レーレ！　何をしている……！」

　騎士やら従士やらが、レーレをよけてぞくぞくと裏口に突入してゆく。こんなところで立ち止まっていたら邪魔だ。

「いま行く！」

　レーレは洞どう窟くつの中へと駆けこんだ。幅も高さも半バーレ（約２・５ｍ）くらいだろうか。やっぱり、かなり狭い。雨雲の隊員が押しあいへしあいしている。セルジュはどこだろう。いた。１バーレ（約５ｍ）くらい前方だ。すぐそばなのに、レーレとセルジュとの間には騎士や従士が何人もいて、これ以上、近づけそうにない。

　雨雲の前進はひどくゆっくりだ。

　奥おくに明かりがあるのか。外からの光もあるし、それほど暗くはない。

　ヨナハンは大丈夫だろうか。

　レーレは背が高くないし、ほとんどぎゅうぎゅう詰めなので、よく見えないけれど、前のほうから剣けん戟げきの響きや雄お叫たけび、悲鳴が聞こえる。

　我慢して、しばらくじりじり進んでいたら、急に人の流れが速くなった。

「後退したぞ！　追撃しろ！」「追え！」「ひねり潰つぶせ……！」

　敵が下がりはじめたのか。なんだかよくわからないけれど、周りの連中が駆けだしたら、レーレもあわせるしかない。走りはじめた途端に四度目がきた。ボエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエェェェェェェェェ……！　すごい衝撃だった。鼓膜が破れそうだ。心臓が飛び跳ねている。狭い洞どう窟くつの中だからだろう。さっきよりもずっと音が大きく聞こえた。強烈だった。でも、こっちを怯ひるませるための魔王の咆ほう吼こうだということはわかっている。一瞬、誰だれも彼も足を止めて、前がつかえたけれど、すぐにまた動きだした。アラベラ！　アラベラ！　アラベラ……！　そう叫んでいるのはヨナハンか。洞窟は進むごとにだんだん広くなってきた。そのぶん、人と人との間隔もだいぶ開いてきた。これならセルジュに追いつける。レーレは前の騎士や従士を追い抜いて、セルジュに並んだ。暗いからだろう。セルジュは兜かぶとの面めん頬ぽおを上げている。ちらりとレーレを見た。レーレは息をのんだ。ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォォォォォゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……！

「――な、何だ……!?」

　セルジュが立ち止まった。レーレも思わず足を止めていた。みんなだ。全員同じだった。そんなに近くはなかった。でも、今の声は、咆吼は、前じゃない。後ろから聞こえてきた。外。洞窟の外からだ。レーレは呟つぶやいた。

「敵だ」

「敵……？」

　セルジュは頭を振った。

「馬ば鹿かな。なんで後ろから敵が――」

　なんでか。そんなことはわからないけれど、敵だ。間違いない。あの鳴き声。狼おおかみだ。それに、鬨ときの声こえ。人間じゃない。豚人間や岩肌人間だろう。もちろん、後ろからだ。洞窟の外に敵が、それも、たぶんそうとうな数の敵がいるのだ。

「全隊、停止！　止まれ……！」

　カルヴァンの声だ。どうやら、わりと近くにいるらしい。レーレは目を凝らした。いた。１ゲイン（約20ｍ）も離れていない。

「隊形を整えろ！　密集隊形！　いったん外に出るぞ！」

「くそ……！」

　セルジュが舌打ちをして駆けだそうとした。レーレはその腕をつかんで止めた。

「どこ行くんだよ！」

「ヨナハンを捜しに行く！　放せ！」

　セルジュはレーレの手を振りほどいて洞窟の奥おくへと向かった。

「知らないからな！　どうなっても……！」

　しょうがない。レーレはセルジュを追いかけた。途中でカルヴァンに呼び止められたけれど、無視した。どこだ。ヨナハン。騎士や従士が次々と奥おくのほうから引き返してくる。逆行しているのはセルジュとレーレだけだ。それでも戦いはまだ行われている。あそこだ。騎士と従士が壁を作っている。敵が押してきているのか。なんとか食い止めようとしているらしい。あれだと、退ひくに退けないだろう。

「ヨナハン……！」

　セルジュは味方をかきわけて前に進もうとしている。レーレもつづいた。味方はセルジュとレーレを通してくれた。おそらく、彼らもここにとどまりたくてとどまっているわけじゃない。前に出ようという奇特な者がいるなら、出ればいい。そんな心境なのかもしれない。すぐだった。この先はもう最前列だ。いた。

「ふうああ！　はああ！　らああ！　だああ！　せあああ！　でえあああ……！」

　ヨナハンは先頭に立って剣と盾を振るっていた。兜かぶとを被かぶっていない。どこかで脱げてしまったのだろう。すごい。というか、めちゃくちゃだ。ヨナハンは剣だけじゃなくて、盾も、それから身体からだ全体を使って、押しよせる豚人間や岩肌人間や狼おおかみたちを叩たたき伏せ、撥はね返している。剣術もへったくれもない。あれはもう人間業じゃない。まるで飢えた獣だ。本能で戦っているとしか思えない。顔から、鎧よろいから、何から何まで血ち塗まみれだ。たぶん、自分の血も混じっているだろう。異様な迫力だ。

　味方は二十人くらいしかいない。

　敵は倍、いや、もっといるだろう。

　思っていたよりも多い。表口と裏口はどこかで繋つながっているだろうから、ひょっとしたら、表口にいた敵部隊と合流したのかもしれない。たぶん、そうだ。ずっと向こうでも揉もみあっている気配がする。あっちにも味方がいるのか。きっと、表口から攻め入った従士隊の主力だ。つまり、敵は挟み撃ちにされている。従士隊の主力は数が多いから、敵にしてみれば、こっち側をどうにかして突破したいところだろう。実際、敵は押してきている。でも、押しきることはできていない。ヨナハンのせいだ。ヨナハンが獅し子し奮ふん迅じんの働きで敵を堰せき止めている。それどころか、ヨナハンは前進しようとしている。少しずつ、じりじりと、敵陣に食いこんでいる。

「ヨナハン、退け！　カルヴァン隊長の命令だぞ……！　くそ！　聞いてない！」

　セルジュは兜の面めん頬ぽおを下ろした。

「やむをえん！　加勢する！　レーレ、ついてこい……！」

　レーレは左手でナイフを抜いた。返事をする代わりに突っこもうとしたら、ヨナハンが豚人間を薙なぎ倒し、岩肌人間を蹴け倒たおして敵の真っ直ただ中なかに飛びこんだ。

　そこにあの女がいた。

「アァァァァァァァァァラベラアァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ……！」

「――やあっ……！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとは言いがたい、拍子抜けしてしまうような掛け声だった。それでもアラベラ・リデルは必死のようだった。何より、迷いがなかった。アラベラは両手で握りしめた剣をヨナハンめがけて突きだした。ヨナハンはアラベラに組みつこうとしたのか。それとも、抱きしめようとしたのか。わからないけれど、斬きったり殴ったりするつもりはなかったのだろう。ただまっすぐ飛びかかっていった。アラベラが自分に剣を向けるとは思っていなかったのかもしれない。ヨナハンはアラベラの剣をよけられなかった。

　アラベラの剣が、ヨナハンの左胸に、突き刺さりはしなかった。

　よほど力が強いか、勢いがついているかしなければ、剣で聖騎士の板金鎧よろいを貫き通すことはできない。

　アラベラの剣は胸甲に弾はじかれた。

　その衝撃で、ヨナハンは尻しり餅もちをつき、剣と盾を取り落とした。

　アラベラもよろめいたけれど、すぐに剣を上段に構えなおした。

「ヨナハン・クロムスティード……！」

「……アラベラ」

　ヨナハンは胸を押さえて首を左右に振った。

「なぜだ。なぜ！　どうしてだ……！」

「ヨナハン！　あなたは我が師の仇かたきです……！」

「なっ――」

　ヨナハンは絶句した。その場から動こうとしない。アラベラは剣を振りおろそうとした。止まった。もう一度、振りかぶった。ためらっているのか。

　アラベラの脇わきから大きな狼おおかみが飛びだしてこようとしている。

　鎧兜かぶとを身にまとった斧おの使いの豚人間と、大きな剣を持った岩肌人間も、ヨナハンに斬りかかろうとしていた。

　逃げろ。

　ヨナハン。

　逃げないと。

　変だ。

　やけにゆっくりだ。

　遅い。

　何もかもが。

　駆けだしたおれも、遅い。

　走っているつもりなのに、歩いているみたいだ。

　それでも、あいつらよりは、おれのほうがいくらかましだ。

　どろどろしている空気の中を泳ぐように移動して、大きな狼おおかみの鼻面を蹴け飛とばした。

「ぐおおおああふぅぅん」

　妙に間延びした太い鳴き声を聞きながら、岩肌人間の前にしゃがみこんで、大きな剣を持っている腕を蹴りあげた。

　岩肌人間の腕が上がった。

　脇わきが開いた。

　岩肌人間の肌はやたらと硬いけれど、そこなら皮膚が薄いだろう。

　脇の下に剣を突き刺した。

　案の定だった。

　ずぶずぶ入った。

　引き抜きながら、左へ跳んで、豚人間の兜かぶとを剣で撥はねあげた。

　顎あごの下だ。

　ナイフを突き入れた。

　斬きり開いて、肩で突き倒した。

　あとはあいつだ。

　ヨナハンとやつの間に割りこむのは簡単だった。

　やつは剣を振りかぶっていて、隙すきだらけだ。

　こっちを見てもいない。

　目の前におれがいるのに、やつはヨナハンしか見ていない。

　その胸の真ん中に剣を突き立てようとした。

　あと１リルン（約１cm）だった。

　ようやくやつはおれに気づいた。

　やつの目におれが映った。

　アラベラ・リデル。

　おれ、何を。

　殺す？

　アラベラを？

　そうだ。

　殺そうとしている。

　もう少しで、おれの剣はアラベラの心臓を貫く。

　アラベラは死ぬ。

　おれがアラベラを殺す。

　だめだ。

　すんでのところだった。

　レーレは剣を引いた。

　ナイフを鞘さやに戻しながら泳ぐように跳びさがって、ヨナハンの髪の毛をつかみ、思いきり引っぱった。

「立って……！」

「むおっ」

　ヨナハンは中腰になった。レーレはアラベラを見ることができなかった。おれはアラベラを殺そうとした。逃げよう。逃げるんだ。このままヨナハンを引きずって逃げよう。そうしようとした。

　重い音が響いて地面が揺れた。

　地面だけじゃない。洞どう窟くつ全体が激しく揺らいだ。

　レーレは思わずヨナハンの髪の毛から手を離してしまった。奧おくだ。何かくる。奥のほうから吹きつけてくる。風か。砂煙だ。まさか。そのまさか、だ。崩れた。洞窟が。崩落したのだ。敵のさらに向こうか。従士隊の主力がいたあたりだ。いた。そう。もういない。洞窟が崩れて、下敷きになった。全員かどうかはわからないけれど、確認する方法はない。生き埋めだ。死んだかもしれない。ボエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエェェェェ……！　毛玉魔王の咆ほう吼こうが轟とどろいた。けっこう近い。あたりまえだ。すぐそばにいる。槍やりを持った白髪の魔女も。心臓が。やばい。くる。

「――全員、後退……！」「後退だ！」「退ひけ！　退け……！」

　騎士たちが連呼しながら下がりはじめた。従士たちもそれにつづいた。セルジュが駆けてきて、盾を突きだし、弾はじき返した。アラベラだ。アラベラがヨナハンに斬きりかかってこようとして、それをセルジュが防いだのだ。アラベラは剣ごと吹っ飛ばされた。

「この女め狐ぎつねめ……！　ヨナハン！　退くぞ！」

「だが……！」

「早く！」

　レーレは剣を拾ってヨナハンに渡した。ヨナハンは叫んだ。

「あああああああ……！」

　大声を出しながら走りだした。毛玉魔王はなぜか攻めかかってこない。白髪の魔女はアラベラを助け起こそうとしている。セルジュが顔をこっちに向けた。レーレは顎あごを振って後ろのほうを示してみせた。

「先に行って！」

「従卒が命令するな！　同時だ！　いいな！　今だ、退け……！」

　セルジュが踵きびすを返した。主人の命令だ。レーレも敵に背中を向けて駆けた。セルジュは鎧よろいを着ているので、レーレよりもだいぶ足が遅い。速度をあわせると、かなり余裕があるので、レーレは何度も後ろを見た。敵は前進しているものの、追いかけてくるというかんじじゃない。やけに落ちつきはらっている。

　なぜか。

　それくらいのことは、レーレにもわかる。

　さっきまで、敵は前後から挟み撃ちにされていた。今は違う。洞どう窟くつが崩れて、従士隊の主力はたぶん壊滅した。騎士隊や従士分隊は洞窟から出ようとしている。外にはおそらく、敵の別働隊がいるだろう。敵が落ちついているのは当然だ。慌てる必要がない。慌てなきゃいけないのは、こっちなんだ。

　カルヴァンは、でも、騎士や従士たちをしっかりと統率していた。

「よし！　隣の者を確認しろ！　息を整えるのだ！　恐れることは何もないぞ！　我らには主しゆの加護がある！　前衛、盾構え！」

　隊長のカルヴァンを中心として、百人くらいだろうか。もう少しいるか。洞窟の裏口に向かって密集隊形が組みあがっている。レーレとセルジュはその最後尾についた。ヨナハンもすぐ前にいる。タキ・シギノはどこだろう。いた。カルヴァンのすぐそばだ。死人みたいな顔をしている。怪け我がをしているわけじゃなさそうだ。意気消沈しているのだろう。それもやむをえない。少なくとも今のところ、この作戦は大失敗だ。挽ばん回かいできそうな気がちっともしない。だって、ここにいる百数十人が、魔女討伐隊雨雲の全兵力なのだ。千人以上いたのに、あっという間にたったこれだけになってしまった。

「洞窟から出るぞ！　雨雲、前進！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド……！」

　カルヴァンの声が朗々と響き渡った。

　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド……！

　雨雲は進みはじめた。

　こんな状況なのに、みんなやけっぱちになっている様子はない。さすがに実戦経験豊富な魔女狩りたちだ。度胸がすわっている。たいしたものだ。感心しかけて、レーレは首を振った。違う。そうじゃない。この雰囲気。なんだか重みがない。どこか空虚だ。全員、おとなしくカルヴァンの命令に従っているけれど、気迫が感じられない。大おお袈げ裟さに言えば、半分寝ているかのようだ。もしかしたら、これが現実なのか、それとも夢なのか、よくわかっていないのかもしれない。それで、ぼんやりしている。正直、レーレも妙な気分だ。非常事態、というよりも、たぶん、絶体絶命の危機に直面しているといってもいいだろう。そのわりに、どういうわけか怖くない。不安もそれほど感じない。ヨナハンは大丈夫かな。なんとなくそんなことを考えている。まるで気が抜けているみたいだ。身体からだにうまく力が入らない。

　雨雲は黙々と洞窟を進んだ。

　だんだん狭くなってきた。

　裏口はもうすぐだ。

「敵がいないな」

　誰だれかがぽつりと呟つぶやいた。

　大きく息を吐く者がいた。唾つばをのみこむ者もいた。洟はなを啜すする者がいた。

　ヨナハンが振り向むいて小声でもらした。

「……アラベラ……」

　セルジュが舌打ちをした。

　雨雲の先頭が外に出た。

　止まらない。ゆっくりになることもない。

　日はもう沈んでいる。

　だいぶ暗い。

　雨雲はカルヴァンを真ん中に置いて、裏口を出てすぐのところで球形陣を組んだ。

　さっきまで、レーレとカルヴァンとの距離はだいぶ離れていたけれど、今はすぐ近くにいる。

　カルヴァンはレーレを見た。兜かぶとは被かぶっていない。髪も、髭ひげも乱れ、日焼けした顔は汗と埃ほこりで薄汚れている。険しい表情だ。何か言おうとしている。でも、言えないのだ。カルヴァンは隊長で、周りには、ずいぶん数が減ったとはいえ、大勢の部下がいる。

　きっと、カルヴァンは謝りたいのだろう。そういう顔をしている。

　レーレは首を横に振ってみせた。べつに、カルヴァンを恨む気持ちはないし、謝られても困る。

　カルヴァンは一度、目をつぶって、前に向きなおった。

　薄暗い空の下で、森は一足早く闇やみに染まっている。

　闇の森は魔女の領土だ。

　いる。

　正面だけじゃない。どっちを向いても何かがいる。闇が深いせいで、はっきりとは見えないけれど、豚人間や岩肌人間がいる。身体中が黒い毛に覆われたやつがいる。鱗うろこガエル人間がいる。狼おおかみがいる。熊くまもいる。爛らん々らんと光る目の数は、とうていかぞえきれない。百や二百ではきかないだろう。もっとだ。その十倍かもしれない。

「主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド……」

　一人の従士が低い声でそう呟いて星せい印いんを切った。数人が同じことをした。三人か、多くても五人くらいだ。

　レーレは目を凝らした。

　暗い森の奥おくから何者かが進みでてくる。

　女だ。

　一瞬、裸じゃないのかと見まごうような恰かつ好こうをしている。

　見たことがある。あの魔女。クローデルを襲撃した魔女たちの中にいた。

　ざわめきが起こった。

「……馬ば鹿かな」

　セルジュが呻うめくように言った。

「ドラコだと……？」

「なぜだ！」

　タキ・シギノが叫んだ。

「なぜ、魔女の首領が……そんな情報は、どこにも……！」

「うろたえるな！」

　カルヴァンは一喝するなり盾を捨て、剣を両手持ちして構えた。

「まだだ！　我らの戦いはここからだぞ！　決してあきらめてはならん！　聖騎士の誇りを忘れるな！　最期まで戦い抜いた者は主しゆがお救いくださるだろう！　恐れを捨てよ！　剣を持て！　むしろ、我らは喜ぶべきだ！　見よ、すぐそこに魔女の首領がいる！　我らは絶好の機会を与えられたのだ！　勇敢なる雨雲の戦士たちよ！　この一戦には身命を賭とする価値がある！　魔女ドラコを討ちとろうぞ！　人類のために……！」

「人類のために！」「人類のために！」「人類のために！」「人類のために！」「人類のために！」「人類のために！」「人類のために！」「人類のために……！」

　雨雲の隊員たちは声をそろえて剣を突きあげた。虚脱感も、動揺も、いっぺんに吹き飛んだ。セルジュも、ヨナハンも、隊員たちと運命をともにする決意なのだろう。いやでもそうするしかないのだ。雨雲は完全に包囲されている。レーレは左手でナイフを抜いて、逆手に握った。右手に持っている雨雲の剣はなまくらじゃない。よく斬きれる。不意に思った。馬はどうしたんだろう。黒くろ鹿か毛げのエリオは。栗くり毛げのアルフォンスは。葦あし毛げのシリルは。他の騎士たちの愛馬は。逃げたのだろうか。なんとなく、魔女は馬を殺さないような気がする。獣は魔女たちの味方だ。きっと大丈夫だろう。

　ああ――。

　ユユ、おれ――、

　レーレは唇を噛かみしめた。

　やだな。

　もう会えないなんて、やだ。

　死にたくない。なんでこんなことに。戦争なんて。でも、何を思ったって、もう遅い。どうしようもない。

「雨雲よ……！」

　カルヴァンが力強く足を進めると、騎士や従士たちは道を譲った。隊長自ら先陣を切るつもりなのだ。

「私につづけ……！」

　カルヴァンは駆けだした。

　隊員たちが何か大声でわめきながらカルヴァンにつづいた。

　セルジュとヨナハンも走りだした。レーレもついてゆくしかない。

　敵はまだ動かない。いや、魔女ドラコのすぐ脇わきから何かが飛びだしてきた。

　豚人間だ。

　でかい。

　兜かぶとは被かぶっていないし、鎧よろいも軽くて動きやすそうだ。右手に巨大な斧おのを、左手に大きな鎚つちを持っている。

　あいつ。まさか、ユユをさらっていったやつか。

　豚人間の狙ねらいはカルヴァンだ。

　カルヴァンも受けて立つ気なのか。

「俺おれはベンハート……！」

　明らかに人間とは違う野太い声だ。でも、人間の言葉だった。

「我が名はギューヌ・カルヴァン……！」

　カルヴァンは名乗りながら剣を振りおろした。ベンハートはカルヴァンの剣をよけなかった。わざとだ。受け止めた。肩だ。カルヴァンの剣はベンハートの肩当てをとらえた。

「――ぐぬうっ……！」

　弾はじかれた。

　たぶん、予想外だったのだ。防ぐことも、よけることもしないなんて。

　カルヴァンはよろめいた。

　終わった。

　違う。とっくに勝負はついていたのだ。ベンハートにしてみれば、あとはとどめを刺すだけでよかった。ベンハートはそうした。

　まっすぐ振りおろされた巨大な斧は、カルヴァンの頭を真っ二つにして、腰の近くまでめりこんだ。

　ベンハートはそのまま斧を振りまわした。

　カルヴァンの身体からだが血ち飛沫しぶきや臓物を撒まき散ちらしながら雨雲めがけて飛んできた。

　嘘うそだ。

　なんてことだ。

　ギューヌ・カルヴァンが敗やぶれた。死んだ。一撃で殺された。

　雨雲の士気は、闘志は、あっさりと、木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれてしまった。

　敵に突撃しようとしていた隊員たちの足が止まった。

　すかさず副隊長のレナス・ローナンが絶叫した。

「逃げ場はない！　やるぞ！　隊長の仇かたきだ！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド……！」

　主しゆに加護を願う聖句を唱和する者はほとんどいなかった。おお、とか、わあ、とか、ほとんど悲鳴に近い、破れかぶれの声がそこかしこからあがった。敵が森から涌わき出てきた。レーレは引きよせられるように左のほうを見た。あっちは敵の数がいくらか少ない。気休め程度かもしれないけれど、ちょっとだけ手薄だ。

「セルジュ！　ヨナハン……！」

　叫ぶと、セルジュだけはこっちを向いた。ヨナハンはだめだ。正面めがけて突っ走っている。レーレは左のほうを指さした。セルジュは首を振った。ヨナハンを追いかけるつもりなのか。くそ。レーレは足を速めて、一気にセルジュの前に出た。ヨナハンは。他人のことを気にしている場合じゃない。敵だ。速い。くる。狼おおかみだ。あいつは。左目が潰つぶれている。洞穴で魔女と魔王の死体を見つけたときに出くわした。ユユから名前を教えてもらった。あいつはルカオンだ。

　ルカオンはあっという間に肉薄してきた。

　もうこんなに近くにいる。やばい。

　やられる。

　かわせない。このままだと無理だ。ユユ。会えない。やだ。死にたくない。おれには、できる。もっと速く。速く、速く、速く動けるんだ。

　ぎりぎりのところだった。ルカオンはレーレを突き倒そうとしたようだ。そのまま一気に首に噛かみついて、息の根を止めようとしたのかもしれない。紙一重だった。レーレは左腕を上げて身をよじった。ルカオンの爪つめがレーレの左脇わき腹ばらをかすめていった。服が破れて、皮膚も少し破れた。じりじりする。もっと速く動けるはずなのに。レーレは振り返ろうとして、やめた。ルカオンの手下か。似たような狼が飛びかかってこようとしている。三頭。そのうちの一頭に見覚えがある。背赤だ。あのときも先頭を切って襲いかかってきた。今回も同じだ。でも、遅い。あのときよりずっと遅い。おれが速いんだ。

　レーレは背赤の口に雨雲の剣を突っこんだ。背赤自身の勢いも加わった。背赤は串くし刺ざしになった。レーレは剣を捨てて、もう一頭の狼の右目にナイフを突き立てた。残りの一頭は頸くびを蹴けって吹っ飛ばし、抜いたナイフを脳天にぶっ刺した。背赤から剣を引き抜くころには、レーレの動きが鈍くなっていた。遅い。遅い。遅い。だめだ。これじゃあ、ルカオンには。

　振り向くと、ルカオンは何かにのしかかっていた。ひやりとした。

「セルジュ……！」

　レーレはルカオンに躍りかかった。見透かされているみたいだった。ルカオンは軽やかに飛びさがって、レーレの剣をかわした。セルジュは兜かぶとが脱げている。怪け我がは。わからない。起きあがろうとはしている。ぶうううおおぉぉん！　背筋が寒くなった。すごい吠ほえ声ごえだった。レーレはルカオンに向きなおった。ルカオンは背中の毛を逆立てていた。猛たける炎のような光が隻眼から迸ほとばしっている。すごい殺気だ。怒っている。怒らせてしまったのだ。背赤たちを殺したからか。レーレは歯を食いしばった。どうする。遅い。もっと速く動かないと。もっと。もっとだ。そうしないと、ルカオンを殺せない。



　　　



　深い、底の見えない縦穴に投げだした足をぶらぶらさせて、ユユはいったい何を期待しているのだろう。

　何も。

　わたしは何も期待してなんかいない。

　こうして中なか丘おか町ちょうのてっぺんにある縦穴の縁に腰かけているのは、ただ、涼しい風が吹いて気持ちいいからだ。

　それに、人がこないから。

　日が暮れてから、もうずいぶんたつ。

　とうに街の門も閉まっているはずだ。

　いいかげん宿に帰らないと。でも、そんな気分にはなれない。

　この穴に飛びこんだら、どうなるだろう。

　両手で身体からだを支えて腰を浮かせてみた。ぞくっとした。すぐに座りなおした。

　立ちあがりかけて、しゃがんだ。

　穴をのぞきこんでいると、身震いがした。

　何か音がした。

　遠くだ。

　どこだろう。

　門のほうか。

　ユユは立ちあがって門のほうに目を凝らした。

　また音がした。何か硬いもので硬いものを叩たたいているのか。

　まただ。

　また。

　距離を考えれば、そうとう大きい音だろう。今度は違う種類の音がした。叩くというよりも、砕けるような音だった。

　ユユは胸を押さえた。

　狼おおかみの遠とお吠ぼえが聞こえてきた。

　一頭や二頭じゃない。すごい数だ。

　もう暗いし、ユユはレーレみたいに目がいいわけじゃない。でも、門のほうで何かが動いている。それくらいはわかる。すでに門は閉まっているはずなのに。誰だれかが開けたのか。さっきの音。そうだ。門は破られたのだ。誰に？　敵？　もちろん、敵だろう。ただ、ハイデンは国境から遠いので、隣国が攻め入ってくるとは思えない。だとしたら、答えは一つだ。人間の街を攻撃する敵といえば、魔女しかいない。魔女が攻めてきたのだ。

　でも、おかしい。

　教えてもらえなかったので、くわしいことは知らないけれど、魔女討伐隊雨雲は魔女の砦とりでを襲うためにハイデンを出たはずだ。たぶん、あの岩山の砦のような場所がどこかにあって、魔女たちが集まっているのではないか。雨雲が魔女の砦を攻めているのに、街が襲撃を受けるなんて変だ。

　変だろうと何だろうと、門は突破されてしまった。

　門の付近が明るくなった。煙だ。火か。建物に火をかけたのだ。声のようなものも聞こえる。衛兵が応戦しているのか。でも、火はどんどん広がってゆく。魔女たちは街を焼き討ちする気なのだ。

　まずい。

　逃げないと。

　どこへ逃げれば？

　クローデルもあっという間にやられた。魔女討伐隊は別としても、普通の兵隊では魔女の軍団には勝てない。魔女たちが街を焼き払うつもりなら、きっとこの街はだめだ。逃げる。そうだ。この街を出たほうがいい。だけれど、門はあのとおりだ。門以外に出口はあるのだろうか。少なくとも、ユユは知らない。中なか丘おか町ちようから見て南にある門の逆方向には、フーカー城がそびえ立っている北の小山があるけれど、魔女ドラコたちもクローデルのポンパドル城に攻め入った。フーカー城もたぶん安全ではないだろう。

　どうしよう。

　どうすればいいの。

　ユユはしゃがみこんでしまった。

　レーレ。

　助けて、レーレ。



    

  
    
      
第４話　【強き者と儚き者】





　もうすぐ太陽が昇りそうだ。夜は魔女のものだから、朝がきたほうがいいのか。少なくとも、明るいほうが遠くまで見える。闇やみは怖い。音や風や匂においだけを頼りに判断するのはつらい。敵は違う。獣は夜目が利くのかもしれないし、鼻がいい。数も多い。よくもここまで逃げてこられたものだ。ここまで。ここはどこだろう。わからない。とにかく森の中だ。それしかわからない。

　だいぶ逃げた。それはもう、かなり逃げた。やられている味方をしりめに逃げた。味方を囮おとりにして逃げた。ルカオンを撒まくことができた。あれが大きかった。あいつはやばい。手て強ごわいし、手下がたくさんいる。一対一なら、もしかしたら、なんとか勝てるかもしれない。でも、無理だ。一対一なんて。それに、この身体からだはすぐに遅くなる。速く、速く、速く動くことができる時間は、そんなに長くない。気持ちが切れると、すぐだめになってしまう。あれを何度も繰り返すと、どっと疲れが押しよせてきて、どうにもならなくなる。だめだ。これじゃあ、どうしようもない。

「セルジュ」

　レーレの主人は大木の根元に座りこんでいる。さっきまでは口を閉じて鼻で浅い息をしていた。今は静かに呼吸をしている。静か、というよりも、弱々しい、というべきか。すごい汗だ。髪の毛が顔に張りついている。つぶっていた目を、ほんの少しだけ開けた。

「あぁ」

　返事をしたつもりなのか。かぼそい声だ。レーレはセルジュの前にしゃがんで、傷の具合を確かめた。左頬ほおと右肩はかすり傷だ。右の脇わき腹ばらと左の太ふと腿ももの怪け我ががひどい。鎧よろいを着て歩けるような状態じゃないから、ずいぶん前に脱がせたけれど、もうそういう問題じゃなさそうだ。脇腹の傷には布をあてて、縄で押さえつけてある。太腿には布を巻きつけた。どちらの布も赤黒く汚れている。さわってみると、湿り気があった。まだ血が止まりきっていないのか。

　脇腹は逃げる途中に狼おおかみみたいな顔をした毛だらけのやつに槍やりでやられた。太腿はルカオンの仕業だ。あいつにがっぷり噛かまれた。

　布を新しいものに換えてやりたいけれど、手持ちがない。

　止血するには、心臓と傷の間をきつく縛ればいい、と聞いたことがある。それで、左脚の付け根を縄で縛ってみたのだけれど、これでは歩けないとセルジュに文句を言われてほどいた。やはり縛ったほうがいいか。でも、脇わき腹ばらはどうしようもない。

　セルジュが目を閉じた。

　レーレはセルジュの右頬ほおを軽く叩たたいた。

「セルジュ。セルジュ」

「……あぁ」

「たいした傷じゃない。しっかりして」

　セルジュはうっすらと目を開けて、ふ、と笑った。

「そうだな」

「そうだよ」

「すまない、レーレ」

「やめろよ。おれはあんたの従卒なんだから」

「だったら、あんたはよせ」

「ごめん」

「大丈夫だ」

　セルジュは、す、す、す、と息を吸い、大きく吐いて、うなずいた。

「大丈夫……あたしは、大丈夫だ」

「あたりまえだろ」

「生きて……生きて、戻らないと、な。おまえも……ユユに……違うんだ」

　妙だ。セルジュはどこかを見ている。レーレはセルジュの視線を自分の顔でさえぎってみた。目があわない。間違いなく、セルジュはこっちを見ているのに。

「セルジュ？」

「違う……あたしは、ただ……父上……アルフレッドが……そうじゃないんだ、そうじゃない……やめてくれ、やめて……お願いだから……」

「ちょっと――セルジュ？」

「あたしは……もう……」

「どうしたの？　なに言ってるんだよ？　セルジュ――」

　身体からだの奥おく、内臓のどこかが、急につめたくなった。レーレはセルジュの口を手で押さえた。セルジュは目を見開いた。正気に返ったのか。レーレを見て、何だ、と言った。レーレは首を横に振ってみせた。黙って、と伝えたつもりだ。セルジュはわかってくれた。

　物音が聞こえたわけじゃない。気配を感じた。そんなふうに表現するしかない。

　レーレはセルジュの口から手を離して、そっと立ちあがった。

　あたりを見まわしてみたけれど、それらしいものは目に入らなかった。暗いからか。

　何か聞こえた。今度はまぎれもなく音だ。声か。獣だ。狼おおかみの声だろう。あっちか。

　不思議だ。さっきはわからなかったのに、見当がついた途端、見えるようになった。

　何かが近づいてくる。何か、じゃない。狼だ。それだけじゃない。狼より大きい。人影のようなあれは、豚人間か岩肌人間だろう。

　セルジュが剣を握ろうとした。レーレはしゃがんで、セルジュの耳みみ許もとで囁ささやいた。

「悪いけど、足手まといだよ」

　セルジュはうなずいて、剣から手を離した。いつもこれくらい素直ならいいのに。

　レーレはふたたび立ちあがって、右手で剣を、左手でナイフを抜いた。

　雨雲の剣を手にすると、ギューヌ・カルヴァンの死に様が脳裏をよぎった。結局、父さんのことを教えてもらえなかった。たぶん、一生知らないままなんだ。それはそれでいいのかもしれない。父さんのことなんて、どうでもいい。だいたい、生きのびられるかどうかだって、わからないんだ。

　いや。

　わからなくなんて、ない。

　死んでたまるか。ユユに会いたい。絶対、生きて帰ってやる。

　レーレは腰を低くして深呼吸をした。敵は残党狩りをしているのだろう。雨雲の生き残りを捜しているのだ。でも、あいつらはたぶん、まだこっちに気づいていない。気づかれる前に、レーレはセルジュから離れておく。あいつらが方向転換したら、やりすごせばいい。このままこっちにきて、見つかりそうになったら、先手をとる。

　レーレは忍び足で隣の木の陰まで移動した。敵はどうだろう。まだ平気だ。次の木。また次の木。次。次。敵は近づいてくる。べつにいい。最初から期待はしていなかった。豚人間が四人に、それから狼が四頭か。多い。勝てるだろうか。やってみないとわからない。それに、やるしかないのだ。

　セルジュを置いて、逃げればいい。

　レーレは頭を振った。できない。それは。セルジュは主人だから？　違う。そういうことじゃない。ここでセルジュを見捨てるのは、たぶん、よくないことだ。いいか悪いか。そんなことは神さまが決めるのかもしれない。でも、よくないとレーレは思う。だったら、しないほうがいい。

　余計なことは考えるな。集中しろ。たやすく乱れる。きっと疲れているせいだ。頭が重い。そんなことはない。いける。やれる。集中だ。

　狼が吠ほえた。距離は１ナート（約１００ｍ）くらいだ。気づかれたのか。やっぱり鼻が利く。豚人間が何か叫んで、狼が駆けだした。あと３ゲイン（約60ｍ）。まだだ。もっと引きつけろ。２ゲイン。１ゲイン。さあ、行け。

　レーレは木の陰から飛びだした。

　舌打ちをした。思ったより狼おおかみたちの動きが速く見える。おれが遅いんだ。

　それでも、一頭の狼の首筋に剣を叩たたきつけ、もう一頭の腹を蹴けって、吹っ飛ばした。

　腹を蹴られた狼はすぐに起きあがり、残りの二頭はざっと飛びすさって吠ほえたてた。

　豚人間がくる。

　その前に狼を。

　どいつを先に。

　だめだ。狼たちが飛びかかってきた。三頭同時だ。レーレに腹を蹴られた一頭だけ、少し遅れた。くそ。でも、ちゃんと見えない。速い。おれが遅い。勘に頼った。レーレは地面に身を投げだして転がった。立ちあがりざまに剣を振りまわすと、狼の鼻面をかすめた。後ろか。ナイフを振りまわした。横から別の狼が突っこんできた。だめだ。よけられない。レーレは逆らわなかった。突き倒された。そうして喉のど頸くびにかぶりついてこようとした狼の口の中にナイフを突っこんだ。その狼はナイフごとレーレの手に噛かみついた。レーレはナイフから手を離さず、かえって力をこめた。ぐほん。ふほんっ。狼の顎あごが力を失った。レーレは狼を突き飛ばして、起きあがろうとした。やめて、横に跳んだら、すぐそばを二頭の狼が通りすぎていった。豚人間の声がした。狼に何か言ったのかもしれない。レーレは今度こそ起きあがった。

　四人の豚人間は鎧よろいを着て斧おのだの鎚つちだのを持っている。

　二頭の狼もいったん距離をとって、今にも襲いかかってきそうだ。

　一息ついたら、きっと足が止まってしまう。

　レーレは豚人間めがけて突っこんでいった。それにしても、遅い。遅い。遅い。遅すぎる。速く。速く。もっと速く動け。

　斧持ちの豚人間の懐に飛びこんで、その膝ひざに剣を叩きこんだ。豚人間はよろめいて、のけぞった。レーレは跳んだ。両足をそろえて、豚人間の胸を蹴けった。豚人間はひっくり返った。レーレはその反動を利用して後ろに跳躍し、着地するなり左に踏みこんで、鎚を振りおろそうとしていた別の豚人間に向かって剣を繰りだした。豚人間は身をよじった。レーレの剣は豚人間の鎧の上を滑った。レーレの体勢が崩れかけた。何かきた。下だ。左足だ。脛すねだ。狼だ。無理だ。かわせない。噛みつかれた。

「おお……！」

　レーレは狼の脳天にナイフをぶちこもうとした。硬い。頭ず蓋がいだ。狼は力をゆるめない。ナイフで何度も何度も同じ場所を叩いた。ようやく左足に感覚が戻ってきた。狼を振りほどこうとしたら、鎚が、斧が襲いかかってきた。無我夢中だった。どんなふうに身体からだを動かして逃れたのか、レーレにはわからない。とりあえず、無事だ。生きている。

　あくまで、とりあえずでしかない。

　豚人間はまだ四人いる。それと、狼が一頭。レーレは囲まれている。

　どいつが先に仕掛けてくるのか。あるいは、同時か。脛すねの傷はそれほど深くない。たいして痛くもないので、大丈夫だ。でも、息が上がっている。そう長くは保もたない。早く決着をつけないと。まだ動けるうちに、なんとかしないと。新手の敵が駆けつけてくる可能性だってあるのだ。さっさとこいつらを片づけて、セルジュを連れて逃げないと。なんでだ。どうしてかかってこない。数はそっちのほうが多いのに。

　足が前に出た。

　いい。行け。行ってしまえ。

　レーレは正面の斧おのを持った豚人間に突進した。豚人間は斧の柄を両手で握りなおした。右手と左手の間隔が広い。一撃で決めるのではなくて、振りまわすつもりだ。見える。見えるはずだ。見える。豚人間の斧はひどくゆっくりだ。レーレも遅いけれど、豚人間ほどじゃない。

　レーレはやすやすと斧をかわした。足の付け根だ。鎧よろいの隙すき間まがある。そこに剣を突き刺した。怯ひるんだ豚人間の手首にナイフで斬きりつけたところで、邪魔者が現れた。後ろから別の豚人間が突っこんできたのだ。レーレは踵きびすを返してそいつの鎚つちをかわした。むしろ、くぐり抜けた。すれ違って、そいつの首筋に思いきりナイフを突き刺した。いい手て応ごたえだった。それで気が抜けてしまったのか。そんなことはないと思うけれど、さっきまで見えていたものが見えなくなって、いきなり身体からだが重く、重たくなった。

　なんだかやけにいろいろなものがいっぺんに押しよせてきて、何がなんだかわからなくて、ひたすらあがいて、心臓が破裂しそうで、血が逆流して、気がついたら右手に何も持っていなくて、木を背にしていた。豚人間が、豚人間が、狼おおかみが、豚人間が、迫ってくる。レーレはわめきながらナイフを振りまわした。殺される。殺される。殺される。死ぬ。死にたくない。くるな。くるな。くるな……！

　一人の豚人間が左手で自分の背中をまさぐった。振り返ろうして、その途中で崩れ落ち、地面に膝ひざをついた。

　豚人間の後ろに何かいる。何か、じゃない。誰だれか、だ。

　人間だ。

　黒い巻き毛。肌は褐色だ。青い目をしている。猟師のような恰かつ好こうをしているけれど、女だ。まだ若い。生意気な猫みたいな顔つきだ。片かた膝ひざをついて、右手を前に突きだしている。何かを投げたあとのような姿勢だ。実際、投げたのだろう。

　豚人間が倒れた。その背に鉈なたのようなものが刺さっている。

　きっと女が投げつけたのだ。

「その程度？」

　女は立ちあがってレーレを睨にらみつけた。

「鷹の目が聞いて呆あきれる」

　残った二人の豚人間と一頭の狼おおかみが女のほうを見た。レーレはナイフを鞘さやに戻して、倒れた豚人間の斧おのを拾いあげた。両手で持ちあげ、渾こん身しんの力をこめて、鎚つち持ちの豚人間の肩口にぶちこんだ。もう一人の豚人間がレーレに向きなおった。そのときにはもう、レーレは斧を捨てて、その豚人間に飛びついていた。首を抱えこむような恰かつ好こうになって、そのまま押し倒した。鞘からナイフを抜いて、豚人間の目と言わず、口と言わず、鼻と言わず、顔面中をめった刺しにした。豚人間は間もなく動かなくなった。

　視界が揺れている。苦しい。息が。

　なんとか呼吸を整えようとしながら視線を巡らせると、狼は女がしとめていた。

　女はレーレを一いち瞥べつして、豚人間の背中から鉈なたを引き抜くと、セルジュがいる大木のほうへ駆けていった。

「ま、待てよ……！」

　レーレは転がるようにして女を追いかけた。あいつ、何なんだ。何のつもりだ。何者なんだ。女は足が速かった。レーレは足もとがおぼつかない。

「セルジュ……！」

　レーレが叫ぶ前に、セルジュは女に気づいたようだ。立とうとした。女は手をあげて制して、セルジュの足あし許もとにしゃがんだ。レーレはようやく追いついた。女はレーレに背を向けている。無防備だ。どうすればいいのか。女はセルジュの太ふと股ももにそっとふれた。



    

  
    
      



    

  
    
      「ひどい処置ですね」

「……おまえは」

　セルジュは顔をしかめた。女の手が脇わき腹ばらを押したからだ。

　女はレーレをちらりと見てから、セルジュに向きなおった。

「サリ。サリ・エクルンド。星の鎖の犬です」

「犬、だと……？　なぜ、影犬の者が……こんなところに」

「言えません」

「……だろうな」

　セルジュは唇を噛かんだ。サリと名乗った女が縄をほどいて、傷を負った脇腹から布を剥はがしたのだ。サリは腰こし鞄かばんを開けて、何かとりだした。薬か。軟なん膏こうのようなものと、それから、長い布だ。あとは、水筒か。サリの手当ては素早かった。セルジュが痛がって身をよじろうと、呻うめこうと、おかまいなしだった。ナイフで服を切って、傷口を水か酒で洗い、軟膏を塗って、布を巻きつけると、また腰鞄から何か出した。小さな包みだ。

「足のほうはきついです。痛み止めを」

「……痛み、止め……」

「もともとは魔女が東から持ちこんだものですけど。効きますよ」

「魔女が……」

　セルジュは眉まゆをひそめてレーレを見た。迷っているのか。むしろ、すがるような眼まな差ざしだ。従卒のレーレに判断を仰ぐくらいだから、セルジュはそうとう参っている。レーレはうなずいてみせた。魔女の薬だろうと何だろうと、痛みがやわらぐなら、それに越したことはない。セルジュは大儀そうに右手を持ちあげた。

「よこせ」

「すぐ楽になります」

　サリはセルジュに包みを渡した。セルジュは包みを開けようとしたけれど、指に力が入らないのか、なかなかうまくゆかない。サリが肩をすくめた。見ていられない。レーレはサリを押しのけて、セルジュの手から包みをひったくった。包みの中身は白っぽい粉末だった。サリが水筒を差しだしてきた。レーレはセルジュをほとんど抱えるようにして口を開けさせ、まず粉末を、それから水を飲ませた。セルジュが顔をゆがめた。レーレはセルジュを支えている腕に少し力をこめた。

「大丈夫？」

「……ああ」

　セルジュは唇の端を引きつらせた。笑みを浮かべようとしたのかもしれない。

「薬が苦かっただけだ」

「味はないと思いますけど」

　サリは、ふん、と鼻を鳴らした。かちんときた。レーレは思わずサリをねめつけた。サリは眉まゆを上げて目を細めた。

「何か？」

「……べつに」

　レーレはサリから顔をそむけて、ため息をついた。死なずにすんだ。助かった。でも、サリ・エクルンド。何なんだ、この女。



　　　



　門の付近は煙が立ちのぼっているだけで、炎は見えない。西のほうもだいぶ落ちついてきた。今もっとも激しく燃えているのは、街の東にある市場のあたりと、それからシトリ聖堂や白い館やかたがある北の一帯だ。魔女の軍勢は城を包囲している。まだ陥落していないようだけれど、たぶん時間の問題だろう。

　ユユは中なか丘おか町ちょうのてっぺんにいる。ずっとここにいるのだ。それで正解だった。麓ふもとの家々は焼かれたり打ち壊されたりしたけれど、このへんには建物がないし、岩場だから、火の手が回ってくることもない。これでよかった。結果的には。

　動けなかった。

　もういや。あんな目に遭うのは。ああ、わたしは死ぬんだ。もう死んでしまうんだ。まだ何もしていないのに。死にたくない。死にたくない。死にたくない。でも、死ぬんだ。ぜんぶ終わってしまうんだ。そんなこと、考えたくない。

　怖くて。怖くて。怖くて。

　とにかく怖くって、仕方なくて。

　岩陰に身をひそめて、震えていることしかできなかった。

　わたし、なんて意気地がないんだろう。

　気がついたら、泣いていた。

　しくしく、めそめそ、泣いていた。

　泣いていると楽だった。泣いていればいいからだ。

　でも、涙が止まってしまった。

　考えないといけない。どうしよう。どこへ行けばいいのか。何をすればいいのか。宿に戻りたい。荷物がある。だめだ。石いわ清水しみず亭ていは中丘町の東の外れにある。まっすぐ行けば、市場だ。あのあたりはまだ燃えている。魔女の仲間が火を放ち、人間たちを殺して回っているのだ。宿に行くのは危険だろう。

　やはりこの街から出るべきだ。

　門のあたりは鎮火している。今なら逃げられるのではないか。本当に……？

　わからない。魔女は門に見張りを置いているかもしれない。魔女たちの目的は何か。ユユに知るすべはないけれど、このやり口からすると、ハイデンを滅ぼそうとしているとしか思えない。建物はすべて破壊する。人間は皆殺しにする。だとしたら、門から逃げだそうとする人間を見すごすことはないだろう。

　ここにいたほうがいいのかもしれない。魔女の軍勢が引きあげるまで、ここでじっとしていればいい。そうすれば、死なずにすむ。たとえハイデンの住人が全滅しても、自分だけは生き残る。何が悪いの？　いいじゃない？　クローデルで、わたしは殺されかけた。わたしの死を願ったのは人間たちだった。わかっているわ。ここはクローデルじゃない。でも、同じよ。どうせ人間なんて、みんな同じなんだわ。わたしは死にたくない。生きる。他人のことなんて関係ない。どうでもいいわ。勝手に死ねばいいのよ。

　ああ、胸が痛い。どうして？　なぜこの胸が引き裂かれそうに痛んだりするの？

　わたしは間違っていない。正しいか。間違っているか。そんなこと、神さまが決めるんじゃないわ。わたしが決めるのよ。だって、神さまなんて、信用できない。神さまは何もしてくれないじゃない。何もしようとしないじゃない。わたしだけじゃないわ。神さまは誰だれのことも助けない。もしどこかにいるんだとしても、いないのと同じだわ。

　レーレはセルジュに連れられて、戦争に行った。ここにはいない。誰もわたしを救ってくれない。

　自分でどうにかするしかないんだわ。自分で。でも、わたしに何ができるの？　わたしは速く走れるわけでも、高く跳べるわけでもない。剣も使えない。魔女みたいに、魔法が使えるわけでもない。わたしには何もない。ちっぽけな、ただの人間。無力なわたしには、何もできない。

　悔しくて、泣けてきた。こうやって、泣いて、泣いて、ごまかそうとする。そんなことしか、わたしにはできない。

　上を向むいて、唇を噛かんで、涙をこらえた。泣くのはよそう。せめて、泣かずに、目を見開いて、耳を澄ませて、考えよう。頭を働かせよう。そう。耳を。

　何か聞こえる。人の声だ。泣き声らしい。子供だ。

　ユユは弾はじかれたように岩陰から飛びだした。声はあっちだ。西のほう。こっちの斜面はちょっとした崖がけになっているので、下りるのは少し勇気がいる。しっかりと出っぱりに指を、足をかけて、慎重に下りた。ユユは曲がりくねった坂道を駆け降りた。粗末な家屋の残ざん骸がいが折り重なっていて、かなり視界が悪いけれど、泣き声はだんだん近くなってきている。声を頼りに角を曲がったところで、何かやわらかいものを踏んでしまい、転びそうになった。悲鳴をあげてしまった。死体だった。ユユは目をそらして、足を速めた。手が震えている。身体からだ中が。泣き声は近い。もうすぐだ。

　いた。

　道の真ん中に座りこんでいる。女の子だ。明るい色の髪の毛がくるくるしている。六歳とか、七歳とか、それくらいだろう。女の子はユユに気づいたようだ。急に泣きやんで、顔を上げ、目を瞠みはった。ユユは女の子に駆けよって声をかけようとした。だめだ。何も思い浮かばない。何を言えばいいのか。言葉が出てこなかった。頭で考える前に女の子を抱きよせていた。女の子は、わあっと泣きだした。ユユは女の子に頬ほおずりをして、背中を撫なでながら、大丈夫、と囁ささやいた。大丈夫。大丈夫だから。大丈夫よ。

　女の子に名前を尋ねた。ベラ、と女の子は涙声で答えた。

「そう。ベラね。わたしはユユ。お父さんやお母さんがどこにいるかわかる？」

　ベラは頭を振った。どうやら、両親や兄弟と一緒に逃げている最中にはぐれてしまい、自分の家がある中なか丘おか町ちように戻ってきたらしい。道に迷ったり、恐ろしい目に遭ったりもしたようだ。

「ベラ。いい？　あなたのお父さんやお母さんを捜してあげたいけど、難しいわ。わたしは街を出るつもりよ。あなたもくる？」

　ベラは答えない。決めかねているようだ。年端もいかない女の子に、今すぐ決断しろと言っても無理だろう。

「行くわよ、ベラ」

　ユユはベラの手を引いて歩きだした。ベラはあらがわずについてきた。

　妙だ。何か起こったとき、ベラはユユの助けにはならないだろう。子供なのだ。かえって邪魔になるかもしれない。一人のほうが身軽だ。それなのに、ベラがいてくれて心強い。あんなに心細かったのに、今はちっとも怖くないのだ。身も心も軽い。ベラを気遣う余裕さえある。きっと平気だ。魔女たちには見つからない。たとえ見つかっても、どうにかなる。絶対に逃げおおせてみせる。

　ユユはいったん半ば焦土と化している西の地区まで足をのばした。このあたりは脆もろい建物が多かったようだ。焼死体もごろごろしていたけれど、できるだけ見ないようにした。ベラには下を向むいているように言いつけた。西の地区で動いているのはユユとベラ、あとは煙と、くすぶっている火だけだった。

　しばらく歩くと、ハイデンの街を囲んでいる防壁に突きあたった。どこかに出入り口はないだろうか。見あたらなかった。残念ではあるけれど、とくに期待していたわけではない。さして失望しなかった。防壁伝いに南のほうへ行けば、門があるのだ。門から出ればいい。それから――そのあとのことは、街を出てから考えればいい。

　ベラは泣き虫だった。ユユは何度も何度もベラを励ました。不思議と苛いら々いらすることはなかった。大丈夫よ。わたしがついているわ。平気だから。お父さんにも、お母さんにも、お兄ちゃんにも、きっと会えるわ。ベラに声をかけながら、ユユは自分にも言い聞かせていた。楽観的な見通しを信じようとした。信じたかったのだ。ほとんど信じていた。

　だから、焼かれてはいるものの、形が残っている建物が増えてきても、たいして警戒もせずに歩いていた。ユユはあまりにのんきだった。

　後ろのほうで何か物音がした。振り返ると、小こう路じから黒っぽい生き物が顔を出していた。人間じゃない。顔は鼻の短い狼おおかみといったかんじで、身体からだ中が毛むくじゃらだった。背は人間の大人よりも一回り小さいくらいだろうか。前まえ屈かがみで、脚が短く、腕は長くて、無毛の尻尾しつぽがある。ユユは知っている。あれは黒毛のグーシーという種族だ。

　グーシーは手に持っている三つ叉また槍やりの石突きで地面を叩たたいて、首をひねった。ユユが驚かないものだから、不思議がっている。そんな風情だ。

　ベラが振り向むいて小さな悲鳴をもらした。

　ユユは我に返った。心臓がつめたくなった。グーシーは魔女の仲間だ。人間たちの敵なのだ。

　グーシーが、ごおう、と叫んで駆けだした。こっちにくる。ユユはベラを引っぱった。走ろうとしたら、ベラが何かにつまずいてつんのめりそうになった。巻き添えを食って、ユユも体勢を崩した。グーシーとの距離が一気に詰まった。追いつかれる。ベラの手を離そう。置いて、逃げよう。だめ。できない。そんなこと。

　ユユはベラを前のほうへ突き飛ばした。

「逃げて！」

「……え」

「逃げなさい！　早く！」

　ベラがちゃんと走りだしたかどうか、確認する余裕はなかった。ユユはグーシーに向きなおった。わたし、死ぬのかもしれない。なぜだか恐怖はなかった。あんなに怖かったのに。グーシーは三つ叉槍を突きだしてきた。でも、簡単には死なないわ。

　ユユはしゃがんだ。恐怖がないなんて、嘘うそだ。怖かった。全身の毛が逆立って、身体が凍りついたけれど、よけた。槍はあたらなかった。ユユは大声を出しながら、グーシーの腰めがけて組みついていった。押し倒そうとした。できなかった。グーシーは力が強かった。ユユはあっさり振りほどかれて、尻しり餅もちをついた。

　グーシーは三つ叉槍を振りかぶった。槍の穂先はユユに狙ねらいをつけている。

　これで、終わり……？

　呆あつ気けない。

　何もできなかった。

　わたしは弱い。

　呆あきれるほど弱くて、一人で歩くこともできないくせに、家を飛びだして、運命に逆らうことなんてできるわけがないから、ここで死ぬんだ。

　レーレ。ごめんなさい。

　ユユは目をつぶろうとした。その寸前だった。

　ぐおえっ。

　グーシーの口から何かが飛びだした。

　剣だ。

　グーシーはすぐにぐったりして、三つ叉槍を取り落とし、崩れ落ちた。

　その後ろに、男が立っていた。

　血塗られた剣を持っている。くすんだ金髪は肩まで届く長さで、エメラルドグリーンの瞳ひとみには奇妙に艶つやがない。少し面長だけれど、顔立ちはけっこう整っている。背丈は６ソール（約１・８ｍ）近くありそうで、痩やせているから、ひょろ長い印象だ。土地の者ではないだろう。旅人風の装束に身を包んで、腰には剣の鞘さやだけでなく、鉈なたを提げている。

「危なかったね」

　男は剣を鞘に収めて、手を差しのべてきた。

　ユユはついその手を握ってしまった。引っぱり起こされてから、慌てて手を離した。

「あ……ありがとう」

「うん」

　男はユユの後ろのほうへと視線を向けた。

「子供も無事で、よかった」



    

  
    
      



    

  
    
      「ベラ」

　ユユが振り返ると、ベラが走ってきた。逃げていなかったのだ。バカな子。ユユはベラを抱きしめた。

「だめじゃない。逃げなさいと言ったのに」

「だって」

　ベラは泣きだした。気持ちはわかる。ユユがいなくなれば、ベラは一人きりになってしまうのだ。

　ユユはベラをきつく抱きながら、男の様子をうかがった。何者だろう、この男。どうも雰囲気が変だ。魔女の仲間とはいえ、生き物を殺したばかりなのに、静かすぎる。まったく何も感じていないみたいだ。助けてくれたから、悪い人じゃなさそうだけれど、なんだかあやしい。

「ぼくは旅の楽士なんだ」

　ユユの視線に気づいて、不審がられていることを察したのかもしれない。男は初めて表情を浮かべた。感じのいい、でも、場違いな微笑だった。

「たまたまこの街に立ちよっただけなのに、運が悪いよね。こんなことになって。ああ。ぼくはアロワ・ジャール」

「わたしはユユ――」

　うっかり、ビューレ、と言いそうになった。ユユはベラの背中を掌てのひらでこするように強く撫なでて、気持ちを落ちつかせた。

「ユユ・イジュールよ。この子はベラ」

「よろしく、ユユ。きみのような美しい女の子とは、どうせならもっとすてきな場所で出会いたかったな。こんなところじゃあね」

　歯が浮くような台詞せりふが、似合わないわけじゃないけれど、違和感がある。話し方に抑揚が乏しい。感情がこもっていないように感じられる。いかがわしい男だ。ユユはあとずさろうとした。

「余計なお世話かもしれないけど」

　アロワはかすかに唇をゆがめて、ぎこちなく肩をすくめてみせた。

「門から出るつもりなら、やめたほうがいい。敵がいるからね。他ほかの出口を知っているから、もしよければ、ぼくがそこまで案内するよ」



　　　



　また日が暮れて、夜が明けた。

　セルジュはだいぶ元気になった。といっても、傷が治ったわけじゃない。あたりまえだ。簡単に癒いえるような怪け我がじゃない。魔女が東から持ちこんだという薬のおかげだ。

　薬が効いている間、セルジュは痛いとも、疲れたとも言わない。顔色はよくないけれど、負傷している左脚をかばうそぶりも見せずに歩きつづける。少し休んではどうかとレーレが提案したりすると、反論してくるわ、しまいには怒りだすわで大変だ。そのうち薬の効き目が薄れてきて、口数が少なくなり、足どりが鈍って、ついには座りこんでしまう。そうなると、また薬を飲んで、効きはじめるまで、一歩も動けない。

「あの薬には欠点があって」

　日が昇る前だ。セルジュはまだ眠っていた。レーレは短い仮眠を何度かとったけれど、サリは一睡もしなかったようだ。ずっと退屈していたのかもしれない。レーレが身体からだを起こすと、サリが話しかけてきた。

「使いすぎると、癖になる。あの薬なしじゃいられなくなる」

「……何だよ、それ」

「言わなかった？　魔女の薬」

　何がおもしろいのか、サリはくすくす笑った。

「それに、一度に飲む量が多すぎると、死ぬ。使うたびに、効きづらくなっていく。どうしても、少しずつ増やさないといけない。飲みつづければ、死ぬってこと」

「そんなの、薬ってより毒じゃないか」

「すべての薬は毒でもある」

　サリはレーレを横目で見て、唇を舐なめた。

「あんたはセルジュ・フレンドールの従卒なんでしょ。せいぜいサリを見張っていることだね。サリはあんたの主人を殺すかもしれない」

「セルジュは星の鎖の騎士なのに」

「休暇中に別の隊の負け戦に参加して深傷ふかでを負った。間抜けな騎士」

「何なんだよ、おまえ」

「男のふりをするのは勝手だけど。弱いやつは嫌い。反へ吐どが出る。あんたは」

　サリはレーレの顔をさわろうとした。レーレがその手を払いのけると、サリは、くっ、と喉のどを鳴らして笑った。

「弱くはないね。まだまだ、だけど。強い男は好き」

　わけがわからない女だ。

　あれからどれくらい歩いただろう。

　太陽の位置からすると、もうそろそろ正午か。

　少し前からセルジュが喋しやべらなくなった。うつむいていることが多い。だいぶ汗をかいている。薬が切れてきたのか。レーレはセルジュの後ろについている。先頭はサリだ。レーレは足を速めてセルジュを追い越し、サリに並んだ。

「サリ。セルジュに薬を」

「もうちょっと間隔をあけたほうがいい」

　サリは足を止めずに顔を振り向かせた。

「セルジュ卿きよう。申し訳ありませんけど、少し我慢してください」

「……俺おれは、大丈夫だ」

「さすが聖騎士です」

　サリは、くっ、と喉のどを鳴らした。きっと意地悪をしているのだ。レーレはサリに詰めよろうとして、思いとどまった。セルジュをそこまで心配してやる義理なんてない。レーレがここにいるのも、セルジュのせいなのだ。セルジュがどれだけ苦しもうと、知ったことじゃない。それなのに、なんでこんなに気になるんだ。

　セルジュはレーレとサリについてくる。必死だ。あらんかぎりの力をふりしぼって、なんとか足を前に進めている。

　レーレは立ちどまって、セルジュが追いついてくるのを待った。無理やり肩を貸す体勢になると、セルジュは、やめろ、と首を横に振った。でも、レーレを振り払う気力はないのだ。レーレはかまわず歩きだした。

　サリがちらりとこっちを見た。レーレは目をそらした。サリは足を速めた。

　セルジュの息が荒い。本当に大丈夫なのか。

「レーレ」

「何？」

「おまえ……」

「うん」

「汗くさいぞ」

「しょうがないだろ」

「そうだな」

　セルジュは笑った。

「それに……あたしだって、同じか」

「そうかな」

　レーレも少しだけ笑った。

「セルジュは、そんなでもないよ」

「…………ぁ……」

「何か言った？」

「……いや」

　セルジュは顔を上げて前を向いた。

「なんでもない」

　サリはもうだいぶ遠くにいる。不意に走りだした。まさか、レーレとセルジュを置き去りにするつもりか。セルジュも気づいたようだけれど、何も言わない。じゃあ、べつにいいか。あんな女、いないほうがいい。薬はないと困るか。でも、なんとかなる。いざとなったら、レーレがセルジュを背負って歩けばいいのだ。生きてハイデンに戻ることさえできれば、あとはどうにでもなる。ヨナハン。今度こそ死んだかな。ユユ。会いたいよ。早く会いたい。疲れたよ。すごく疲れた。戦争なんてもういやだ。殺して、殺されて。なんでこんなことしなきゃいけないんだ。

　一度、見えなくなったサリが戻ってきた。

　引き返してくる。

「味方です！」

　サリは前方を指さして叫んだ。

「味方がいます！　雨雲の生存者と、それから、ヨナハン・クロムスティードも……！」

「え」

　レーレはセルジュを見た。

　顔を見あわせる形にはならなかった。

　セルジュはレーレの腕を振りほどいて駆けだした。

「ちょっ――セルジュ……！」

　どこにそんな力が残っていたのか。セルジュは少し左脚を引きずりながらも、けっこうな速度で走っている。レーレは一瞬、サリと目を見交わした。サリは呆あきれたような顔をしていた。レーレはセルジュのあとを追った。すぐに追いついたけれど、引きとめはしなかった。そうか。ヨナハン。生きてたんだ。セルジュは、それで。

　二人は幼おさな馴な染じみなんだ。この戦争にしても、セルジュはヨナハンにつきあっただけだ。ヨナハンのために。ヨナハンを心配して。

　セルジュは男のふりをしているけど、女で。ヨナハンは当然、男だ。

　でも、ヨナハンには許嫁いいなずけがいて。

　もう許嫁じゃないけど。アラベラは魔女だった。じゃあ、セルジュは。

　だけど、セルジュは騎士だ。騎士は男じゃないといけない。

　レーレは右手で剣を抜いた。サリは味方がいると言った。でも、味方だけじゃない。この音。声。戦っている。敵もいるのだ。どこだ。前方、やや右の方向だ。木々の合間から、動きまわっている人間や、人間じゃない生き物の姿がちらちら見える。ヨナハンはいるのか。わからない。さすがにこの距離だと、まだ。もっと近づかないと。レーレは一気にセルジュを追い越して、突き放した。すぐ後ろに何かの気配を感じた。振り向くと、サリがついてきていた。右手に鉈なたを持っている。サリはにやりとした。何かおかしいことでもあるのか。本当にわけがわからない。変な女だ。

　レーレは目を凝らした。敵は岩肌人間が三人、いや、四人か。それから、小柄な狼おおかみも四、五頭いる。人間は三人か。装備からすると、騎士が二人に、従士が一人。騎士のうちの一人は兜かぶとを被かぶっていない。灰色の髪をしている。ヨナハンだ。

　レーレは叫んだ。

「ヨナハン……！」

　先に反応したのは岩肌人間だった。四人のうちの二人がこっちを見た。ヨナハンはその隙すきを見逃さなかった。一人の岩肌人間がヨナハンに突き倒された。ヨナハンはその岩肌人間の頭めがけて剣を振りおろした。一撃で叩たたき割った。敵も黙ってはいなかった。狼たちが一斉にヨナハンに襲いかかっていった。ヨナハンはあっという間に押し倒されてしまった。狼たちがヨナハンに群がった。騎士と従士にはヨナハンを助ける余裕がない。まだ岩肌人間が三人もいるのだ。騎士は二人、従士は一人の岩肌人間を向こうに回して、なんとかしのいでいる。持ちこたえようとしているけれど、だめだ。岩肌人間が大剣を振りまわした。大振りだった。騎士は剣で弾はじこうとした。逆に弾かれた。騎士の剣が吹っ飛んだ。別の岩肌人間が鎚つちを斜めに振りおろした。騎士はそれを右腕で防いだ。肘ひじのあたりがひしゃげた。騎士はたまらず倒れた。起きあがろうとしているけれど、右腕が動かない。あれでは剣を握ることさえできないだろう。岩肌人間たちは騎士にとどめを刺さなかった。こっちを向いた。レーレは歯を食いしばった。上等じゃないか。殺してやる。

　レーレはねばつく空気の中を泳いだ。もっと速く泳げそうな気がするのに。おれも遅いんだ。まだまだ遅い。

　でも、おまえらはもっと、もっと、もっと遅い。とろくさい。とろすぎる。

　大剣も、鎚も、止まって見える。

　よける必要すらない。

　レーレは大剣持ちの岩肌人間の口に剣を突っこんだ。

　剣を手放し、ナイフを抜いて、逆手に持った。

　鎚持ちの岩肌人間は鎚を振りかぶろうとしていた。きてくださいと誘っているようなものだ。

　レーレは誘いを受けることにして、鎚持ちの岩肌人間に詰めよった。

　その太鼓腹にほとんど密着した。

　岩肌人間はたいてい鎧よろいを身につけていない。上半身はだいたい裸だ。必要がないからだろう。こいつらの皮膚はやたらと硬い。本当に岩石みたいだ。

　でも、どこもかしこもがちがちだったら、動くことができない。

　やわらかい場所もある。

　たくさんある。

　レーレには見える。

　たとえば、肘ひじ。手首。肩。首。とくに、肘の裏。脇わきの下。首と顎あごの境目。

　レーレは身体からだをのびあがらせて、岩肌人間の顎の下にナイフを突き立てた。

　少し抵抗があった。

　それでも、表面の硬い皮を突き破れば、あとは簡単だった。

　岩肌人間も人間みたいに息を吸ったり吐いたりしているから、空気の通る管みたいなものが喉のどの中にある。

　これだ。

　ナイフはそこまで達して、骨にぶちあたった。

　レーレはナイフを引き抜いた。

　傷口から赤黒い血がゆっくりとあふれて、飛び散った。空気がもれているのだ。

　レーレはまだ鎚つちを振りあげている岩肌人間をすり抜けた。

　サリは従士に加勢するつもりのようだ。

　ヨナハンはまだ狼おおかみたちに押さえつけられたり噛かみつかれたりしている。

　斑まだら狼おおかみか。ぜんぶで五頭だ。

　レーレは一頭の頸くびを蹴けりつけて、もう一頭の腹を蹴ったくった。

　跳んで、さらに別の斑狼の頭を両足で踏んだ。

　一頭の首筋をナイフで斬きり裂き、あとの一頭は股こ間かんを蹴りあげてやった。

　レーレはヨナハンの腕をつかんで引っぱり起こした。

　三頭はまだ動けそうだ。

　始末しようとしたら、急に身体が重くなった。

「レーレ！　すまない……！」

　ヨナハンが剣を拾って斑狼に斬りかかっていった。血だの土だの埃ほこりだので鎧よろいも顔も汚れまくっている。満まん身しん創そう痍いにしか見えないけれど、平気なのか。呆あきれるほど頑丈な男だ。

　レーレは一頭だけナイフでしとめた。他ほかの二頭はヨナハンが殺した。残りの岩肌人間も、従士とサリが二人がかりで倒した。

　ようやくセルジュが追いついてきた。気力も体力も使い果たして、途中で身体が言うことを聞かなくなったのだろう。歩くのもやっと、といった様子で、木にもたれかからないと、立っているのもつらそうだ。

「ヨナハン……」

「セルジュ」

　ヨナハンはため息をついた。

「無事だったか。いや……そうとも言えないようだが」

「大丈夫だ。俺おれは……なんとかな。おまえこそ、どうなんだ」

「私はよほど悪運が強いらしい」

　ヨナハンは汚れた顔に苦い笑みを刻んだ。

「正直、なぜまだ生きているのか、自分でもよくわからない。もうだめだと何度も思った。傷も負った。それなのに、このとおりだ。私は自分の足で立っている。剣を振るうこともできる。まるで何ものかが私を生かそうとしているかのようだ」

「……そうか」

　セルジュは天を仰いで、ずり落ちるように木の根元に座りこんだ。

「いい。何だろうと……生きているのなら。それに……越したことはない……」

「セルジュ！」

　ヨナハンはセルジュに駆けよって、抱え起こそうとした。

「平気だ」

　セルジュはヨナハンの腕を押しのけた。

「ちょっと……疲れただけだ」

「だが」

　ヨナハンはレーレを見た。だいぶうろたえているようだ。そんな目で見られても困る。レーレは顔をそむけた。サリは従士に手伝わせて、右腕をやられた騎士の具合をみているようだ。騎士は兜かぶとを脱がされ、鎧よろいも外されようとしている。あの騎士。知っている。ファビアン・マルトー。カルヴァンの遠縁で、馬うま廻まわり組ぐみの右翼衆にいた若い騎士だ。

「これはまずいですね」

　サリは肩をすくめてみせた。薄笑いを浮かべている。

「ここでは処置できないです。まあ、本当はしたほうがいいんですけど。腕、切らないといけない」

「腕……」

　ファビアンは自分の右腕を見て、顔をゆがめた。

「そんな……腕……切るなんて、いやだ……」

「でしょうね。でも、肘ひじの骨が砕けてるんです。肉も、神経も、血管もめちゃくちゃ。どうせ治らないですよ」

「治らない……？」

「ええ。無理ですね」

　サリは、くっ、と喉のどを鳴らした。

「今はそんなに痛くないかもしれないですけど、そのうちひどいことになりますよ。腕を切り落として、大きな血管を縫ってしまえば、ハイデンまでは十分保もつと思いますけど。痛み止めもあるし」

「……もう……治らない……？」

「放ほっといたら、死んじゃうかもしれませんね」

「死ぬ……死にたく、ない……」

「切ります？　腕」

　サリの口調はまるでファビアンをからかっているかのようだ。ファビアンにしてみれば、もちろん冗談ではすまない。その顔がみるみるうちに汗まみれになった。身体からだ中が震えている。そう簡単に下せる決断じゃない。迷って当然だ。

「あの女」

　ヨナハンは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしている。

「何者なのだ」

「……犬だ」

　セルジュも不愉快そうだけれど、それよりも今は痛みや苦しさのほうが遥はるかにまさっていることだろう。

「影犬の者らしい」

「なぜ、犬がこのような場所に」

「さあ。助けられたから……文句は言えないけどな」

「まさか、私たちは見張られていたのか……？」

「俺おれたちのような、下っ端の隊員に……なんで監視がつくんだ」

「それもそうだな」

　ヨナハンは頭を振った。

「ともあれ、ハイデンに戻らねば」

「あの、皆さん」

　サリが振り返って、にっこり笑った。

「申し訳ないんですけど、手を貸してもらえます？　この方の腕を切るので、暴れないように、押さえつけておいてほしいんです」

「その前に」

　レーレは顎あごを振ってセルジュを示した。

「薬。セルジュに飲ませないと」

「あとでいいでしょ。こっちのほうが危ないんだし」

「よこせ」

　レーレはサリを睨にらみつけた。

　サリは目を細めて少し顎を上げ、ふん、と鼻を鳴らした。

「いいけど。逆らったら、サリが殺されちゃいそうだし」

「早く」

「はい、はい」

　サリは腰こし鞄かばんから小さな包みをとりだし、レーレに向かって放ほうった。

　小さな包みは地面に落ちた。ファビアンは目をつぶって何か呟つぶやいている。きっと神さまに祈りでも捧ささげているのだろう。従士は不安そうだ。サリはファビアンのそばにしゃがんで、腰こし鞄かばんの中を探っている。ヨナハンがセルジュに声をかけた。セルジュはうなずいた。レーレは小さな包みを拾って、空を見上げた。少し暗いと思ったら、かなり曇っている。遠からず、一雨くるかもしれない。レーレは薄明るい森の奥おくに何か動くものを見た。あれはおそらく、馬だ。黒っぽかった。黒くろ鹿か毛げの馬だろうか。ひょっとしたら、エリオかもしれない。



　　　



　森の中だし、雨足はそれほど激しくないから、じっとしていてもずぶ濡ぬれにはならない。だいぶ暗くなってきたけれど、日暮れまではまだ間があるだろう。ベラを膝ひざの上に座らせて、きつく抱きあっているのは、寒いからじゃない。そうしていないと、ベラが泣きだすからだ。それに、こうしていたほうが、ユユも安心できる。

　ハイデンからどれくらい離れただろう。

　よくわからないけれど、たぶん、たいして歩いていない。２カーレル（約４km）か、せいぜい３カーレル（約６km）くらいだ。

　アロワ・ジャールが案内してくれた出口は、隠し通路というほど大おお袈げ裟さなものじゃない、一部の住人には知られているという地下道だった。

　ユユたちはその地下道で七人の男女と行きあって、街の外に出てから、あわせて三十二人と合流した。ユユとベラ、アロワを入れて、四十二人。老人が半分、残りの半分は子供とその母親で、若い男はアロワと、ニールという職人、あとは衛兵のベトーしかいない。なかには足の悪い老人もいるし、身重の女も、乳飲み子もいる。ベトーは怪け我がをしている。できるだけハイデンから離れたほうがいいとは思う。誰だれもがそうしたいはずだけれど、動こうにも動けないのだ。

　自分一人なら、もっと遠くへ行けるのに。そう考えている者もいるはずだ。ユユだって、何度もそんな思いが頭をよぎった。でも、身体からだのきかない老人たちを、幼い子供を抱えて途方に暮れている母親たちを見捨てるのは忍びない。後ろめたい。

　それだけじゃない。

　職人ニールとその子を身ごもっている妻ダーラは、他ほかの集団に加わって、ハイデンから２モーデン（約16km）ほどの場所にあるミクソンという町を目指していた。その途中だった。ニールたちは魔女の軍勢に襲撃された。戦うすべなんてないので、みんな散り散りになって逃げたけれど、ほとんど殺された。ニールもダーラもそう言っている。二人だけじゃない。森の中でブードやダングーを見かけた者は、他にもいる。

　魔女たちはハイデンの住人を殲せん滅めつするつもりだ。

　一人たりとも逃さないつもりなのだ。

　下手に動いたら、森の中をうろついている魔女の手下に見つかるかもしれない。見つかったら、必ず殺される。

「大変なことになってしまったね」

　アロワはずっとユユとベラの隣にいる。あやしい男ではあるけれど、命の恩人だ。それに、アロワは何が起こっても動じないので、正直、心強くもある。

「笛を吹いて、みんなの心を慰めたいところだけど、それもできない」

「あなたは笛が吹けるの？」

「ぼくは楽士だよ」

　アロワは背負い袋から縦笛をとりだしてみせた。

「ほら。自分で言うのもなんだけど、けっこう上手なんだよ」

「歌もうたえる？」

「もちろん」

「他の楽器は？」

「琵び琶わでも、竪たて琴ごとでも、何でも弾ける」

「すごいわね」

「楽士だからね。これくらいできないと」

「わたしは何もできないわ」

「ユユは、女の子にしては身のこなしが軽いから、踊れそうだ」

「そうかしら。踊りなんて、祭りでちょっとやったことがあるくらいよ」

「踊り子になれるよ」

　アロワは唇の両端をつりあげて笑ってみせた。最初に会ったときよりは、だいぶ表情の作り方が自然になったような気がする。

「いい身体からだ、しているし」

「もう」

　ユユはそっぽを向いた。でも、こんな状況で、バカみたいだけれど、ほんのちょっとだけ気持ちが明るくなる。レーレは口下手だし、男の人とこんなふうに話をするのは初めてだ。未婚の女が、用もないのに家族以外の男と口をきいたりしたら、品がないとか、淫みだらだとか、陰口をたたかれる。悪い噂うわさはまたたく間に広がって、ついには司祭に懺ざん悔げする羽目になるのだ。ユユはそういう町で生まれ育った。故郷を飛びだして、どの町に立ちよっても、女たちは多かれ少なかれ窮屈そうにしていた。

　男が威張り散らしているのは、きっと主しゆアルド・サイオンが男だったからだ。

　主が女だったら、女たちが男たちを家畜みたいに扱う世の中になっていただろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　くだらない。

　ユユはべつに、男が嫌いなわけじゃない。男だろうと、女だろうと、好ましい人間もいれば、厭いとわしい人間もいる。人間にかぎらない。どの生き物だって同じだ。でも、サイオンの教えは、明らかに男にとって都合よくできている。山や羊ぎのドードは、あんなにかわいくて、罪なんか一つも犯さなかったのに、天国には行けない。

　すべての生き物は、生まれてきたら、いつか必ず死ぬ。いつ死ぬかはわからない。病気で早死にするかもしれない。戦いに巻きこまれて死ぬ者もいるだろう。長生きする者もいる。生まれつき身体からだが大きくて、他ほかより力が強い者もいるし、貧弱な者もいる。美しい者もいれば、醜い者もいる。平等じゃない。それはしょうがない。実際、そうだからだ。だからせめて、公平であってほしい。

　ユユは自分の考えを父や母に何度か話したことがある。二人とも、まったく理解してくれなかった。ユユが言っていることの意味がわからないようだった。わかろうとしてくれなかった。それが何よりも悲しくて、寂しかった。

　あの人たちは、わたしのことを愛しているふりをしていた。でも、本当は違う。わたしは知っている。あの人たちは戸惑っていた。わたしのことを、おかしなことを考える厄介な娘だと思っていた。わけのわからないことを言っていないで、おとなしく、行儀よくして、早く誰だれかと結婚して、健康な子供を産んでほしいと願っていた。

　できない。そんな生き方、わたしには。

　わたしは自分を偽りたくない。でも、あの人たちをあれ以上、傷つけたくもなかった。理解してくれなくても、あの人たちはわたしの両親だから。

　家を出るしかなかった。

　ずっと考えていた。決意してさえいた。あれは絶好の機会だった。

　そうして、遠くにきた。

　こんなに遠くまで。

　レーレと一緒だったのに、今はいない。

　一人ぼっちじゃないけれど、ずいぶん遠くまできてしまった。

「おねえちゃん」

　ベラが大きな目を見開いて、ユユを見上げている。

「どうしたの」

「何でもないわ」

　ユユは両腕に力をこめて、ベラの額に口づけをした。

　そんなことをした自分にちょっと驚いた。

　母もよく、小さなユユに口づけしたものだった。

　もう二度と会うことはない。会いたくても、会えないだろう。

「何でもないの」

　ベラがしがみついてきた。

　心臓が弾はじけそうになった。

　音だ。これは雨音じゃない。森の奥おくから何かが駆けてくる。職人ニールが棍こん棒ぼうを持って立ちあがった。衛兵ベトーも怪け我がを押して起きあがろうとしている。アロワも中腰になって剣を抜いた。女たちは子供を抱いて、老人たちは態度を決めかねている。星せい印いんを切って、主しゆよお救いください、と祈っている者もいた。アロワが呟つぶやいた。

「騎馬だ」

　そのとおりだった。馬だ。人が乗っている。ということは、魔女や魔女の仲間じゃないのか。

「騎士だぞ……！」

　衛兵ベトーが叫んだ。

「あれは雨雲の騎士だ……！」

　歓声があがった。ユユもベラを抱きしめたまま立ちあがりかけた。アロワがほんの少しだけ首を傾かしげた。

「助かった！」

　職人ニールが女たちに向きなおって跳びあがった。

「もう大丈夫だ！　魔女討伐隊が戻ってきた！　助かるぞ……！」

「おおい！　ここだ！」

　衛兵ベトーが槍やりを振りまわした。ずっとぐったりしていたのに、ずいぶん元気だ。衛兵ベトーにつづいて、老人たちが、女たちがはしゃぎだした。ユユはため息をついた。助かった。嘘うそみたい。なんだか信じられない。そのせいだろうか。胸がざわざわしている。ユユはアロワを見た。ぞっとした。アロワの顔には何の表情も浮かんでいなかった。

「おおい……！」

　騎士を出迎えるつもりなのか。職人ニールが駆けだした。

「違うな」

　これはアロワの声なのだろうか。そうらしい。別人のようなつめたい声だった。

「あの馬に乗っているのは騎士じゃない。従士だ」

　ユユは唇を噛かんだ。アロワによると従士らしい騎馬は、職人ニールが近づいていっても速度をゆるめなかった。職人ニールとすれ違い、そのままこっちに向かってきて、住人の集団を突っ切ったところで、馬上の従士が手綱を引いた。馬はいなないて竿さお立だちになり、くるっと回って止まった。

「逃げろ！」

　従士の声はかすれていた。

「雨雲は全滅した！　敵がくる！　逃げるんだ……！」

　住人たちは、むしろ、きょとんとしていた。

　ユユだってそうだ。意味がわからない。全滅。何が？　雨雲が？　全滅？　ハイデンじゃなくて？　雨雲が？　どうして？　戦争に負けた？　じゃあ、レーレは……？

　全滅。

　負けた。

　雨雲が。

　レーレも、死んだ……？

　従士は馬腹を蹴けった。馬はまた走りだした。行ってしまう。逃げてゆく。逃げ去ろうとしたのだ。

　横合いから何か飛びだしてきた。

　速い。何だろう。人間よりも大きい。全身が茶色のごく短い毛に覆われていて、頭から背筋にかけて長い毛が生えている。二本脚で立っているけれど、どこか馬に似ている。アシュロンのチョーサー城を襲った魔女の一隊の中にもいた。たしか、ランドール、という名の種族だ。ランドールは騎馬に体当たりした。馬が横転して、従士は地面に投げだされた。ランドールは一人じゃなかった。次々と姿を現した。馬はすぐに立ちあがったけれど、従士は起きあがる前に、ランドールたちの剣だの槍だのでめった刺しにされた。

「敵だ」

　衛兵ベトーがへたりこんだ。

　職人ニールが駆け戻ってきた。

「ダーラ！　逃げるぞ……！」

　女たちが、老人たちが、何かわめいたり、金切り声をあげたりしながら、右往左往しはじめた。

　ユユはベラを抱きしめてその光景を眺めていた。

　頭がぼうっとしている。

　何も考えられない。

　職人ニールが急に倒れた。違う。倒れたのではない。

　たぶん木の上から何か落ちてきた。何かじゃない。人だ。人、なのか。とにかく、その人か何かは、ニールのすぐそばに降り立った。それと同時か、直後に、職人ニールの身体からだは胸のあたりで二つに分かたれた。二つになった職人ニールは、地面に崩れ落ちた。

　斬きられたのだ。

　ユユは息を吸って、吐いた。

　長い黒髪。背が高い。赤い眼めをしている。あれは人なんかじゃない。

　魔王だ。

　その背に少女がしがみついている。

　鮮やかな色の髪と瞳ひとみを持つ小さな魔女が。

　ユユは彼らを知っている。

　知っているだけじゃない。

　話をしたことさえあるのだ。

「まずいな」

　アロワが呟つぶやいた。ユユはアロワを見た。アロワは剣を鞘さやに収めてかすかに首を傾け、唇だけ笑う形にゆがめた。

「ごめんね、ユユ。死んだら務めを果たせない」

「え……？」

「さよなら」

　アロワはほとんど音を立てずに離れていった。歩くとも、走るともつかない、地面の上を滑るような、不思議な足どりだった。ユユはまばたきをした。呆ぼう然ぜんとしている暇なんてなかった。ウォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ……！　ランドールの雄お叫たけびだ。ランドールたちが押しよせてくる。衛兵ベトーが、逃げろ、と叫びながら立ちあがろうとして、できなくて、這はって逃げはじめた。女たちが、老人たちが、一斉にベトーが進もうとしている方向へ走りだした。でも、そっちには魔女と魔王がいる。

「あんまり気が進みませんけれども！」

　小さな魔女は魔王の背から飛び降りた。

「愚かな人間は、老若男女問わず、すっかりさっぱり全員殺しちゃいなさいとのお達しなのです！　ルチアさまのご命令ですから、従わないわけにもいきませんわ！　悪く思ってくださっても、けっこう毛だらけですのよ！　ヨモジは痛くも痒かゆくもありませんから！　さあ、キジタカ！　やっちゃっておしまいになっちゃいなさいな……！」

「承知」

　魔王は長い長い剣の柄つかに手をかけて、ゆったりと足を前に進めた。女たちが悲鳴をあげて立ち止まり、老人たちは止まりそこねて転んだ。その瞬間だった。魔王は突然、加速して、気がつくと、女たち、老人たちの真っ直ただ中なかにいた。

　なんとなく、少なくともヨモジやキジタカは違うと思っていた。魔女や魔王にまつわる恐ろしい話はたくさん聞いたことがあるけれど、あの人たちは違う。そんなに悪い人たちじゃない。魔王は人じゃないけれど、そこまでひどいことはしないだろうと、勝手に思いこんでいた。兵隊は容赦なく殺しても、剣を持たない、無抵抗の人々の命を奪ったりはしないだろう。

　ユユはベラの頭を抱えこんだ。自分の胸にベラの顔を押しつけた。

　キジタカはすっと腰を落とした。

　ユユにはよく見えなかったけれど、おそらく剣を抜いて、振りまわし、鞘さやに収めたのだろう。

　老人たちが、女たちが、彼女らが抱いていた、あるいは彼女らと手をつないでいた子供たちが、二つか、三つか、それ以上に斬きり分けられて、ばらばらと地面に落ちた。

　キジタカの斬ざん撃げきをまぬがれた者もいたけれど、それほど多くはなかった。

　森は妙に静かだ。

　ランドールたちの足音と、雨が木々の葉を叩たたく音しか聞こえない。

　ユユはベラを抱いたまま立ちあがった。今まで座っていたのだ。信じられない。

「ベラ」

　何か言おうとした。言いたかった。それなのに、言葉が見つからない。この子を逃がさないと。せめて、この子くらいは。でも、どうやって？　ランドールたちはもうすぐそばまできている。キジタカがまた剣を振るったようだ。何人もが断末魔の叫びをあげることもできずに無残な骸むくろとなった。衛兵ベトーが、わああ、とわめきながら起きあがり、キジタカめがけて槍やりを突きだそうとした。その前に、ベトーの身体からだは真っ二つになった。ベラ。ベラ。どっちがいい？　わたしと一緒にここで死ぬのと、一人で逃げてみるのと。訊きけない。訊けるわけがない。ベラにはきっと選べない。わたしだって同じだもの。わたしたちは選べない。選択権がない。

　わたしは弱いから。わたしには何の力もないから。何もできないから。

　何かを与えられたら、ただそれを受け容いれることしかできない。

　ユユは歯を食いしばった。悔しい。悔しい。悔しい。悔しい。

「ベラ。一人にはさせないわ。絶対に」

　レーレ。ごめんなさい。力を貸して。いなくなっても頼ってしまう、わたしを許して。すぐ会いに行くから。どこにいるか、わからないけれど、きっと会えると思うから。そんなふうに考えないと怖くて仕方ない、わたしは弱い。弱虫でも、死に方くらいは選べる。死に方だけは。

　ユユはベラを抱えて歩きだした。足どりはしっかりしている。大丈夫。わたしは落ちついている。取り乱したりしない。最後の最後まで、最期の瞬間まで、わたしはわたしでいる。思い返せば、魔女審判で有罪になったとき、死んでいてもおかしくなかった。ちょっとだけ命がのびた。短い間だったけれど、何もなかったわけじゃない。レーレ。レーレとくっついていると、胸がどきどきして、楽しかった。レーレの匂においは嫌いじゃない。レーレの顔が好き。癖のある髪が好き。静かできれいな泣き方が好き。ヨナハン。傍はた迷惑だけれど、悪い人じゃなかった。セルジュ。騙だましてごめんなさい。でも、あなたのことは本当に嫌いじゃなかった。雨雲が全滅したということは、みんな死んでしまったのだろう。もうすぐわたしも死ぬ。しょうがない。もう会えないかもしれないけれど、できればまた会いたい。レーレ。いつもわたしを守ってくれた。わたしのそばにいてくれた。レーレに会いたい。会いたい。会いたい。必ず会いに行くから。だから、レーレ、そのときはわたしを抱きしめて。わたし、寂しかったの。お父さんも、お母さんも、わたしのこと、愛してるって言ってくれたけれど、わたしとの間には、いつだって壁があったの。一枚の薄い壁があって、消えることはなかったの。お父さんやお母さんが望んでいたのは、わたしじゃないわたしだった。わたしは二人の理想の娘じゃなかった。レーレはわたしを見てくれたでしょう。ありのままのわたしを。だから、わたしにはレーレが必要だったの。

　レーレ。

　また会うことがあったら、わたしを抱きしめて。

　力いっぱい抱きしめて、わたしを好きだって言って。

　わたしも言うから。

　わたしはレーレのことが大好きよ。

　ランドールたちが背後に迫っている。

　キジタカがユユを見た。

　ユユはキジタカの赤い眼めを睨にらみつけた。

　声をかぎりに叫んだ。

「キジタカ！　わたしを殺しなさい……！」



    

  
    
      



    

  
    
      　　　



　黒くろ鹿か毛げのエリオをつかまえることができたのはさいわいだった。やまない雨のせいで地面がぬかるんでいたし、ずっと徒歩だと、右腕を切断したファビアン・マルトーは途中で力つきていたかもしれない。ファビアンの調子がいいときは、代わりにセルジュをエリオに乗せて休ませることもできた。エリオにはいくら感謝してもしたりない。ふと思った。ギューヌ・カルヴァンが戦死して、雨雲が壊滅した。エリオはカルヴァンに貸してもらったのだ。このあと、エリオはどうなるのか。誰だれに返せばいいのだろう。

　ファビアンはほとんど喋しやべらない。どうやら命だけは助かりそうだけれど、利き腕を失ったのだ。今は何も考えられないだろう。

　生き残りの従士はハリーという名前で、スタンリー公国出身らしい。主人が死んだので、自分を従卒にしないか、とヨナハンに頼んでいた。軽薄なほどに陽気な男で、生きのびたことを前向きにとらえているようだ。

　セルジュの状態はよくない。どんどん悪化してゆく一方だ。

　サリは相変わらず、痛み止めの薬を利用して、セルジュやファビアンを苦しめている。腹が立つけれど、薬の使い方を知っているのはサリだけだ。刃向かうことはできない。

　ヨナハンがいなければ、もっと雰囲気が悪くなっていただろう。サリもヨナハンには逆らわない。おそらく、自分よりも腕が立つ相手だからだ。

　それにしても、余計なことは喋しやべらないけれど、どっしりと構えて、言葉少なに指示を出すヨナハンは、なんだか一皮剥むけたような印象がある。何か心境の変化があったのだろうか。話していないからわからないけれど、頼りになることだけは間違いない。

「しばらく上り坂だな」

　ヨナハンがぽつりと呟つぶやいて、空を覆いつくしている分厚い雲を仰いだ。

　レーレもつられて上を向いた。細かい雨粒が顔を叩たたいた。

「あと、どれくらいかな」

「半日もかからないんじゃない？」

　サリが、ふん、と鼻を鳴らした。

「たぶんね」

「君は地理にも明るいのだな」

　ヨナハンはサリを見た。

「よく知らないのだが、影犬は皆、そうなのか」

「言えません」

　サリは肩をすくめた。

「一人で何でもできないと困るので、そういう訓練は受けてますけど」

「だが、一人で行動するわけではないのだろう」

「……サリは一人ですけど」

　返事をするまでに、少しだけ間があった。ヨナハンは軽くうなずいた。

「そうか」

「一人ですよ」

　サリは口を尖とがらせている。むきになっているのか。今はどうか知らないけれど、もともとは一人じゃなかった。誰だれか他ほかの者と一緒に行動していた。そういうことなのか。

　どうでもいい。興味がない。

　セルジュが足をもつれさせて、転んでしまいそうになった。レーレはセルジュに肩を貸した。セルジュは拒まなかった。いやがる気力もないのだ。

「もうちょっとだから」

「ああ」

「がんばって」

「ああ」

「おぶってやろうか」

「馬ば鹿かを言うな」

　セルジュはこっちに顔を向けて、かすかに笑った。すぐにうつむいた。

「……限界になったら、頼む」

「うん」

　その限界とやらは近いかもしれない。レーレはヨナハンと目を見交わした。ヨナハンはそれだけで状況を察してくれたみたいだ。サリを呼びよせて、薬を出すように求めた。サリはヨナハンに何か耳打ちした。ヨナハンは少し眉まゆをひそめた。結局、サリは薬をくれなかった。もしかしたら、薬が残り少ないか、なくなってしまったのかもしれない。

「あっ……」

　エリオの鞍あん上じようで、ファビアンが変な声を出した。

「あああ……！」

「どうした」

　ヨナハンがエリオの腹を叩たたいて立ち止まらせた。

「ファビアン。どうしたのだ。何があった」

「ああ……」

　ファビアンはひたすら前を向むいている。馬に乗っているから、レーレたちよりも遠くの景色が見えるはずだ。何かあるのか。

「レーレ」

　セルジュがレーレから離れてしゃがんだ。

「見てきてくれ」

「わかった」

　レーレは駆けだした。サリもついてきた。さっきヨナハンが言っていたとおり、道なき道は上り坂だ。傾斜はきつくないけれど、生い茂っている木々のせいもあって、視界はよくない。でも、もうすぐそれも終わる。上りはもうすぐおしまいだ。その先は崖がけになっていた。レーレの足が止まった。

　遥はるか前方に、防壁に囲まれた街がある。端の小山の上に城が建っていて、真ん中には丘があった。ハイデンだ。ハイデンに違いない。でも、やけに黒々している。レーレは頭を振った。妙だ。おかしい。違う。あれは、違う。サリが追いついてきた。

「そんな……嘘うそでしょ」

　レーレはサリの胸倉をつかんだ。サリは目を見開いた。レーレは奥歯をぎりぎりと食いしばった。何か叫びたかった。何を叫べばいいのかわからない。そんなことはない。呼ぶべき名はある。たった一つだけ。一つしかない。それなのに、どうしても声が出ない。サリが手をのばしてきて、レーレの頬ほおをそっと撫なでた。身体からだから力が抜けた。座りこんでしまいそうになった。サリに抱きとめられた。サリの腕の中で、レーレはようやくその名を呼ぶことができた。ユユ、と。



    

  
    
      
最終話　【罪と雪】





　白い。どこもかしこも真っ白だ。積もっているだけじゃない。猛吹雪だ。吹き荒れる雪風は目だけでなく、鼻も、耳も利かなくしてしまう。寒さのせいで、皮膚の感覚もない。あたたかい服を重ね着した上に、分厚い毛皮のコートを身にまとい、同じく毛皮の頭ず巾きんを被かぶって、首には長い布をぐるぐる巻きつけ、ブーツの下に毛織りの靴下を何枚も履いて、手袋を重ねて着けている。それでも、この身はほとんど氷みたいだ。

　紀元一四〇〇年。太星月は年始めの月だ。北のクジェ帝国は真冬の雪に覆われて、どこもかしこも凍りついている。しかもこの最悪に近い悪天候の中、隊員に仕事をさせるなんて、正気の沙さ汰たじゃない。わかっている。ヴィリー・ブランドロウ。あの男は異常だ。人の命を自分の道具だと、消耗品だと思っている。そういう男だ。

　それくらい頭がいかれた男じゃないと、魔女には勝てない。そのこともわかっている。魔女は人間を殺す。情け容赦もなく殺す。女子供も平気で殺す。そんな敵を相手にしないといけないのだ。まともな神経の持ち主では無理だ。魔女に勝つためには、魔女よりも非情にならないといけない。魔女が人間を皆殺しにするつもりなら、こっちが先に連中を殲せん滅めつしてやる。そのためならば、犠牲を払うことになったとしても、やむをえない。そんなふうに割り切れるかどうかは別だ。でも、理屈はわかる。すべて承知の上で、肉を斬きらせて骨を断つ。そういう決断を下せる男がいなければ、魔女を滅ぼすことはできない。

　わかっている。あの男は嫌いだ。虫むし酸ずが走る。それでも、人類には必要な男だ。そして、あの男には剣が必要だ。よく斬れる剣が。剣はすぐに折れてしまうから、たくさん、たくさん必要だ。よく斬れる剣は、雨が降ろうと、吹ふ雪ぶこうと、矢が降りそそいでこようと、我が身を顧みずに突き進み、標的を、魔女を斬り刻んで、その心臓を貫かないといけない。息の根を止めるのだ。それが剣の仕事だ。役目だ。

　星の鎖の影犬はただの諜ちよう報ほう部隊ではなくなろうとしている。戦場では、御お頭かしらのイアン・ブラックハート以下、シレーンの血が濃く出ている者を中心に、雑ざ魚こには目もくれず、大物を、とくに魔女や魔王を狙ねらうのだ。魔女や魔王をしとめれば、魔女の軍勢は瓦が解かいする。なぜなら、魔王は邪神のなれの果てであり、魔女はその巫み女こで、ようするに魔女の軍団とは、邪教を奉ずる血に飢えた狂信者の群れだからだ。

　前を行く仲間の犬が立ち止まった。今日の作戦には七人の犬であたっているが、このすさまじい吹雪のせいで、すぐ前にいる仲間の姿しか見えない。前の仲間は、手振りで、この先だ、と知らせてくれた。うなずいてから、振り返って、後ろの仲間に同じことを伝えた。前の仲間がまた歩きだした。間もなく、そそり立つ壁に突きあたった。クジェ帝国が支配しているボドイーの地で古くから建設されてきたという、ザナークと呼ばれる木造要よう塞さいの一部だ。七人の犬はザナークの外壁にとりついて、さっそく準備を始めた。金かな槌づちで杭くいを打ちこみ、それを手がかり、足がかりにして、外壁をよじ登るのだ。ザナークの主要部分は地上２ゲイン（約40ｍ）以上の高みにあるので、簡単じゃない。当然、時間もかかる。この荒天でなければ、昼だろうと夜だろうと、必ず敵の見張りに見つかってしまうだろう。今が好機なのだ。吹雪がやむまでの間に、任務を果たさなければならない。そうすれば、ゾア・ザナークを占拠した魔女の一団を駆逐するという、星の鎖に課された聖務は、最小限の被害で成し遂げられるだろう。

　外壁はもともと木製なのだが、特殊な塗料を塗られたり、凍りついたり、溶けて苔こけ生むしたり、腐ったり、補強されたり、また凍りついたりして、その上に硬い雪がへばりつき、もはや名状しがたい物体と化している。杭を打ちこむと崩れる箇所も多く、少し体重をかけただけで杭ごと剥はがれ落ちてしまうことも少なくない。作業は遅々として進まなかった。途中で吹雪が弱まって、撤退を提案する仲間もいた。

　やがて夜がきた。

　風雪がいっそう強まった。

　仲間が一人、落下した。誰だれが落ちたのだろう。わからない。

　犬は六人になった。

　ようやく外壁の頂上だ、とは思わなかった。ようやく、という感じ方は危険だ。油断が生じかねない。目的を達して自陣に帰りつくまでが任務だ。一つの任務が終わっても、魔女が滅びるまで仕事は尽きない。犬たちは外壁を登りきった。櫓やぐらに見張りのランドールがいたので、始末してザナーク内部への侵入口を探した。ゾア・ザナークの見取り図は入手済みだったから、すぐに見つけることができた。敵の指揮をとっている魔女カイラと魔王ギアナクは上層の大部屋にいるものと思われる。犬たちは二手に分かれて大部屋を目指すことにした。一方が敵に発見されても、もう一方が魔女を殺せばいい。ただ、本命は鷹たかの目を持つ犬がいる一隊だ。鷹の目の持ち主でなければ、魔女を殺すことはできても、魔王はまず殺せない。魔女を失った魔王は、長くても一ひと月つきほどで肉体を失うが、それまで復ふく讐しゆう心しんの虜とりことなって暴れまわる。できれば、魔王を先にしとめて、それから魔女の息の根を止めたいところだ。そのためには、魔王の本体ともいうべき心しん玉ぎよくを覆っている金こん剛ごう殻かくの隙すき間まを一突きしなければならない。魔女の泣き所と呼ばれているその隙間の位置が、鷹の目には見えるのだ。

　薄暗い迷路のようなザナークの中を、慎重に、だが、大胆に進んだ。敵は気がゆるんでいるみたいだ。寝息やいびきが聞こえる部屋がある。寒さをしのぐためだろう。酒盛りをしているような声や物音も聞こえた。何度か暗がりに身をひそめて、ランドールや黒毛のグーシーをやりすごした。どいつもこいつも酔っぱらっていた。星の鎖はここから１モーデン（約８km）以上離れた場所にあるチェルノの村に駐留している。ザナークに人間が侵入しているとは夢にも思っていないのだろう。大部屋の手前で分かれた三人と合流した。犬はまた六人になった。見取り図どおりなら、問題の大部屋には暖炉があるはずだ。扉が閉ざされていて、護衛らしき敵の姿はなかった。犬たちは一計を案じた。いきなり傾なだれこむのではなく、扉を叩たたいて反応を見ることにしたのだ。犬の中にはグーシーの言葉を少しだけ覚えている者がいた。その犬が扉を叩いた。ややあって、中から声がした。

「はい。どうしましたか」

　人間の声だった。女だ。魔女だろう。魔女の軍団では、南部語が共通言語として使われている。大ブルノー連合王国やスタンリー公国で話されている人間の言葉だ。通じない者には、言語能力に長たけているポルモが通訳する。魔女は他ほかの種族の言葉を覚えるか、ポルモを介して理解するのだ。犬はグーシーのふりをして何か言った。耳を澄ますと、吹雪が壁を叩く音に混じって、かすかに足音のようなものが聞こえた。くるのか。

「サリ。おれは魔王をやる」

　隣の犬にそう囁ささやいて、扉が開くのを待った。ゆっくりと、じつにゆっくりと扉が開いた。女だ。長い紺色の髪を編んでいる。魔女カイラだ。燭しよく台だいを持っている。駆けだして、魔女カイラの脇わきをすり抜けた。魔王は魔女の少し後ろにいた。身体からだ中が黒くて強こわい毛に覆われていて、顔だけ肌が露出している。尻尾しつぽがあって、腕が長い。瞳どう孔こうが斜めに裂けた黄色い目をしている。大きい。前まえ屈かがみになっていることを考慮に入れると、背丈は８ソール（約２・４ｍ）ほどもあるだろうか。魔王ギアナクだ。

　ギアナクはこっちに気づいた。反応が早い。さすがに魔王だ。迎え撃つつもりか。少し腰を低くした。右腕だ。爪つめが長くて鋭い。刃物のようだ。下から突きあげてきた。遅くは見えない。速い。食らったら終わりだ。でも、見える。犬は右斜め前に思いきり踏みこんだ。紙一重だった。ギアナクの右手は犬の鼻先をかすめていった。心玉の位置は。胸じゃない。腹だ。魔女の泣き所は。向かって右。やや後ろ。左脇腹と背中の境目あたりから剣を突き入れれば、心玉に届く。ギアナクは前に出た。その目は犬を見ていない。魔女だ。他の犬に襲われている魔女を見ている。助けるつもりだ。犬に背を向ける恰かつ好こうになった。思う壺つぼだ。犬は背後からギアナクに躍りかかって、左脇腹と背中の境目に剣を突き刺した。犬の剣は魔女の泣き所を衝ついて心玉に達した。魔女がギアナクの名を呼んだ。ギアナクは、おおおおおおおん、と啼ないた。それが断末魔の叫びになった。ギアナクの肉体が崩れはじめた。どろどろの肉塊と化そうとしている身体で、魔女殺しの犬たちに襲いかかっていったが、いったい何ができるというのだろう。無駄だ。何もできない。魔女の部屋には魔女と魔王の他ほかにも三人のポルモがいた。ポルモたちが短剣を抜いてかかってきた。あいつらも始末しないといけない。犬はもちろんそうするつもりだった。



　　　



　任務を果たしてチェルノの村に帰りついた四人の犬には、短い休みが与えられた。無事に戻ってこられなかった三人の犬は、主しゆの膝ひざ元もとで永遠に惰眠を貪むさぼることが許されるのだから、まったく悪くない仕事だ。

　今ごろ星の鎖は、チェルノに居残っている輜し重ちよう卒たちとその護衛、それから三人の犬をのぞいた全隊で、ゾア・ザナークを攻撃していることだろう。彼らが帰ってくるまで、犬たちは村むら長おさから借りあげた家で寝ていればいい。寝台の上で毛皮にくるまり、じっとしていればいいのだ。この立派な家には暖炉があって、あたたかい。食い物も、飲み物もふんだんに用意されている。酒だってある。ちょっとした天国だ。冗談じゃない。

　犬はあてがわれた部屋から出た。サリという名の犬に呼び止められたが、無視して外へと飛びだした。雪が降っていた。風はさほどでもなかった。村は静まりかえっていた。輜重卒たちが村はずれに天幕を張っている。その一帯だけは少しにぎやかだった。

　あてなんかなかった。降り積もる雪に足跡をつけて、犬は無む闇やみに歩きまわった。外を歩いている村人は一人もいない。すべての足跡は犬のものだった。村の中心部に星せい印いんを掲げた大きな建物があった。なぜかその建物に足が向いた。雪にまみれた扉を開けると、すぐに礼拝堂だった。司祭らしい者の姿はなかった。代わりに、頭ず巾きんを被かぶった女がいた。どうやら尼僧らしい。まだ若い娘だ。尼僧はゆっくりと歩みよってきて、犬の肩や頭の雪を払い落とした。それでいて、何も言わない。喋しやべれないのか。女は微笑ほほえみをたたえて水色の瞳ひとみでじっと犬を見つめている。犬は落ちつかなくなってきた。目をそらしたくなったが、我慢した。そのうち平気になってきた。尼僧は犬の手を握った。犬は手袋をつけずに外をほっつき歩いていたので、手はしもやけになりかけていた。尼僧の手はあたたかかった。犬の首筋に震えが走った。胸が苦しくなった。目頭が熱くなって、何かがこみあげてきそうになった。尼僧が何か言った。澄んだ声だった。犬には理解できない言葉だった。

「ごめん。おれ、北部語は」

「申し訳ないです」

　尼僧は少しぎこちない南部語で言いなおした。

「あなたの胸の底に、何かがたまっているのなら、どうかそれを吐きだしてください」

「胸の底に……」

　犬はうつむいて首を横に振った。

「ないよ。たまってるものなんか。何もない」

「そうですか」

　尼僧は犬の手を引いて歩きはじめた。犬は黙ってついていった。尼僧は礼拝堂に並べられている長椅い子すの一つを示して、犬を座らせた。尼僧も犬の隣に腰を下ろした。その間も尼僧は犬と手をつないだままだった。

「わたくしは、ナターシャと申します。あなたの、お名前は？」

「おれは」

　犬はナターシャの顔を見ることができなかった。礼拝堂の奥おくに安置されている小さなサイオン像に目をやった。

「レーレ。レーレ・イジュール。星の鎖の従士だよ」

「そうですか。あなたのことを、レーレと呼んでも、怒りませんか？」

「怒らないけど」

「それでは、レーレ。何か苦しいことが、おありですか？」

「なんでさ」

「人は、そういうときに、教会にくるのです」

「べつに」

　レーレはため息をついた。

「苦しいことなんて、ないよ」

「レーレ」

　ナターシャは手に力をこめた。

「人々のために、戦っているのですね」

「違う」

「ですが」

「違う」

　レーレはナターシャの手をはねのけたかった。できなかった。

「人々のためなんかじゃない。おれが戦ってるのは、魔女が憎いからだ」

「そうですか」

　ナターシャはレーレの手を持ちあげて、自分の胸に押しあてた。

「わたくしの両親は、魔女に殺されました」

「え」

　レーレはナターシャを見た。ナターシャは微笑ほほえんでいた。

「魔女を憎む気持ちが、わたくしにもあります。同じですね、レーレ」

　レーレは答えられなかった。そうかな。同じなのかな。きっと違う。何かが違う。大きく違う。ぜんぜん違う。おれは、だって、そんなふうに笑えない。笑えるはずがない。

　レーレはナターシャの手を振りほどいて、長椅い子すから立ちあがった。踵きびすを返そうとしたら、またサイオン像が目に入った。足を止めて、睨にらみつけた。おれはあんたのことなんか、どうでもいいんだ。レーレは駆けだした。ナターシャが叫んだ。

「レーレ！　またいらしてください！」

　くるもんか。絶対、こない。

　教会を出ると、もう足跡が消えていた。

　レーレは灰色の空を見上げた。

　ナターシャ。ほんの少しだけ顔立ちがユユに似ていた。

　おれは笑えない。笑いたくもない。

　雪が降っている。

　真っ白い雪の上を犬が走って、懲りずに足跡を残す。

　まだ雪はやみそうにない。

　足跡はやがて消えるだろう。

了



    

  
    
      
あとがき





　この物語への思い入れについては次回、と２巻のあとがきに書きました。今回は真面目まじめに書こうと思います。とはいえ、今まで不真面目だったわけではありません。こう見えて、どう見えているのかわかりませんが、僕はかなり真面目な人間です。真面目すぎるのが欠点だと誰にも言われたことがないくらいです。実際、真面目すぎて、学校をよくさぼったため、登校すると「あれ？　まだいたの？」と言われました。僕にしてみれば「というか、あなたは誰？」というかんじでした。あまりにも長く登校していなかったもので、僕は彼のことを忘れてしまっていたのです。

　何でも、学校では一部の生徒の間で「誰が先に学校を辞やめるか」という、まことに不届きな賭かけが行われていたようで、真面目な僕は、真面目なばかりに、その中でかなり人気を集めていたらしいのです。僕はもう、生来生真面目なため、学校をさぼるにしても真面目でした。とても真面目に、非常に几き帳ちよう面めんにさぼろうとすると、気が向いて学校にちょこっと顔を出す、というわけにもゆかないのです。学校をさぼることは、僕にとって真剣勝負でした。一瞬たりとも油断できない。気を抜いた瞬間にやられてしまう。僕はじつに大真面目に学校をさぼっていたのです。

　このように真面目に生きてきたことへのご褒美でしょうか。ありがたいことにいくつもお仕事をいただきまして、８月には角川書店から『純潔ブルースプリング』という本を出させていただきました。９月は角川スニーカー文庫から『薔薇のマリア12．夜に乱雲花々乱れ』、一迅社文庫から『ヴァンパイアノイズム』、そして本書『いつも心に剣を③』と、あわせて三冊も出させていただきました。また、10月に入りましても、角川スニーカー文庫から『ばけてろ』というお話の第１巻が発売される予定となっております。真面目に生きていると、いいことがあるようです。悪いこともそれなりにありますが、これからも前を向いて真面目に歩いてゆこうと思っています。

　さて、僕の真面目話をしているうちに、紙数が尽きてしまいました。仕方ありません。この物語への思い入れについては次回ということで、ｋａｙａ８さんをはじめ、本書の制作、出版、販売に関かかわったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様に特大真面目な愛と感謝をこめつつ、今日のところは筆を置きます。
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